

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「お兄ちゃん先輩！　聞いてください！　この前のテストが返ってきたんですけど、国語で95点を取っちゃいました！」

　ある日の放課後。[image: ]おう坂さか晴はる斗とが10畳ほどの洋室にある革張りのソファでくつろいでいると、真横に座る疑似妹の天あま海み陽ひ奈なが嬉うれしそうにテストの答案を見せてきた。

　陽奈が声を弾ませるたび、太陽のように明るい金髪も一緒に弾む。

「ご褒ほう美びとして、頭なでなでしてください♪」

「おー、すごいじゃないか陽奈」

　言われるがまま頭をなでると、陽奈は心底うれしそうにニヤニヤ笑う。

「えへへ。……ただ、数学は赤点ギリギリでした。お仕置きとして、おしりなでなでしてください」

「はじめて聞くタイプのお仕置きなんだが……」

「間違いました。おしりペンペンしてください」

　そう言って陽奈は後ろを向き、近くにあるガラステーブルに両手をついて、おしりを突き出してきた。

　短いスカートが持ち上がり、白いふとももが際どいところまで露あらわになった。

　思わず手を伸ばしそうになったが、グッと我慢する。

「陽ひ奈な、おしりをしまいなさい。俺が触れるわけないだろ」

「なんで頭はよくておしりはダメなんですか？　わたしたち、疑似とはいえ兄妹なんですよ？」

「いや、実の兄妹きようだいでもおしりを触ったりしないから」

「そうなんですか？　となるとお兄ちゃん先輩におしりペンペンしてもらうには、恋人にしてもらうしかないわけですか……」

　どんな理由で恋人になろうとしてるんだよ。

「そういえば、さっき同じクラスの女の子が、教室でみんなと相談しながらラブレターを書いていたんです。素敵でした」

　陽奈はその時の情景を思い浮かべ、金色の瞳を輝かせた。

　だがそこで、晴はる斗との背後で話を聞いている２人目の疑ぎ似じ妹いもうとの星ほし上がみ舞まいが、自身の長い銀髪をもてあそびながら茶々を入れる。

「ラブレターって、『あなたと性交がしたいです』っていうメッセージをなるべくオブラートに包んで書く手紙のことだよね？」

「違います！」

　陽奈は悲鳴に近い声を出し、訂正する。

「ラブレターは純粋な愛のメッセージが綴つづられたお手紙です！　あなたと毎日一緒に帰ったり、休日にどこかに出かけたりして絆きずなを深めて、最終的に結婚したいっていう、夢見る女の子の気持ちが書かれているんです！」

「でも、ラブレターを書いている女子は、好きな人と性交したいんだよね？」

「そ、そういう人もいるかもしれませんが、全員がそうだとはかぎりません！　深い関係になりたいという気持ちは、絆を深めていく過程で生まれる場合もあると思います！」

「あはは、そうなのか～」

　両手を握りしめて一所懸命に答える陽奈を見て、舞はふてぶてしい笑みを浮かべた。舞が楽しげに肩を揺らす度、頭の天てつ辺ぺんにある銀色のお団子も一緒に揺れる。

　宝石のように青い瞳を持つ舞は、他人の困り顔を見ることに至上の喜びを覚える変態さんで、ちょくちょく陽奈をからかって遊んでいるのである。

　一方の陽奈は、舞の妨害にめげず、元気に自己アピールを続ける。

「というわけでわたし、今夜お兄ちゃん先輩宛にラブレターを書きますね！　それで明日の朝一番で高等部の校舎に侵入して、下げ駄た箱ばこにこっそり入れておきます！」

「予告した時点でこっそりではない気がするが……」

「ラブレターでお兄ちゃん先輩の心をわしづかみにして、わたしたちは恋人関係に……。お兄ちゃん先輩との結婚式、どんなウエディングドレスを着ようかな……」

　陽ひ奈なは希望に満ちあふれた妄想をはじめた。話が飛躍しすぎである。

「そういえば、結婚式のお色直しってあるじゃないですか？　あれは白いドレスから色がついたドレスに着替えることで、『あなた色に染まります』って表明する意味があるみたいですよ。お兄ちゃん先輩はわたしに何なに色いろのドレスを着せたいですか？　わたし、お兄ちゃん先輩色に染まりたいです♪」

　なぜか結婚式の打ち合わせがはじまった。

　そこでふたたび、舞まいが口を挟む。

「結婚式って、『新郎と新婦はこれまで何度も性交をしていて、これからも性交をくり返します』って発表する会合のことだよね？」

「違います！」

　陽奈はまた悲鳴に近い声を出した。

「まず、『恋愛＝そういう行為をする』という発想がおかしいです！」

「でも、新郎新婦は何度も性交してるんだよね？」

「そ、それはその……。結婚を考えるような男女は高確率でそういうことをしているでしょうし、わたしも興味がないわけではないですけど……」

　陽奈は恥ずかしそうにつぶやきながら、チラチラと晴はる斗との顔色をうかがってくる。リアクションに困るので、こっちを見ないでほしい。

　気まずそうに押し黙っている晴斗を見て、舞の中にさらなるイタズラ心が芽生えた。

「お兄さまは性交に興味あるんですか？」

「なにその直球な質問……」

「もちろんあるわよね」

　そう答えたのは、ずっと黙って話を聞いていた３人目の疑ぎ似じ妹いもうとの姉あね崎ざきカレンだ。

　カレンは背中まで届く長い茶髪が特徴的な美少女で、晴斗より年上なのに妹という、矛盾したプロフィールを持つ存在である。

　晴斗が座るソファのすぐ近くに立っているカレンは、自分の豊満な胸を指さし、得意げに続ける。

「晴斗おにーちゃんは、よく私のおっぱいに注目しているもの」

「間違った情報で俺の名誉を傷つけないでくれないかな……」

　よく注目しているというのは心外だ。たまに見る程度です。

　しかし陽奈は、カレンの妄言を信じてしまったらしい。

「お兄ちゃん先輩……巨乳が好きというのは本当なんですか……？」

「いや、だから誤解だって。そもそも妹の胸が大きかろうが小さかろうが、兄である俺には関係ないだろ？」

　曇りなき瞳で身の潔白を訴えたが、陽ひ奈なはまだ疑わしそうな視線を向けてくる。

「じゃあお兄ちゃん先輩、あおむけになったカレン先輩のおっぱいを踏めますか？」

「……おっぱいを踏む？」

「江戸幕府がキリスト教の信者を発見するため、人々にキリストやマリアの像などを踏ませたじゃないですか」

「ああ、絵踏な」

「お兄ちゃん先輩が本当に巨きよ乳にゆう教きようの信者でないのなら、カレン先輩のおっぱいを踏めるはずです！」

「いや、なんでも踏ませればいいわけじゃないだろ」

　妹の胸部を躊ちゆう躇ちよなく踏む兄って、人としてどうかと思う。

　あと巨乳教ってなんだよ。

「私のおっぱいを踏むだなんて、晴はる斗とおにーちゃんはすごい発想をするわね……」

「誰がどう聞いても考案したのは陽奈だっただろ。耳鼻科に行って聴力検査してもらえ」

「ちなみに踏まれるのは嫌だけど、晴斗おにーちゃんが懇願するなら、私のおっぱい、少しくらいなら触らせてあげるよ？」

　カレンは小悪魔のような笑みを浮かべ、自慢の大きな胸をはる。

　思わず両手が吸いこまれそうになったが、なんとか耐えた。

　しかし、晴斗の動揺を感知した陽奈は、頬ほおをふくらませる。

「お兄ちゃん先輩！　もっとわたしの胸も見てください！」

　カレンに対抗し、陽奈は薄い胸を突き出した。

「今は小さいですけど、３年後にはカレン先輩と同じくらいになってるはずです！　今のわたしの胸を見るのではなく、未来のわたしの巨乳を幻視してください！」

「俺は超能力者かなにかか？」

「お兄ちゃん先輩に不可能はないはずです！」

「さすがに未来視は無理だよ」

「陽奈ちゃん、諦めなさい。晴斗おにーちゃんは大きくなるかわからない胸より、今ここにある巨乳の方がいいんだから」

「カレンは黙っててくれ」

「むぅ……だったら、わたしのパンツを見てください！」

「陽奈？　今度はなにを言い出すの？」

「胸の大きさではカレン先輩に勝てないので、下半身で勝負しようかと思いまして。わたし、お兄ちゃん先輩と会う時は常に勝負下着なんですよ？」

「周囲の誤解をまねく発言はやめてくれないかな……」

「いいじゃないですか。わたしたち、兄妹きようだいなんですし」

「兄のために勝負下着を準備する妹がいるわけないだろ……」

　思わずため息をついた後、部屋の隅から発せられる不穏な気配を察知し、恐る恐る目を向けた。

　そこには晴はる斗との実妹である[image: ]おう坂さか夏なつ姫きが仁王立ちしており、青い瞳を鋭くし、絶対零度の視線をこちらに向けている。

「……お兄ちゃん。疑ぎ似じ妹いもうとたちとは、いつもこんなやり取りをしてるわけ？」

　腕組みした夏姫が、尋問するような口調で聞いてきた。光沢のある黒い髪が不気味に揺れている。

「いや、そういうわけでもない……って言ったら嘘うそになるな……」

　弁解しようと試みたものの、すぐに諦めて白旗をあげた。

　疑似妹たちとの会話は、大体いつもこんな感じである。

　すると夏姫はいじけたような表情になった。

「お兄ちゃん、あたしとはおっぱいの話なんかしたことないのに……」

「別に俺たちの関係は間違ってないよね？　普通の兄妹きようだいはおっぱいの話なんかしないよね？」

「お兄ちゃんのパンツについて語ったこともないし……」

「夏姫、ちゃんと話を聞いてた？　誰も俺のパンツについては言及してないよ？」

　話題に出たのは陽ひ奈なのパンツについてである。それもどうかとは思うが……。

「そもそもパンツの話は俺が自発的にしてるわけじゃなく、陽奈が勝手に──」

「こうなったらあたしも、今後はお兄ちゃんのパンツについて話すようにする！」

「なにがどうなってそんな結論に……!?」

「お兄ちゃんのパンツって、中学校に入った頃はトランクスが多くて、学年が上がるにしたがってボクサーブリーフが増えていったけど、最近はどうなの？」

「ちょっと待って。なんで夏姫はそんなに俺のパンツ事情に詳しいの……!?」

「そうなんですか。お兄ちゃん先輩のパンツはトランクスかボクサーブリーフ……」

「陽奈、メモを取らないで」

「アタシ、ボクサーブリーフって見たことないです。どういう物体なのか詳しく知りたいので、今ここで見せてもらえませんか？」

「舞まい、その発言は普通にセクハラだからね？」

「晴斗おにーちゃん、今日は何色のパンツをはいてるの？」

「カレン、便乗して変な質問をしないで」

　おかしい。普通の妹は、兄のパンツに興味を示したりしないはずなのに……!!

　しかし残念ながら、この部屋にいる晴斗の実妹と３人の疑似妹たちは、全員普通ではないのだった。

　ここは『兄妹きようだい紹介所・第１談話室』という張り紙がされた、ちょっと豪華なリビングをイメージして造られた家具家電つきの部屋である。

　近年、生活様式の変化によって１人っ子が増えたことで、異年齢交流の重要性があらためて注目されつつある。

　とある研究機関が行った実験によると、異年齢交流をすることによって、年上と年下の双方にポジティブな影響が現れることが多いそうだ。

　たとえば、中学生と高校生が学年の枠を超えて交流すると、中学生は人生経験豊富な高校生から様々な刺激を受け、興味や関心の幅が広がる。また、高校生を目標として行動するため、実力以上の能力を発揮する。

　一方、高校生は手助けする場面が多くなり、思いやりの心を持つ。さらに、中学生のお手本になることで、自分に自信を持てるのだ。

　素晴らしき異年齢交流。

　これはもう、交流しない手はない。

　そんな異年齢交流を促進させることを目的に活動しているのが、去年まで女子校だった私立優ゆう愛あい学園に存在する非公式組織『姉妹紹介所』である。

　姉妹紹介所はその名のとおり、『妹がほしい女子生徒』と『姉がほしい女子生徒』をマッチングさせて疑ぎ似じ姉し妹まいにする、非常に画期的なシステムである。

　姉妹紹介所には『姉紹介所』と『妹紹介所』の２つがあり、希望する方に登録すれば、疑似姉妹を得ることができるのだ。

　さらに、今年度から高等部が共学化したことにより、姉妹紹介所は『兄妹きようだい紹介所』に改名した。

　早ければ来年度から、『妹がほしい男子生徒』と『兄がほしい女子生徒』をマッチングするシステムを追加する予定である。

　このシステムが実装されれば、男子生徒も『妹紹介所』に登録し、疑ぎ似じ妹いもうとを作ることができるようになる。

　優愛学園に入学したすべての男子生徒は、妹がほしいという気持ちを我慢しなくて良くなるのだ。

　──しかし、疑似姉妹と違って、疑ぎ似じ兄妹きようだいは異性と出会わせることになる。中学生と高校生という多感な時期の男女をマッチングさせることで、どんな影響が現れるか、どんな問題が生じるかはわからない。

　そこで、兄妹紹介所の効果を検証するために、試験運用が行われることになった。

　そして疑ぎ似じ兄あにのテスト役として選ばれたのが、高等部１年の晴はる斗とである。

　現在は試験運用中のため、女子生徒が『兄紹介所』に登録して紹介されるのは、晴斗だけ。

　つまり晴はる斗とは今、兄妹きようだい紹介所に在籍する唯一のお兄ちゃんなのだ。

　これは、妹紹介所というちょっと頭がおかしいシステムによって妹がたくさんできる、妹まみれの物語である──。
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　[image: ]おう坂さか晴斗にたくさんの疑ぎ似じ妹いもうとができる１年以上前の、ある日の早朝。

　寝ぼけ眼の晴斗が顔を洗うために洗面所のドアを開けると、そこには驚くべき光景が広がっていた。




　実妹の[image: ]坂夏なつ姫きが、一糸まとわぬ姿で立っていたのだ。




「──きゃあっ!!」

　夏姫は可愛かわいらしい悲鳴を上げた。肩にギリギリ届く長さの黒髪はまだ濡れており、風呂から上がって間まもないことが見て取れた。

「ご、ごめん！」

　すぐさま回れ右をし、ドアを閉めた。この洗面所は脱衣所も兼ねているのだが、ドアに鍵がかかっていなかったので、まさか使用中だとは思わなかったのだ。

　──数年ぶりに、夏姫の全裸を見てしまった。

　相手は実の妹なのだが、中学３年生の晴斗にとって、かなりの衝撃映像だった。心臓がバクバクと激しく脈を打ち、体中に熱い血液を送り出している。

　実兄から見ても、夏なつ姫きはかなりの美少女だ。ちょっと油断すると、ついさっき目撃した夏姫の裸を思い出しそうになる。まだ中学１年生なのだが、その胸はけっこう大きく育っており、大人っぽい体つきになっていたのだ。

　最悪だ……夏姫を傷つけてしまった……。

　夏姫は成績優秀で、入学直後に生徒会に入るよう薦められるくらい真面目まじめな女の子だ。リビングで一緒に映画を観みていても、キスシーンになると気まずくて部屋から出ていくほど、下ネタに耐性がない。なので夏姫の前では一度も、色恋沙汰に関する話題を出したことがないのだ。

　そんな夏姫の全裸を、目撃してしまった。

　気まずすぎて死にそうである。

　ドアノブを見つめながらその場に立ち尽くしていると、10分後に洗面所のドアが開き、服を着た夏姫が出てきた。その青い瞳は伏せられ、こちらを見ようとしない。

　夏姫はなにも言わずに晴はる斗との横をすり抜け、自分の部屋に逃げ込んでしまった。謝罪の言葉を口にするヒマはなかった。

　……こういう場合、どう対処するのが正解なのだろうか。追いかけていって無理に謝ると、夏姫の心の傷を広げる結果になるかもしれない。相手は家族なわけだし、なにも言わなくても、時間が解決してくれるか……？

　こうして今け朝さのハプニングをあえて話題にしない道を選んだのだが、この日以降、夏姫の態度が妙によそよそしくなった。朝食時などにテーブルで対面に座っても、目を合わせてくれないのだ。

　裸を見られたことで照れくさいのだろうと考えていたが、１週間たっても２週間たっても、夏姫は顔を背けたままだった。

　さらに、それまでは普通に会話できていたのに、洗面所で遭遇して以降、夏姫はまともに口を利きいてくれない。なにを聞いても「別に……」としか答えてくれないのだ。

　そんなある日、決定的な出来事が起きた。夏姫の部屋の前を通った時に偶然、室内から「お兄ちゃんがお兄ちゃんじゃなければよかったのに……」という独り言が聞こえてきたのだ。

　──もしかすると、夏姫に男として警戒されているんじゃないか？

　晴斗の中で、そんな疑惑がふくらんだ。

　しかし脱衣所での遭遇から、すでにかなりの時間が経っている。今さらあの日のことを謝って、古傷を刺激するのもどうかと思う。

　こうして兄としての自信を喪失しつつある中で、さらに追い打ちをかける事態が起きる。夏姫が突然、自分が通っている私立優ゆう愛あい学園の女子寮で暮らすと言い出したのだ。

　驚いた晴はる斗とは、夏なつ姫きに寮生活を始める理由を聞いたが、「別に……」とはぐらかされてしまった。

　やはり夏姫は、晴斗のことを男として警戒しているようだ。それで一緒に暮らしていることが怖くなって、この家を出ていくことにしたに違いない……。

　そう考えると、胸の中にどす黒い絶望が広がった。





　　　　♂　♀






　夏姫が寮生活をはじめてからしばらく、晴斗は腑ふ抜ぬけになっていた。授業に身が入らず、忘れ物などの些さ細さいなミスを連発した。

　ある時は電車に乗っていて、『ドアが閉まります、ご注意ください』というアナウンスの途中で、ここが自分が下りる駅であることに気づいた。慌てて座席から立ち上がり、ダッシュでドアに向かう。

　なんとか電車を飛び出すことに成功したが、ホームに降り立ってすぐ、背後から声をかけられた。

「これ、忘れ物ですよ」

　振り返ると、派手なピンク髪の女性が立っていた。

　彼女は見たことがない制服に身を包んでおり、腰にはクリーム色のカーディガンを巻いている。スカートはかなり短くて、真っ白いふとももに数秒目を奪われた。大人っぽい雰囲気なので、たぶん高校生だろう。

　どこからどう見てもギャルという見た目の女性は、右手に晴斗のスマホを握っていた。晴斗が座席に置き忘れたことに気づいて、一緒に電車を降りてくれたのだ。

「す、すみません……!!」

　心からの謝罪をしながら、ありがたくスマホを受け取った。

　晴斗が電車を降りてからドアが閉まるまで、ほとんど時間がなかったはずだ。つまりこのギャルっぽい女性は、追いかけることを瞬時に決断したのだろう。

　しかも晴斗より後に電車を降りたということは、ここはギャルっぽい女性が本来降りる駅ではなかったはずだ。もう電車は行ってしまったので、次の電車を待たねばならない──。

　瞬時にいろいろなことを察した晴斗は、スマホを受け取りながら平謝りすることになった。

「そんなに気にしなくていいよ。スマホを電車に忘れると大変だろうなーと思って、私が勝手にやったことなんだから」

　ギャルっぽい女性はそう言って、魅力的な笑みを浮かべた。

「本当にありがとうございました。お礼にそこの自販機でなにか奢おごらせてください。次の電車が来るまで５分以上ありますし」

「お礼なんていらないよ。たぶんあなたは年下だから、逆に申し訳ないし。困った時はお互いさまって言葉もあるんだから、気にしないで」

「でも、それじゃあ俺の気が済まないというか……」

　財布を出しながら食い下がると、ギャルっぽい女性は少しこっちに歩み寄って右手を伸ばし、優しく頭をなでてきた。

「殊勝な心がけだね。そんなに恩義を感じてくれたなら、あなたも今後、困ってる年下の子を見かけたら優しくしてあげて。『情けは人のためならず』って言葉があるように、それが回り回って私への恩返しになるかもしれないから」

　ギャルっぽい女性は明るく言い、ピンク色の髪を揺らした。

　その瞬間、晴はる斗とは天啓にうたれたような気がした。あまりの衝撃で、しばらく身動きが取れなかったくらいだ。

　──この女性は、なんてすごい発想をするんだろう。一方自分は、夏なつ姫きを傷つけたことを悔いるばかりで、まったく成長していない……。

「わかりました！　俺、今後困っている年下を見かけたら、１人残らず助けます！」

「うん、頑張ってね」

　ギャルっぽい女性は輝くような笑みを浮かべた後、ホームに入ってきた電車に乗り込んだ。

　電車が走り去るのを見届けてから、改めて決心した。夏姫を幻滅させてしまった過去は変えられない。だからこそ今から努力して、素晴らしい兄にならねばならないのだと。

　この日から晴斗は、困っている年下の子を見かけると冷静ではいられなくなり、なにがなんでも助けるようになった。

　自転車がパンクして困っている女の子を見かけたら、１キロ以上先にあるホームセンターまで自転車を担いで運び、修理を依頼した。

　真冬にジャージを忘れた後輩がいれば、すぐさまジャージを脱いで着させてやり、自分は薄着で体育の授業を受けた。

　晴斗の行動力は時折、常軌を逸する。しかもその親切心は年下にのみ発動する特殊なものなので、同級生からは気味悪がられることもある。

　だが本人は気にしていない。すべてはあの恩人との約束を守るため。そして夏姫にとっていい兄になるためだ。
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　時は流れ、夏なつ姫きが寮生活をはじめてから、約１年後。

　晴はる斗とは私立優ゆう愛あい学園の入学式に、胸に赤い花飾りをつけて出席していた。夏姫が通っている学校の高等部に入学すれば、少しは接点を増やせるだろうと考えたのである。

　この学校には中等部と高等部があり、どちらもずっと女子校だったのだが、今年度から高等部だけが共学になった。

　しかし共学になって最初の年だからか、新１年生の９割は女子だった。１クラス40人のうち、男子は４人しかいないのである。

　晴斗と同じクラスになった真ま城しろ雄ゆう大だいは教室を見回し、「圧倒的兵力差……男は３年間、肩身が狭い思いをしそうだな……」とつぶやいており、全面的に同意した。

　しかし、大いなる目的を持って入学した晴斗は、そんな些さ細さいなことは気にしない。

　すべては、夏姫と仲直りするためである。

　とはいえ、母親を通して優愛学園に入学することを伝えたのだが、夏姫の反応は「別に……」というこの上なく素っ気ないものだった。

　それに加えて中等部と高等部は校舎が別で、普通に学園生活を送っているだけでは、夏姫と廊下ですれ違う可能性すらない。

　和解への道は、果てしなく遠い……。

「まずはどうにかして、中等部にいる夏姫と接点を持たないと……。生徒会とか、委員会とかに入ればいいのかな……」

　入学式を終えた晴斗は、１人でそんなことをつぶやきながら昇降口を出た。本日のカリキュラムは入学式への出席と簡単な連絡事項だけだったので、午前中で学校が終わりになったのだ。

「──晴斗先輩っ!!」

　校門をくぐる直前、不意に誰かに呼びかけられた。

　声がした方に向き直ると、そこには見覚えのある女の子──天あま海み陽ひ奈なが立っており、大きく手を振っていた。

　華きや奢しやな肩まで届く長さの美しい金髪が、日光を反射してキラキラと輝いている。

「あれっ？　陽奈？」

「お久しぶりです！　お元気でしたか？」

　陽奈は真夏の太陽のように明るい笑みを浮かべながら駆け寄ってきた。

　陽奈は中学時代に通っていた塾で知り合った、２つ年下の女の子だ。今日は中等部の制服に身を包んでいる。

「そういえば、陽奈って優愛学園の中等部だったな」

「あーっ！　ヒドいです！　わたしの存在を忘れてたんですか!?」

「いや、忘れてたわけじゃないんだけどさ……」

「むーっ、信用できないです！　じゃあじゃあ、わたしが今、何年生かわかりますか？」

「も、もちろんじゃないか。えっと、今年度から２年生でしょ？」

　晴はる斗とが答えると、頬ほおをふくらませていた陽ひ奈なの顔がパッと晴れ渡った。

「正解です！　晴斗先輩、命拾いしましたね！」

「──えっ？　どういうこと？　不正解だったら俺はなにかされていたの？」

「そうですね。危うく晴斗先輩は、男に生まれたことを後悔するところでした」

「本当になにをされるところだったの!?」

「えへへ～、内緒です♪」

　陽奈は天使のような笑顔で、どす黒い秘密に蓋をした。

　少しだけ気になったが、あまり掘り下げないでおこう。

「ところで陽奈、なんでこんなところにいるんだ？」

「なんでって、晴斗先輩を待っていたに決まってるじゃないですか！　今日は高等部の入学式だから、晴斗先輩の晴れ姿を見ようと思って、会いにきたんですよ！」

　陽奈はそう言って、晴斗の頭からつま先までをじっくりと眺めた。

「うんうん。高等部の制服、似合ってますね」

「そ、そうか？　……ありがとう」

　陽奈は可愛かわいらしい女の子なので、真っ正面から褒められると照れる。

「──あっ、そうだ」

　中等部に通う陽奈なら、夏なつ姫きと接点を持つ方法について、なにか知恵を借りられるかもしれない。

「陽奈ってこの学園の学則には詳しいか？」

「もちろんじゃないですか！　わたしは晴斗先輩より１年長くこの学園に通ってるんですよ？」

　陽奈は自慢げに言って、薄い胸をはった。

「頼もしいな。それじゃあちょっと質問があるんだけど、俺が中等部の生徒に用がある時は、どうしたらいいのかな？　中等部の校舎に勝手に入っていいのか？」

「残念ですが高等部の生徒は、基本的に中等部の校舎には立ち入り禁止です。トラブル防止のためみたいですね。なので学園の外で待ち合わせをするしかないと思います」

「そ、そうなのか……」

「もちろん学則を破ったところで学園から追放されたりはしないんですが、教師や風紀委員に見つかると、小言を言われるかもしれません」

　先輩風を吹かせて説明していた陽奈は、そこで重大なことに気づいた。

「──もしかして晴斗先輩、放課後とかにわたしと会いたいって思ってくれていたりするんですか？」

「あー……」

　頭に浮かべていたのは夏なつ姫きのことなのだが、実妹から避けられているという事実は、なるべく伏せておきたい。

　それに、仲がいい後輩である陽ひ奈なに会いたいというのも、嘘うそではない。

「そうだな。せっかく同じ学校なんだし、陽奈とはちょくちょく会いたいかも」

「本当ですか!?　でしたら、いい方法がありますよ!!」

　瞬間湯沸かし器のようにテンション爆上げになった陽奈は、晴はる斗とのジャケットの裾を左手でギュッと握った。

「さぁ、わたしについてきてください！」

「えっ？　どこに行くんだ？」

　しかし陽奈は質問に答えず、どこかを目指して突き進んでいく。裾を掴つかまれているので拒否権はなく、後ろをついていくしかない。

　そのまま歩みを進めていくと、中等部の校舎と高等部の校舎の中間に建っている、４階建ての建物にたどり着いた。

　陽奈は流れるようにその建物のドアを開け、スリッパに履きかえて廊下を歩いていく。

「ちょっと待って陽奈。この建物ってなに？　勝手に入っていいの？」

「ここは中央棟です。中等部と高等部の生徒が合同で使う建物で、生徒会室や委員会室があるんですよ」

「へー、そうなのか」

　ということは、中等部の生徒会に所属している夏姫もここにいるのだろうか。

　そんなことを考えながら歩いていると、陽奈はとある部屋の入口で足を止めた。その部屋の壁には『姉妹紹介所・事務室』という張り紙がされている。

　陽奈は深呼吸した後、晴斗のジャケットを握っているのとは逆の手でノックし、ドアを開けた。

　そして、室内にいた長い茶髪の女子生徒に向かって、高らかに宣言する。

「失礼します！　姉あね崎ざきカレン先輩！　わたし、この人と疑ぎ似じ兄妹きようだいになりたいんですけど、どうにかならないでしょうか!?

　姉妹紹介所があって兄妹きようだい紹介所がないというのは男女差別だと思います！　高等部が共学化されたわけですし、兄妹紹介所を作るべきではないでしょうか！」

　陽奈は部屋に入るなり、必死の形相で訴えた。

「……ふふっ、ずいぶん情熱的な女の子ね」

　室内にいた高等部２年の姉崎カレンは、突然入ってきた陽奈を見て茶色い瞳を丸くした後、楽しそうに笑った。

　その笑顔は驚くほど魅力的で、晴斗は目を奪われる。

[image: ]

　同時に晴はる斗とは、謎の既視感を覚えた。初対面のはずのカレンを、前にどこかで見た気がするのだ。

　よく似た芸能人を見たことがある、という感覚なのだが……。

　そんな晴斗の疑問を知るよしもないカレンは、陽ひ奈なに問いかける。

「あなたは中等部の２年生？」

「はい！　天あま海み陽奈っていいます！　横にいるのは[image: ]おう坂さか晴斗先輩です！」

「陽奈ちゃんと晴斗くんね。覚えたわ」

　カレンは２人の顔を交互に見た後、こう切り出す。

「実はね陽奈ちゃん。私も今年度から、兄妹きようだい紹介所を作ってはどうかと考えているのよ」

「えっ!?　そうなんですか!?」

「うん。今は男女平等の時代だもの。……ただ、兄妹紹介所をやるとなると、年頃の男女を出会わせることになるわけでしょう？　どんな問題が起きるかわからないから、まずは試験運用をして、きっちり制度を作らないといけないのよ。だから実際に運用がはじまるまでには、まだまだ時間がかかると思うわ」

「具体的に、いつ頃から運用される予定なんでしょうか？」

「そうねぇ……早くて１年後かしら」

「そんなに待てません！　なんとか今週末くらいから運用開始できませんか!?」

「そんなことを言われても……」

　カレンは苦笑いした。

「実はまだ、誰に試験運用をしてもらうかすら決まっていない状態なのよ」

「そうなんですか……」

　台風のような勢いでここまでやってきた陽ひ奈なだったが、途端に元気を失ってしまった。

　しかし、陽奈はたった２秒で復活する。

「そうだっ!!　まだ誰がやるか決まっていないなら、わたしと晴はる斗と先輩が試験運用をするというのはどうでしょうか!?」

　この提案は苦し紛れの思いつきに見えて、双方にメリットのある話だった。

「なるほど……。試験運用を手伝ってもらえるなら、協力者を探す手間が省けて、こちらとしても助かるわ」

「ですよね！　我ながらグッドアイディア！」

「ただ、試験運用をお願いする前に、あなたたちが適任かどうかを見極める必要があるわ。私はあなたたちのことを、ほとんどなにも知らないからね」

「晴斗先輩はとっても優しい人なので、適任に決まってます！　それはもう、えげつないまでの適正を持っています！　わたしが保証しますから！」

「そういう抽象的な言い方をされても、判断に困るかなぁ……。なにか具体的なエピソードがあったりしない？」

「望むところです！　晴斗先輩がどう優しいか、具体例を挙げるとですね──」

　陽奈は意気揚々と、晴斗と知り合ったキッカケを話しはじめた。





　　　　♂　♀






　晴斗と陽奈の出会いは、去年の夏だった。正確には７月７日の午後７時ごろである。

　七夕の夜に知り合ったなんてロマンチックだ、と陽奈は常々思っている。

　その日、陽奈が個別指導の授業を終えて塾を出ると、霧雨が降っていた。とはいえ駅はすぐそこだし、雨脚は強くない。多少濡れても風邪は引かないだろう。そう高をくくって歩き出そうとした直後──。

「もしかして、傘持ってないの？」

　突然背後から呼びかけられた。

　振り返ってみると、そこには見知らぬ中学の制服に身を包んだ男子が立っていた。雰囲気的に、たぶん年上だろう。

「はい。でも駅まで５分くらいなんで、なんとかなると思います」

　警戒しながら返事をした次の瞬間、なぜか中学校の学生証を提示された。

「俺、[image: ]おう坂さか晴はる斗とっていうんだけど、もしよかったら、駅まで傘に入っていかない？　濡れて風邪を引いたら大変だし。いや、もちろん、見ず知らずの男の傘に入りたくないっていうなら、強制はしないけど……」

　晴斗は緊張した面持ちで、一気にまくし立てた。

　一瞬遅れて、この人は警戒を解くために身分証を提示してきたのだと気づき、思わず笑ってしまった。晴斗の一挙手一投足から善意の気持ちが感じ取れたのだ。

「……ご迷惑じゃないんですか？」

「ぜんぜん迷惑じゃないよ。俺の傘は無駄に大きいから、もしよかったら一緒に活用してほしい」

「……じゃあ、お言葉に甘えて……」

　普通だったら、見ず知らずの人と相合い傘をするなんて考えられなくて、辞退していたところだろう。でもなんとなく、この人は大丈夫だろうと、陽ひ奈なの直感が言っていた。相合い傘を提案してきた時に、晴斗が緊張していたのが大きかったかもしれない。

　こうして２人は、知り合って１分で相合い傘をすることになった。

　一緒に歩いている間、晴斗は気をつかってたくさん話しかけてくれた。２人は同じ塾に通っているので共通の話題があり、塾長や講師たちの噂うわさ話ばなしで盛り上がった。

　また、その日は七夕だったので、短冊になにか願いごとを書いたかという話もした。

　やがて駅についたので、陽奈はあらためてお礼を言い、それから質問した。

「先輩の電車は何番線ですか？」

「……あー、いやー……」

　さっきまで饒じよう舌ぜつに話していた晴斗は、急に口ごもった。

　その姿を見た陽奈は、恐ろしい事実に思いいたった。

「──もしかして先輩、本当は駅に来る必要がなかったんですか？」

「いや、そういうわけでもないんだよ。ほら、時々ものすごく地元の駅が見たくなることってあるじゃん？」

「ないです」

　陽奈は言い切った。そんな特殊な趣味が存在するわけがない。

「先輩は家に帰るのに電車に乗る必要はない、ってことなんですよね？」

「たしかに、俺の家は塾まで歩いて通える距離にあるっていう説もあるらしい」

「家の方向はこっちなんですか？」

「地球は丸いから、どの方向に歩いてもいつかはたどりつけるはずだよね」

「そういうごまかし方をするってことは、先輩のお家うちは駅とは違う方向にあるってことですよね？」

　なぜか尋問するような口調で問いかけると、晴斗はばつが悪そうにうなずいた。

　思い返してみると、相合い傘を提案された時、晴はる斗とも電車に乗る必要があるとは一言も言っていなかった。

　つまり晴斗は、陽ひ奈なが雨に濡れないようにするため、わざわざ遠回りをしたのだ。しかも気を遣わせないように、まるで自分も駅に用事がある振りをしていた。さらに、そのことを明かさずに立ち去ろうとしていたのだ。

　その瞬間、陽奈は心の中で叫んだ。

　──そんなことされたら、惚ほれるに決まってるでしょ!!

　この日以来、陽奈は毎週火曜日の午後５時半から始まる塾が楽しみになった。授業の前と後に晴斗と会って話せるからである。

　晴斗はいつも優しくて穏やかで、一緒にいると心の底から癒やされた。

　陽奈の誕生日である９月１日には、ピンク色のシャープペンシルをプレゼントしてもらった。

　晴斗はピンクが似合う女の子が好きなのかもしれないと推測した陽奈は、この日以降、少しずつピンクの持ち物を増やしていった。現在ピンク色のヘアピンをつけているのは、そういう理由である。

　２人が知り合って３ヶ月ほどが経たったある日。陽奈は思いきって晴斗に「なんであの日、遠回りをしてまでわたしと相合い傘をしてくれたんですか？」と質問してみた。

　すると晴斗は遠い目をしながら、理由を話してくれた。

「実は俺、今年の４月に見ず知らずのギャルっぽい女性に助けられたんだよね。それでお礼をしようとしたら、その人から『君も今後、困ってる年下の子を見かけたら優しくしてあげて』って言われてさ」

「そ、そうだったんですか……。つまり晴斗先輩は、その恩人のギャルさんとの約束を守るために、わたしを助けてくれたんですね？」

「そういうことだな」

「…………」

　陽奈は思わず黙り込んでしまった。正直、「君が可愛かわいかったからだよ」という類いの返事を期待していたので、ショックだった。

　この話を聞いたせいで、陽奈は告白する勇気が出なくなってしまった。陽奈の女の勘が、晴斗はその恩人のギャルに恋をしていると告げていたのだ。

　そして時は流れ、晴斗は優ゆう愛あい学園の入学試験に受かり、塾に来なくなってしまった。

　陽奈は当時スマホを持っていなかったので連絡先を交換できなかったのだが、同じ学校の中等部と高等部だし、今生の別れにはならないだろうと高をくくっていた。

　その結果、晴斗が塾を辞めてから入学式までの２ヶ月間は、地獄のように長かった。

　毎晩のように晴斗の夢を見たし、偶然会えることを期待して駅に張りこんだりもした。しかし現実の晴はる斗との姿を見ることはできず、もらったシャープペンシルを毎日眺め、ため息ばかりついていた。

　そして、ようやく迎えた４月。

　もうあんな苦しい思いはしたくない。今後はできるかぎり晴斗に会いたい。できれば毎日。

　しかし、告白したところで成功するかはわからないし、中等部と高等部は校舎が違うから、フラれたら二度と会えなくなってしまう。

　そんな時、この学園にある姉妹紹介所というシステムのことを思い出した。今年から共学になったわけだし、兄妹きようだい紹介所もできるかもしれない。

　こうして陽ひ奈なは入学式の日、校門付近で晴斗を待ち伏せした後、一緒に中央棟に向かうことになったわけである。
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「──というわけで、晴斗先輩は見ず知らずのわたしが濡れないように、駅まで送り届けてくれたんです！」

　陽奈は満面の笑みで、晴斗との出会いのエピソードを語り終えた。もちろん、晴斗に対する恋心は隠した上で。

　一方、陽奈の思い出話を聞いたカレンは、神妙そうな顔で何度もうなずいた。

「なるほどね。陽奈ちゃんの話を聞くかぎり、晴斗くんの人柄に問題はなさそうだわ。それじゃあ試しに、試験運用をやってみる？」

「ありがとうございます！」

　すごい。当事者の１人であるはずの晴斗を置き去りにして、どんどん話がまとまっていく。

「あの、ちょっと待ってください。試験運用なんていう大事なことを、俺たちに任せちゃっていいんですか？」

「大丈夫よ。そんなに難しく考える必要はないわ」

　カレンはあっけらかんと続ける。

「そもそも兄妹紹介所は、学園非公式の組織なの。だから仮に問題が起きたとしても、私たちが誰かに責められることはないわ」

「でも、新入生の中には、俺よりも適任者がいるかもしれないですし……」

「大丈夫です！　わたしたち以上の適任者なんて、いるわけがないです！」

　早く話をまとめてしまいたい陽奈は、両手をギュッと握って勇気づける。

「晴斗先輩だったら、お兄ちゃんランクＳになることだって可能なはずです！」

「……お兄ちゃんランク？　なんだそれ？」

「私たちが運営している姉妹紹介所には、お姉ちゃんランクというものがあるのよ。疑ぎ似じ妹いもうとにいい影響を与えると、その功績を認められて、ランクが上がっていくの。逆に悪影響を与えるとランクが下がってしまうわ。

　兄妹きようだい紹介所を作るなら、お姉ちゃんランクの男性版、つまりお兄ちゃんランクを導入することになるでしょうね」

「お兄ちゃんランク……。もし俺が疑ぎ似じ兄あにになって、そのお兄ちゃんランクがＳになったら、兄として優秀だとお墨つきをもらえるってことですか？」

「そういう認識で問題ないと思うよ」

「なるほど……」

　夏なつ姫きに避けられるようになって以降、晴はる斗とは妹とうまく付き合う自信を失っている。そんな自分を、兄として優秀かどうか客観的に評価してもらえるというのは、魅力的な話だった。

　今の自分は、お兄ちゃんランクＳという称号を目指すべきではないだろうか？　たとえ今すぐは無理でも、努力を重ねて有能な兄になれば、いつかは夏姫に認めてもらえるかもしれない……。

「わかりました。兄妹紹介所の試験運用、ぜひやらせてください」

　この瞬間、強く決意した。夏姫の信頼を取り戻すために、必ずお兄ちゃんランクＳになるのだと。

　こうして晴斗と陽ひ奈なは試験運用のため、この時から疑似兄妹になったのだった。
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　話がまとまったところで、まずはカレンが２人に、お兄ちゃんランクに関する説明をする。

「お兄ちゃんランクを上げるには、『お兄ちゃんポイント』を貯ためる必要があるの。お兄ちゃんポイントは『妹と一緒に遊ぶ』とか『妹に勉強を教える』っていう活動を行って、報告書を提出するとたまるのよ。

　お兄ちゃんポイントが一定以上になると、ランクアップがかかった『お兄ちゃん試験』を受けられるようになるわ。

　ただし、疑似妹から苦情があると、お兄ちゃんポイントは減少するの。

　あと、紹介所の許可なく疑似妹と旅行をしたり、どこかに泊まったりするのは禁止ね。違反したら晴斗くんは『お兄ちゃんランクＺ』になって、二度と疑似兄としての活動ができなくなるよ」

「なるほど、旅行と宿泊が禁止なんですね。ちなみに、俺のランクはいくつからはじまるんですか？」

「Ｅからスタートよ。ランクはＥ→Ｄ→Ｃ→Ｂ→Ａ→Ｓの順に上がっていくわ。

　それから、お兄ちゃんランクが上がると、それに応じた特典を受けることができるようにする予定なの。具体的には『疑ぎ似じ妹いもうとと一緒に旅行することが許可される』みたいな感じね」

　この説明を聞いて、陽ひ奈なの目が輝いた。もし晴はる斗とと一緒に旅行できるなら、行き先がどこだろうと最高である。さらにそれが泊まりがけだったら、きっと幸せすぎて心臓が止まる。

　だが、晴斗は真面目な顔つきで質問する。

「いくら疑ぎ似じ兄妹きようだいといっても、一般的な価値観として、一緒に旅行するのは問題があるのではないでしょうか？　俺たちは未成年の男女なわけですし」

　陽奈は絶望的な表情になった。

　しかしカレンは、やわらかな口調で説明を続ける。

「もちろん私たちも、旅行先でなんらかの問題が起こる事態は危惧しているよ。でも、お兄ちゃん試験を受けてランクアップしたのなら、私たちが人格的に問題ないと判断したということじゃない？　だから、できることなら信用したいの。

　それに、ここでそういう意見を言えるってことは、晴斗くんは信頼に足る人物だと思うわ。お兄ちゃんランクの特典をどうするべきかは今回の試験運用で見極めたいから、協力してくれると嬉うれしいな」

「……わかりました」

　趣旨を理解した晴斗は重々しくうなずき、陽奈は内心で狂喜乱舞した。

　カレンはそんな２人に最終確認をする。

「それじゃあ、さっそく今日から晴斗くんの妹になりたい子を中等部で募集して、陽奈ちゃんの他にも何人か疑似妹を作ってもらうことになるけど、問題ないよね？」

「──ええっ!?　疑似妹を募集するんですか!?」

　陽奈は驚きのあまり悲鳴を上げた。

　一方、カレンは平然と答える。

「それはそうでしょう？　もともと知り合いだったあなたたち２人だけでは、試験運用としてデータが足りないもの。兄妹きようだい紹介所は本来、見知らぬ２人を出会わせて疑似兄妹にする場所なんだから」

「うぐっ……」

　陽奈にとって予定外の事態だった。

　もっとも、カレンの主張は筋が通っているので、反論できない。下へ手たになにか言って、試験運用を断られても困る。

「わ、わかりました。晴はる斗と先輩が疑ぎ似じ妹いもうとを増やすことを受け入れます」

　陽ひ奈なは早くもここに来たことを後悔しながら、ゆっくりとうなずいた。

　しかし、陽奈の悪夢は終わらない。

「それから、疑ぎ似じ兄妹きようだいは恋愛禁止だけど、問題ないわよね？」

「ええええっ!?　恋愛禁止なんですか!?」

「疑似とはいえ兄妹きようだいなんだから、当然でしょう？　兄妹紹介所を作る目的は、異年齢交流を促進することなの。異性との出会いの場として使われては困るから、恋愛禁止というルールは必要だと思うわ」

「うぐぐぐっ……」

　またしても陽奈はうめき声を上げた。

　だがやっぱりカレンの言うことは正論なので、ぐうの音も出ない。

　姉妹紹介所には恋愛禁止なんてルールはなかったから、考えてもみなかった。まさかこんなことになるなんて……。

　とはいえ、晴斗が真横にいる状況で、恋愛禁止を拒否できるわけがない。そんなことをしたら、恋愛対象として見ていることがモロバレになってしまう。

「……わ、わかりました。問題ないです……」

　陽奈は半泣きになりながら、今にも消え入りそうな声で肯定した。

　しかし、不屈の精神を持つ陽奈は、すぐに気持ちを切り替える。

　──まぁ、恋愛禁止っていうのは建前だし、そこまで気にしなくていいでしょ。学園非公式の組織だから、破ったところで成績に影響はないだろうし。今はまず、どうやったら先輩を惚ほれさせることができるか、しっかり考えなくちゃ！

　もしかすると、募集してくる妹希望者の中に強敵がいるかもしれないから、なるべく早く籠絡しておきたい。そのためには、臆病な自分とはサヨナラしないと！　今日から女としての魅力をアピールしまくって、必ず惚れさせてみせるんだから！

　などと陽奈が密ひそかに決意を固めた横で、カレンがゆっくりと立ち上がり、廊下に出ていった。

「それじゃあ、姉妹紹介所が使っている談話室の１つを、今日から兄妹紹介所のものにするわね。２人とも、ついてきて」

　喋しやべりながら歩くカレンの後を追っていくと、２階にある白を基調とした10畳ほどの洋室に案内された。

　室内には茶色い革張りのソファと長方形のガラステーブル、大きめの液晶テレビなどが揃そろっている。さらに部屋の奥にはシステムキッチンがあり、電子レンジや電気ケトルなどの家電が置いてあった。

「なんというか……至れり尽くせりですね。普通に住めそうです」

　晴はる斗とは思わず感嘆の声を漏らした。カレンは得意げに豊満な胸をはる。

「疑ぎ似じ姉し妹まいが本物の姉妹として過ごせるよう、豪華なリビングをイメージして設計した部屋だからね。もっとも、19時には閉めるから、泊まることはできないわよ？」

「こんなにいい部屋を、本当に俺たちが使っていいんですか？」

「もちろん。たった今から、この部屋はあなたたちのものよ。ただし、なにか問題を起こしたら即刻試験運用を終了して、この部屋の使用権を取り上げるけどね？」

「大丈夫です！　晴斗先輩が問題なんか起こすわけないじゃないですか！」

　今すぐにでも恋愛禁止という規則を破ろうとしている陽ひ奈なが、力強く宣言した。

「私もそうだと信じているから、あなたたちに試験運用を頼んだのよ。

　それじゃあ、手続きに必要な書類を用意してくるから、しばらくこの部屋で待っていてくれる？　15分くらいで戻ってくると思うから」

　カレンはそう言って、談話室から出ていった。

　残された晴斗と陽奈は、無言で見つめ合う。

　リビングを模した部屋で２人きりという状況は、名状しがたい照れくささがあった。

　これまで陽奈とは、塾で授業の前後に少し話す程度の関係だった。一緒に帰ることはあっても、どこかに遊びにいったことはない。

　つまり、密室で２人きりになるのはこれが初めてなのだ。

　この状況に、陽奈の期待は否が応にも高まる。

　なんて素敵なシチュエーション！　ここで襲わせたらこっちの勝ちだよね！　先輩は真面目まじめだから、ちゃんと責任を取ってくれるはずだし！

　けど、どうやって欲情させればいいのかな……？　とりあえず、こっそりスカートを短くするとして……。

　あーでも、いきなりグイグイ行ったら、軽い女だと思われちゃうよね？　まずは雑談をして、なごやかな雰囲気にしないと……。

「そういえば、わたしたちの呼び方ってどうしましょうか？」

「ん？　呼び方？」

「はい。わたしたちって今日から疑ぎ似じ兄妹きようだいなわけじゃないですか？　形から入るのも大事ですし、呼び方を変えてみようかと思いまして」

「たしかに、陽奈は俺のことを『晴斗先輩』って呼んでるけど、兄のことを先輩って呼ぶ妹はいないな」

「でしょでしょ？　でも、単純に『お兄ちゃん』って呼ぶのも芸がない気がするんですよねー」

「芸が必要なのか？」

「わたしはオリジナリティを追求したいんです！　わたしと晴はる斗と先輩だけの、特別な呼び方を考えたいというか……」

　陽ひ奈なは人差し指を唇に当て、可愛かわいらしく思案する。

「そうだ！　『お兄ちゃん先輩』っていうのはどうでしょうか！　疑ぎ似じ妹いもうとであり後輩でもあるというわたしの立場を正確に表せている気がします！」

「お兄ちゃん先輩か……。いいんじゃないか？」

「えへへ。それじゃあ今日からよろしくお願いしますね、お兄ちゃん先輩♪」

　陽奈は小首をかしげて金髪を揺らし、魅力的な笑顔で呼びかけてきた。

　正直、かなりグッときた。

　──と、そこでふと、晴斗はある違和感に気づいた。

「あれっ？　陽奈のスカートって、そんなに短かったっけ？」

　この指摘を受け、陽奈は動揺しまくる。

「ななななな、なんのことですか!?」

「いや、さっきまではもっと長かった気がしてさ」

「そ、そんなわけないじゃないですか!!　お兄ちゃん先輩の勘違いです!!　わたしは生まれた時からこのスカートの長さでやらせてもらってますよ!!」

　まさか誘惑するために短くしたとは言えず、陽奈は全力でごまかした。

「そ、そうか。じゃあ俺の勘違いだな。変なことを聞いて悪かった」

「本当ですよ!!　もう二度とスカートの長さについて言及しないでください!!」

「……なんかメチャクチャ怒られた……」

　理不尽すぎる仕打ちを受け、打ちひしがれる。

「ただ、疑ぎ似じ兄あにとしてこれだけは言わせてくれ。そのスカート丈は、さすがに短すぎると思う」

「だ、大丈夫です！　わたし、今日はいているのは見せパンなので！」

「──見せパン？　見せてもいいパンツってこと？」

「はい！」

　陽奈は全力で胸を張った。

　もっとも、ここで言う『見せてもいいパンツ』とは、『晴斗になら見せてもいいパンツ』という意味であって、その他の有象無象の男どもには死んでも見せたくない。

　実は今日はいている下着は、晴斗と再会する時のために用意しておいた勝負下着なのである。

　晴斗に喜んでもらうため、なるべく可愛い下着を求めて、ランジェリーショップを何軒も巡ったのだ。

　なので正直、かなり自信がある。

「な、なんなら、ちょっと見てみますか!?」

　陽ひ奈なは勢いにまかせ、そんな提案をした。

「い、いや、見せパンっていうのがどういうものか具体的にはわからないけど、俺が見るわけにはいかないだろ」

「なんでですか。どういうものかわからないなら、むしろわたしのを見て学んでくださいよ」

「どんな提案だよ。そんなに体を張って俺に見せパンを学習させる必要はないだろ」

「いえ、本当に遠慮しないでください。──わたし、相手がお兄ちゃん先輩だったら、いくらパンツを見られても平気ですから！」

　陽奈はかなり勇気を出して、高らかに宣言した。

　陽奈としては、これはもう愛の告白と受け取られても仕方ないレベルの発言だと思っている。

　しかし晴はる斗とは、この発言を真逆の意味で受け取った。

　……いくら見せパンとはいえ、見られても平気ってことは、陽奈からは男として認識されてないんだな……。

　陽奈の誘惑の仕方が独特すぎたせいで真意が伝わらず、ちょっと寂しくなった晴斗だった。

　その後も雑談を交わしていると、カレンが必要書類を持って部屋に戻ってきた。

　契約書のようなものに名前と連絡先を記入した後、今日はもう解散することになった。時刻は12時を回っており、晴斗の母親が家で昼食を用意して待っているからだ。

　陽奈はもっと一緒にいたかったが、無理に引き留めて晴斗の母親に悪い印象を与えることを恐れた。

　晴斗とは明日も会えるはずだから、焦ることはない。

「それじゃあお兄ちゃん先輩。また明日、放課後に中央棟で会えるのを楽しみにしています」

「ああ。また明日な」

　桜の花びらが降り注ぐ中、晴斗と陽奈は校門のところで別れた。

　だが陽奈は数歩進んだところで振り返り、晴斗の後ろ姿をスマホのカメラでこっそり撮影した。

「……はぁ。お兄ちゃん先輩、後ろ姿もカッコイイなぁ……。後ろから抱きつきたくなっちゃうよ……。どちらかというと後ろから抱きしめられたいけど……。それでそのまま小声で愛の言葉をささやかれたり、耳を優しく噛まれたりしたい……」

　にやけ顔の陽奈は桃色の妄想をはじめ、しばらくその場に立ちつくした。

　その後、さっきの写真がスマホの待ち受けに設定されたことは、言うまでもない。
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　晴はる斗とが陽ひ奈なと別れたのと、ほぼ同時刻。夏なつ姫きは女子寮の自室で１人、ベッドに突っ伏していた。

「……お兄ちゃんに中等部の知り合いがいた……しかもメチャクチャ可愛かわいい子だった……つらい……」

　実は夏姫は晴斗の制服姿を一目見るため、陽奈と同じように校門付近の茂みで待ち伏せしていたのだ。

　そして晴斗と陽奈が親しげに話すところを目撃して、ショックを受けたわけである。

「ああ……世界なんか滅べばいいのに……」

　ベッドの上で半回転し、白い天井を見上げながら、物騒なことをつぶやいた。もうなにもする気力がわかない。

「はぁ……太陽が爆発しないかな……」

　そんな都合がいいことが起こるわけないと知りながらも、ベッドに寝転がったままスマホでニュースを眺める。

　しかし太陽系は今日も平和だったので、ふて寝することにした。

　ベッドの中で目を閉じてから１時間くらい悶々としていたのだが、やがて眠りの世界に足を踏み入れた夏姫は、脱衣所で晴斗と遭遇した日の夢を見始めた。
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　あの日、シャワーを浴び終えて脱衣所に移動した夏姫は、体を拭くためにバスタオルを手に取ったところで、晴斗の足音が近づいてくることに気がついた。

　咄嗟に廊下側のドアに視線を送り、鍵がかかっていないことを確認する。

　夏姫は毎朝登校前にシャワーを浴びるのを日課にしているのだが、自分の着替え中に晴斗が間違えて入ってこられるように、あえてドアの鍵をかけていないのだ。

　生まれたままの姿の夏姫は、鏡に映る自分の裸体を見て桃色の吐息を漏らした後、覚悟を決めた。

　晴斗に真正面から見てもらえるよう、廊下の方に体を向ける。

　──お兄ちゃんがドアを開けたら、わざと鍵をかけてなかったことがバレないよう、驚いてる演技をしなきゃ。自然な悲鳴を出せるかな……。

　直後、夏姫が全裸で待ちかまえているとは夢にも思っていない晴斗が、脱衣所のドアを開けた。














　晴はる斗とが脱衣所から出ていった後、夏なつ姫きは物思いにふける。

　……とりあえず、計画は成功したはず。女優顔負けの演技をしたから、わざと鍵をかけなかったことはバレてないと思うし。

　でもお兄ちゃん、すぐに出て行っちゃった。せっかくこのおっぱい、お兄ちゃんを誘惑できそうなくらい大きく育ったのに。我ながら色も形も完璧だと思うんだけどな……。

　──そうだ。今度はこっちからお兄ちゃんがお風呂に入ってるところに乱入しちゃおうかな。裸で入っていったら、お兄ちゃんのおちんちん、大きくなってくれるかな……？

　それで体を洗いっこすることになって、お互いの体に触っている間に欲情して、どちらからともなく唇を寄せていって……。

　こんな調子で実兄との情事を妄想していた夏姫だったが、唐突に我に返った。

　──ダメ！　ダメだよ！　お兄ちゃんはお兄ちゃんなんだから、体を重ねたら近親相そう姦かんになっちゃう！

　でも最近、お兄ちゃんに対する女としての欲求を抑えられなくなってきてるんだよね……。昨日も洗濯機に入ってたお兄ちゃんのＴシャツをこっそり取り出して、顔をうずめちゃったし……。

　あとこの前、お兄ちゃんがお風呂に入るタイミングを見計らって、脱衣所に隠しカメラを仕掛けそうになったし……。

　──ああもう！　お兄ちゃんがお兄ちゃんじゃなければよかったのに！

　この時を境に、夏姫は晴斗と距離を置くことを決めた。話しかけられても「別に……」としか返さないルールもこの時に決まったものだ。

　そして夏姫が素っ気ない態度を取るたび、晴斗はわかりやすく傷ついた。そんな兄の姿を見るたび、夏姫は心の中で叫んでいる。

　違うんだよお兄ちゃん！　本当はお兄ちゃんともっといっぱいお話したいんだよ！　おはようからおやすみまで、ずっとベッドの中でイチャイチャできたらどんなに幸せなことか！　だけど今以上にお兄ちゃんのことが好きになったら、もうなにをしでかすかわからないの！　自分で自分が怖い！

　……でも、素っ気ない態度を取るせいでお兄ちゃんが傷ついてくれるのは、ちょっと嬉うれしいかも。だって、それだけ大切に思ってくれてるってことだもんね♪

　こうして夏姫が自分の欲求を殺しはじめてから、２週間がたった頃。夏姫は禁断症状にうなされるようになった。

　お兄ちゃん成分が足りない……。お兄ちゃんとお話したい……。お兄ちゃんの腕に絡まりたい……。お兄ちゃんに抱っこしてほしい……。

　でも、ここで元どおりの関係に戻っちゃダメだ。いつかはお兄ちゃんから卒業しなきゃいけないんだから、なるべく依存しないようにしないと……!!

　夏なつ姫きは死ぬほど悩んだ挙げ句、自分の中にいる欲望のモンスターを抑えこむため、最後の手段に出ることを決めた。

　家を出て、寮生活を始めることにしたのだ。

　夏姫は後ろ髪を引かれながらも中等部の女子寮へと旅立っていった。ちなみにこの時、カバンには晴はる斗との洗濯前のパンツが入っていた。

　実兄との別れはつらいが、餞せん別べつとして盗んだこのパンツがあれば、孤独で寂しい夜も心を温めてくれるはずである。

　つまり晴斗は、嫌われているのではなく、むしろ好かれすぎているせいで距離を取られたのだった。

　晴斗が優ゆう愛あい学園の高等部に入学したという連絡が来た時も、夏姫は平静を装って素っ気ない返答をしたものの、電話を切ってから３日間ぶっ通しで１人祝賀パーティーを開催した。

　さらに入学式の今日、晴斗の制服姿をこっそり拝むために待ち伏せを決行した。その結果、晴斗と陽ひ奈なが親しげに話すところを目撃してしまったわけだが……。

　夏姫は晴斗といけない関係になるのを防ぐため、実家を離れるという苦渋の決断をした。当然、いつかは兄にも恋人ができるのだろうという覚悟はしていた。

　けれど、実際に女の子とイチャイチャしているところを目の当たりにすると、ショックが大きかったのだ……。





　　　　♂　♀　♀






　５時間に及ぶふて寝を終えた夏姫は、起きてすぐニュースサイトを見て、太陽に異変がないことを知って絶望した。

　現在時刻は17時20分。まだ昼食を食べていないが、食欲などあるわけがない。今日はもう、ベッドから出ないことにしよう。

　そう決めた後、スマホで何なに気げなく学校の掲示板を見はじめ、あり得ないトピックを発見して愕がく然ぜんとした。

「──お兄ちゃんが、疑ぎ似じ妹いもうとを募集!?」

　そこには兄妹きようだい紹介所の試験運用についてと、晴斗の疑似妹になりたい中等部の女子を募集するという内容が書かれていた。

　自分の目が信じられなかった。

　たしかに、いつか兄に恋人ができるのだろうという覚悟はしていた。

　でもまさか、新たな妹を募集するなんて……!!

「あり得ない……お兄ちゃんの妹はあたしだけなのに……!!」

　いてもたってもいられなくなった夏なつ姫きは、すぐさま実家を目指して走り出した。

　漆黒の髪を靡なびかせ、風を切って疾走するその姿は、まるで暗殺目標を狙って発射された１発の弾丸のようだった。

「──お兄ちゃん!!　どこ!!」

　夏姫は実家の玄関ドアを開けると同時に怒鳴り声を上げた。後で聞いた話によると、家にいた母親にはそれが獣の唸うなり声ごえに聞こえたそうで、危うく警察に通報するところだったらしい。

　一方、２階の自室にいた晴はる斗とはちゃんと夏姫の声だと認識し、玄関に向かおうとした。

　だが夏姫はそれより早く階段を上がっていき、勢いよく晴斗の部屋のドアを開けた。

　部屋に侵入してきた夏姫は、般はん若にやのように恐ろしい顔つきだった。

「──お兄ちゃん、そこに正座」

　目が合った刹那、有無を言わさぬ口調で命令された。逆らう勇気はないので、迅速に従う。

　夏姫は腕組みして仁王立ちし、兄を見下ろしながらこう質問する。

「お兄ちゃん、兄妹きようだい紹介所って知ってる？　なんかさ、お兄ちゃんと同姓同名の人が、疑ぎ似じ妹いもうとっていうのを募集してたんだよね。おかしいよねぇ、お兄ちゃんにはすでにあたしという妹がいるのに」
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　夏なつ姫きの瞳からは生気を感じられず、この世のものとは思えぬほど恐ろしかった。

「ち、違うんだ夏姫。これには事情があって──」

「お兄ちゃんって、年下が好きだったんだ？　でもさ、いくら女子中学生が好きだからって、妹を増やすのはどうかと思うなぁ」

「だいぶ変な方向に誤解されてる……」

　晴はる斗とは平謝りした後、兄妹きようだい紹介所の試験運用を引き受けることになった経緯を簡単に説明した。

　夏姫は陽ひ奈なの名前を聞く度に不快感を覚えたものの、事情説明を聞いたことでだいぶ落ち着きを取り戻し、晴斗の正面に腰を下ろした。

「その試験運用って、どのくらいの期間やるの？」

「あー、それは聞かなかったな。でも俺、せっかくだからお兄ちゃんランクＳを目指そうと思うんだ」

「なにそれ。そんなのになることに、なんの意味があるの？」

　虫の居所が悪い夏姫は、あえて刺とげ々とげしい口調で聞いた。

　一方、晴斗は夏姫の目をまっすぐに見すえ、曇りのない瞳で答える。

「俺が兄として優秀なんだと、誰かからお墨付きをもらいたいんだ。そうしたら、夏姫に少しは認めてもらえるかもしれないと思ってさ」

「──へっ？　あたしに？」

「ああ。……夏姫。もし俺がお兄ちゃんランクＳになったら、一緒に住まないか？」

「ふぇっ!?」

　予期せぬ申し出をされ、夏姫の頭は沸騰した。

「お、お兄ちゃん、それってどういう……」

「そのままの意味だ。俺がちゃんとした人間だと証明できたら、一緒に住んでほしい。もちろん、夏姫が俺を受け入れがたいのはわかっている。でも、俺は本気なんだ」

「えええええーっ!?」

　夏姫は思わず悲鳴を上げた。

　もちろん晴斗は、自分が男として人畜無害だとわかったら、実家に戻ってきて家族４人で住もうという意味で提案している。

　しかし夏姫は、まさか自分が『晴斗を男として警戒している』と誤解されているとは、夢にも思っていない。

　なので今の晴斗のセリフが夏姫には「俺が頼りがいがある人間だと証明できたら、法律なんか無視して２人で暮らそう。もちろん、兄妹で恋愛することに抵抗があるのはわかっている。でも、俺は本気なんだ」と聞こえたのだ。

　もはや病気である。

「……まさかお兄ちゃんが、そんなことを考えてくれていたなんて……」

　夏なつ姫きは顔を真っ赤にし、目を逸そらした。

　もちろん夏姫は、晴はる斗とが望むのであれば、今すぐ身も心も捧ささげる所存である。しかし晴斗は、「俺がお兄ちゃんランクＳになったら」という条件を出した。

　なぜランクＳになる必要があるのかはわからないが、きっと大事なことなのだろう。たぶん男の人は、そういうタイミングを大事にしたがる生き物なのだ。先月まで観みていた恋愛ドラマでも、主人公がヒロインに「俺がこの大会で優勝したら結婚しよう」ってプロポーズするシーンがあったし……。

「わ、わかったよお兄ちゃん。お兄ちゃんがランクＳになったら、あたし、一緒に住む」

「本当か！　よかった……！」

　晴斗は実妹に大いなる誤解を与えてしまったとは露知らず、約１年ぶりに夏姫とまともに会話できたことと合わせて、喜びを爆発させたのだった。
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　夏なつ姫きと久しぶりに会話した翌日から、晴はる斗とは本気でお兄ちゃんランクＳを目指すことになった。

　まずはお兄ちゃんポイントをコツコツ稼ぐことになる。

　放課後になってすぐ、上靴に履きかえて中央棟の２階に上がると、昨日陽ひ奈なと一緒に使った部屋のドアに『兄妹きようだい紹介所・第１談話室』という張り紙がしてあった。

「お兄ちゃん先輩！　お待ちしてました！」

　部屋に入るなり陽奈がソファから立ち上がり、温かい笑顔で出迎えてくれた。

「さっそくお茶をいれますね！」

　陽奈は小走りでシステムキッチンのところに行き、あらかじめ電気ケトルで沸かしておいたお湯を、玉露が入った急須に注いだ。

「悪いな。なにか手伝うことはあるか？」

「大丈夫です。お兄ちゃん先輩はソファでくつろいでいてください」

　お言葉に甘えて、ソファに直行させてもらうことにした。目の前にある長方形のガラステーブルの上には、うぐいす餅や桜餅などの和菓子が用意済みである。

　今日の陽奈は相当に気合いが入っており、抜かりはない。女子力の高さを見せつけ、全力でアピールする作戦なのだ。

「ところで、今日はなにをして遊びましょうか？」

「それなんだけどさ、俺たちがこの部屋でなにをしたかって、カレンさんに報告する必要があるんだよな？」

「はい、そういうことでしたね。報告書は偽装してもバレないと思いますけど」

「いや、なんで偽装なんていう発想が出てくるの？」

「そ、それは……。今からこの部屋で報告できないことが起こるかもしれないので……」

　陽奈は桃色の妄想をしながら、顔を赤らめた。

「──報告できないこと？」

「い、いえ、なんでもないです」

　陽奈はごまかすように両手をブンブン振ってから、湯飲みにお茶を注ぎはじめた。

「まぁいいや。そんなわけで今日から、お兄ちゃんポイントがたまる行動をしていこうと思うんだ」

「あっ、それはいいことですね！　すごくいいと思います！」

　一刻も早く晴斗と旅行したい陽奈は、すばやく２回肯定した。

「それで、具体的にはどんなことをするんですか？」

「カレンさんは昨日、お兄ちゃんポイントがたまる行動として、『妹と一緒に遊ぶ』とか『妹に勉強を教える』って言ってたんだよな」

「なんとなくですが、勉強を教えた方がたくさんポイントがたまりそうですよね」

　テーブルに２人分の湯飲みを置いた陽ひ奈なは、晴はる斗との真横に腰を下ろし、話を続ける。

「紹介所の存在理由の１つは、年上が年下をいい方向に導くことですし」

「お茶ありがとう。──それじゃあ今日は、試しに陽奈に勉強を教えてみるか。って言っても、俺が教えられるかはわからないけど……」

「なに言ってるんですか！　高等部の入学試験に受かったわけですし、お兄ちゃん先輩なら大丈夫ですよ！　自信を持ってください！」

「そ、そうか。ちなみに陽奈は、俺にどんな教科を教わりたいんだ？」

「保健体育です」

　陽奈は即答した。

「えっ？　なんでよりによって保健体育？」

「なんでと言われても困ります。わたしは今も塾に行っていますから、英語や数学のわからないところはいくらでも質問できます。でも保健体育は誰にも質問できないじゃないですか」

「そ、それはそうかもしれないけど……」

「というわけで、さっそく勉強をはじめましょう。ちょうどわたし、お兄ちゃん先輩に教えを請いたいことがあったのです」

　言うが早いか、陽奈はバッグから保健体育の教科書を取り出し、開いてみせた。

　妙に準備がいいことに勘づかれる前に、すばやく質問する。

「さっそくですが、男の人の体の仕組みと、どうやったら赤ちゃんができるのかについて教えてください」

「ちょ、ちょっと待って。俺はまだ、女子中学生に保健体育を教えるという状況に、理解が追いついてないんだけど……」

「？　なにか問題がありますか？」

「むしろ問題しかないんじゃないかな」

「お兄ちゃん先輩は保健体育は苦手ですか？」

「苦手ってわけじゃないけど……」

「では問題ないですね」

「そうなの……？」

　同年代の異性から保健体育を教わるのって、気まずくない？　それとも、こっちが意識しすぎなのだろうか？

「教科書によると、子どもを作るには、性交中に男性の性的興奮が最高に達する必要があるそうなのですが」

　やっぱりおかしい！　女子中学生に「性的興奮が最高に達する」なんて言わせちゃダメだと思う！

「お兄ちゃん先輩、ここでいう性的興奮というのは、どういうものなのですか？　どうすれば最高に達するのですか？　わたしはどんなことをすればいいのでしょう？」

　今日こそは晴はる斗とを落とそうと決心している陽ひ奈なが、グイグイ質問してくる。

「そ、それは……」

　たじろぎながらも脳をフル回転させ、なるべく波風が立たなさそうな返答を考える。

「お、俺も経験があるわけじゃないから、詳しくはわからないかな……」

「そうですか……」

　陽奈は残念そうにつぶやいた後、教科書をバッグにしまった。

「やはり文章ではよくわかりませんよね。……ところでお兄ちゃん先輩。世の中には『百聞は一見にしかず』ということわざがあります。今からわたしの体を使って、どうすれば性的興奮が最高に達するか、調べてみませんか？」

「陽奈の体を使ってだと……!?」

「お兄ちゃん先輩の性的興奮が最高に達するために、できるかぎりのお手伝いをしますから……!!」

「いやいや、自分がなにを言っているかわかってる？」

「もちろんじゃないですか。わたし、まだ体が成長途中なので、物足りないかもしれないですけど……」

　そう言いながら陽奈は手早く上靴を脱ぎ、ソファにあお向けに寝転がった。スカートがめくれて下着が見えそうになったので、あわてて目を背ける。

　すると陽奈は小首をかしげた。




「お兄ちゃん先輩って、パンツが嫌いなんですか？」




「──はいっ？」

「だって、ぜんぜん見てくれないから……」

「……別にパンツに対してトラウマはないけど、陽奈とは付き合ってるわけじゃないし、俺たちは疑ぎ似じ兄妹きようだいだし」

「恋人ではない女の子のパンツを見るわけにはいかないと、そういうわけですか……」

　陽奈は悲しげにつぶやいたが、泣きたいのはこっちである。

　できることなら今すぐ陽奈の下半身に視線を移動させたい。でもそれは兄として許されないのだ……!!




「──わかりました。それでは、ブラジャーはいかがですか？」




　気を取り直した陽ひ奈なは返答を待たず、すばやくワイシャツをめくり上げた。

「──っ!!」

　あわてて目を逸そらしたが、間まに合わなかった。淡いピンク色のブラジャーを、バッチリ目撃してしまったのだ。

「えへへ。照れてるお兄ちゃん先輩、可愛かわいいです。パンツを見てくれないから不安でしたが、わたしのこと、ちゃんと女の子として意識してくれているんですね♪」

　顔を赤らめた陽奈が、満足げな笑みを浮かべた。

「どうですか？　この下着、３日以上かけて選んだんですよ？」

「なにその労力……」

「お兄ちゃん先輩に喜んでもらうため、なるべく可愛い下着を求めてランジェリーショップ巡りをしたんです」

「な、なんかごめんね。俺のためにそこまでさせちゃって……」

　謝る必要があるのかはわからないが、とりあえず謝っておいた。

「わたしの方こそ、あんまり大きいおっぱいじゃなくてごめんなさい」

「いや、そんなことは……」

「でも、ちょっと小ぶりだなって思いましたよね？」

「おおお、思ってないよ？」

「ふふっ。お兄ちゃん先輩は嘘うそをつくのが下へ手たですね」

　陽奈はブラジャーを露出したまま、小さく吹き出した。

「でも慌てないでください。今のわたしは、胸が小さく見えるブラをつけているのかもしれません」

「──えっ？　そんなブラがあるの？」

「はい。なのでブラジャーを外してみるまで、わたしの胸のサイズは確定しません。今この場には、巨乳と貧乳が同時に存在しているのです。シュレディンガーのおっぱいです」

「シュレディンガーさんに謝って」

「…………」

　陽奈は急に押し黙ったかと思うと、両胸に手を添え、流し目でこっちを見る。




「お兄ちゃん先輩。ブラジャーを外して、真実をたしかめたくないですか？」




「──っ!!」

　この誘惑は、ものすごい破壊力だった。

　率直な気持ちを述べると、ぜひたしかめてみたい。たぶん胸が小さく見えるブラなんかつけてないと思うけど、それでも真実を知っておきたい。ていうかサイズなんかどうでもいい。

　今はとにかく、陽ひ奈なのおっぱいが見たい！

　──いや、ダメだ。落ち着け。本能のままに行動してしまったら、それは動物と同じだぞ！

「……あっ。もしかして、さっき陽奈が言っていた、この部屋で起きる報告できないことって……」

「気づいてしまいましたか。お兄ちゃん先輩は勘がいいですね♪」

「いや……ちょっと待って」

　頑張って視線を逸そらし続けながら、確認する。

「そもそもさ、疑ぎ似じ兄妹きようだいが不適切な関係になったらダメだってことは、昨日説明されたばかりだよね？」

「不適切な関係というのは、具体的にどのような状態を示すのでしょうか？　ちょっとわたしの体を使って教えてください」

「お願いだから俺をいじめないで」

「ふふっ、冗談です。もしこの場でお兄ちゃん先輩がわたしに襲いかかったら、疑ぎ似じ兄あにをクビになるということですよね？」

「うん。そうだね」

「ですが、今の状況って不適切なのでしょうか？　わたしたちは保健体育の知識を深めるため、実技をやろうとしているだけですよ？」

「保健体育の実技って、初めて聞いた概念なんだけど……」

「大丈夫です。報告書は適当に偽装しますから」

　そう言いながら、ソファに寝転がっていた陽奈は上半身を起こした。

　せっかくブラジャーを露出しているのに晴はる斗とがこっちを見てくれないので、業を煮やしたのである。

　起き上がった陽奈は、ジャケットとカーディガンを手早く脱ぎ捨てた後、ワイシャツの全部のボタンを外してしまった。

　さらに、淡いピンク色のブラジャーを正式に露出した状態で、晴斗の右腕に巻きつく。

「っ!?　陽奈!?　一体なにを!?」

「視覚に訴えてもダメそうなので、触覚を刺激してみることにしたんです」

　顔を真っ赤にした陽奈は、目的のために羞恥心を無視し、晴斗の右腕に女性特有のふくらみを押しつける。

　二の腕に未知のやわらかさが伝わってきて、晴はる斗とはもうどうにかなりそうだった。

　さらにここで陽ひ奈なが、小悪魔のささやきをする。

「バレなきゃいいじゃないですか。今日これから起きることは、２人だけの秘密にしましょうよ。わたし、口は堅いですよ？」

　この瞬間、頭が沸騰した。

　脳の99パーセントが性欲に汚染され、もはや陽奈に覆いかぶさることしか考えられない。

　両手が自然と広がり、そのまま陽奈の双丘に突撃しそうになる。

　──しかし、晴斗の脳の中心には、１パーセントだけ残っている感情があった。

　お兄ちゃんとしての責任感である。

　兄の使命は、妹をいい方向に導くことだ。一緒にルールを破っていては、妹はロクな大人にならない。

　今の陽奈には、保健体育よりも先に教えなければならないことがある。『ルールは守るためにある』という、人が生きていく上でなによりも大事なことだ。

　晴斗は一度開いた両手を閉じ、逆に爪が皮膚に食い込むほど強く握りしめた。

「……陽奈。不正をしてもバレなきゃいいっていう考え方は、ダメだぞ。そういう生き方をしていると、必ず痛い目に遭う。

　それに、ここでルールを破ったら、俺たちを信頼してこの部屋を貸してくれたカレンさんを、裏切ることになってしまうんだぞ？」

　少し怒気を含んで説教すると、陽奈は金色の瞳を悲しげに伏せた。

「お兄ちゃん先輩のおっしゃるとおりですね……。わたしが間違っていました」

　陽奈はすぐさま体を離し、全開にしたワイシャツのボタンを元に戻した。

　それからしみじみと言う。

「お兄ちゃん先輩は真面目まじめなんですね……。ますます好きになりました」

　なんで好感度が上がってるんだよ。

「ていうか今さらなんだけど、陽奈って俺のことが好きだったのか……？」

「むしろこの状況でお兄ちゃん先輩に好意を寄せていなかったら、わたし、頭がおかしいと思いませんか？」

　おっしゃるとおりです。

「でも……お兄ちゃん先輩のお気持ちはわかりました。今回は大人しく引き下がります。お兄ちゃん先輩のこと、困らせたくないですから」

　陽奈は寂しげに言った後、ソファから立ち上がった。

「冷静に自分の行動を思い返してみたら死ぬほど恥ずかしかったので、今日はもう帰ることにしますね。すみませんが、湯飲みの片づけをお願いできますか？」

「お、おう。わかった」

　了承すると、陽ひ奈なは脱ぎ捨てた衣服とバッグを手に取り、出口へ向かいはじめる。

　歩いている最中、陽奈の口から「もしも疑ぎ似じ兄妹きようだいになってなかったら、わたしの告白になんて答えましたか？」という質問が出かかった。

　しかし、晴はる斗とが手を出してこなかった時点で敗色濃厚だと判断し、聞かないでおいた。

　もしここでフラれてしまったら、気まずくて明日から合わせる顔がない。でも今ならまだ、わずかな希望を捨てずに生きていける。

　陽奈はドアの前まで来たところでくるりと回り、小さくおじぎをする。

「それじゃあお兄ちゃん先輩、失礼します」

「あ、ああ……」

「……ちなみにわたし、お兄ちゃん先輩のこと、諦めませんからね。今後も隙あらば、お兄ちゃん先輩を誘惑していく所存です。……次はもうちょっと大人しい方法で」

　退室する直前、陽奈はいたずらっ子のような笑みを浮かべ、そんな捨すて台詞ぜりふを残していったのだった。





　　　　♂　♀　♀






　陽奈が部屋から出て行った直後、晴斗はソファに倒れこんだ。

　先ほど目撃した光景を思い出し、虚空に向かってつぶやく。

「……まさか陽奈が、俺をそういう目で見ていたなんて……」

　女の子に告白されたのは生まれて初めてなので、思わずにやけてしまう。

　もっとも、アレを告白とカウントしていいのかは怪しいところだが……。

　しかし、いつまでも惚ほうけてはいられない。とりあえず今日の報告書を書かなきゃならないわけだが……どう書けばいいんだ？

　当然だが、陽奈が下着を露出したことを書くわけにはいかない。かといって普通に過ごしたと書いたら、嘘うそになってしまう。

　しばらく悩んだ挙げ句、兄妹きようだい紹介所の事務室に移動し、なるべく事情を伏せてカレンに質問してみることにした。

「あー、わかる。報告書って、慣れてないと書くの難しいよね」

　相談を受けたカレンは、あっけらかんと笑った。

「特に書くことがなければ、無理に出さなくてもいいよ」

「すみません。明日以降はなるべく提出するようにしますので……」

　書くのが難しい理由は慣れていないからではないのだが、お言葉に甘えることにした。カレンの優しさに感謝し、事務室を後にする。

　多少の罪悪感にさいなまれながら廊下を歩いていると、中央棟の出口付近で夏なつ姫きと遭遇した。

「──あっ、お兄ちゃん」

「おお、偶然だな。夏なつ姫きは生徒会の仕事か？」

「うん。そんなところ」

　夏姫は廊下でしばらく待ち伏せしていたので今回の邂かい逅こうは仕組まれたものなのだが、そんなことはおくびにも出さない。

「お兄ちゃんは今日も陽ひ奈なさんと一緒だったの？」

「うん。だけど陽奈となにをしたかっていう報告書をうまく書けなくて、カレンさんに提出を免除してもらってきたんだ。カレンさんっていい人だよな」

「へー、そうなんだ。姉あね崎ざきさんみたいな学園の有名人にそんなこと言えるなんて、お兄ちゃんはすごいね」

　夏姫の発言を聞いて、思わず一瞬フリーズした。

「カレンさんって有名人なのか？」

「──えっ？　お兄ちゃん、知らなかったの？」

　夏姫は小首をかしげて黒髪を揺らした。

「姉崎さんは学園長の娘なんだよ？」

「マジか……。ぜんぜん知らなかった」

　しかしそう言われて、カレンと初めて会った時に覚えた既視感の正体がわかった気がした。晴はる斗とはあの日、入学式で学園長の挨拶を聞いた直後だったので、カレンが父親似だとすれば、見覚えがあったのもうなずける。

「しかも姉崎さんには、伝説になるくらいたくさんの功績があるんだよ」

　夏姫はまるで自分のことのように得意げに語りはじめる。

「あたしも人から聞いたんだけど、たとえば中等部１年の時に、古くからこの学園にあった頭がおかしい学則をすべて撤回させたんだって」

「頭がおかしい学則？」

「『入学時に登録した髪形は卒業まで変えてはいけない』とか、『下着は白以外認めない』とか、そういうの」

「なるほど。下着の色を指定するっていうのは、たしかに意味がわからないな」

「他にもブラック部活を辞めさせたり、教師のパワハラを告発したり、数々の実績があるんだよ。だから姉崎さんが立ち上げた紹介所は、学園非公式の組織なんだけど、生徒だけじゃなく先生からも厚い信頼を寄せられているの。

　ちなみに、姉崎さんには同性の熱烈なファンが多いから、気をつけてね。変なことをしたら、後ろから刺されるかも」

「いや、まさかそんな」

「これ、マジだから」

　夏なつ姫きは真剣な目つきで言った。

「わ、わかった。気をつけるよ」

　そう答えながら、自分がカレンの一存で試験運用役になれたのにはそういう事情があったのかと、妙に納得した。

「──ところでさ、お兄ちゃん。昨日聞き忘れたんだけど、お兄ちゃんと陽ひ奈なさんって、かなり仲がいいの？」

　夏姫は緊張の面持ちで、今日１番聞きたかった質問をした。

　一方、晴はる斗とはしどろもどろになる。

「あー、いやー、どうなんだろうな？　俺は仲がいい方だと思ってたんだが……」

　ついさっき告白されたと言うわけにはいかないので、返答に困った。

「──お兄ちゃん。陽奈さんとなにかあったんだね？」

　10年以上の付き合いである夏姫は、ごまかそうとしていることをすぐに見抜いた。

「まさか、告白されたとか？」

「ななな、なんの話だよ」

「だってお兄ちゃん、動揺しまくってるじゃん。まさか本当に──」

「ち、違うって。告白はされてない」

　面と向かって好きだとは言われていないので、嘘うそではないはずだ。

　しかし、夏姫はしつこく食い下がってくる。

「じゃあなにがあったの？　正直に教えて」

「…………」

　しばらく逡しゆん巡じゆんしたものの、夏姫には正直に話すことにした。

「実は……ブラジャーを見せられたんだ」

「──はっ？　ちょっとなにを言ってるのかよくわからないんだけど？」

　同感だ。

「それは、着替えているところに間違って入っていって目撃したとか、そういうこと？」

「いや、違う」

「ってことは、恋人でもなんでもない子が、ブラジャーを見せて誘惑してきたの？」

「そ、そういうことになるな……」

「なにそれ、発想がヤバすぎるでしょ。常識的に考えて、下着を見せて誘惑するなんて、おかしいじゃん」

　実兄に下着どころか全裸を見せた夏姫は、自分のことを棚に上げた。

　夏姫の胸の中には現在、同属嫌悪という感情が渦巻いている。

「陽奈さんって大丈夫なの？　ちょっと距離を置いた方がいいんじゃない？」

「でもさ、女の人って異性を誘惑するためにダイエットしてビキニを着たりするだろ？」

「下着と水着を同列に語るのはどうかと思う」

「布の面積は似たようなものじゃないか」

「たしかにそうだけど、水着は他人に見られることを前提で作られているもので、そういう文化だから。日常生活の中でいきなりブラジャーを見せてくるのは、絶対おかしい」

「それはそうなんだけどさ……」

「お兄ちゃん。危ないことをされそうになったら、すぐ逃げてね？」

「まさか妹にそんな注意をされる日がくるとはな……」

「わたしが持ってる防犯ブザー、しばらく貸そうか？」

「そこまでは大丈夫だよ。陽ひ奈なはいい子だし」

「ブラジャーを見せてきた時点で、社会通念上のいい子とはかけ離れている気がするけど……」

「いやいや、本当に礼儀正しい子なんだって。さっきもお茶をいれてくれたし」

「その礼儀正しい子が、お茶と一緒にブラジャーを出してきたわけ？」

「なんの脈絡もなく、いきなり出したわけじゃないぞ？　まず、俺が陽奈に勉強を教えることになったんだけどさ──」

「ええっ!?」

　説明の途中で夏なつ姫きが大声を出し、青い瞳を見開いた。

「えっ？　なに？　勉強を教えるのは別に普通のことだろ？」

「…………」

　夏姫はジト目になり、不満そうにつぶやく。

「……お兄ちゃん、あたしには勉強教えてくれたことないのに、疑ぎ似じ妹いもうとには教えてあげるんだ？」

「いや、夏姫から勉強を教えてほしいなんて、頼まれたことないだろ」

「兄だったら頼まれなくても、自発的に教えるものなんじゃない？」

「どういう状況だよ」

　聞かれてもいないのに勉強を教えるって、迷惑でしかないと思うんだが……。

　しかし夏姫は納得がいかないらしく、唇をとがらせている。

「……まぁ、この話は置いておくとして」

「置いておくのか」

「陽奈さんになにを教えることになったの？」

「保健体育だ」

「──はっ!?　保健体育!?」

「ああ。でも座学じゃよくわからなくて、実技をしようって話になって」

「世界観が理解できないんだけど、それは本当に現代の日本で起きた現象なの？」

「残念ながら、ここから徒歩10秒の場所で起きた出来事だ」

　冷静に思い返してみると、よくあの状況で陽ひ奈なに襲いかかるのを我慢できたと思う。自分で自分のことを褒めてあげたい。

「ちなみに、夏なつ姫きの保健体育の成績はどうなんだ？」

「し、知らないわよ！　よくわかんないけど、そういうのは男の人にまかせておけばいいって思うし──って、なにを言わせるのよバカ！」

　夏姫は顔を真っ赤にし、甲高い悲鳴を上げた。

「おいおい、そんな受動的な態度じゃダメだぞ。自分の身を守るためにも、最低限の知識は必要だ。その点で、陽奈はしっかりしているな」

「えっ……？　まさかお兄ちゃん、異性から保健体育を習おうとした上にブラジャーを露出した非常識な子を、しっかり者だと認識しているの……？」

　信じられない感想を聞いた夏姫は、またしてもジト目になったのだった。
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　翌日。昼休みになってすぐ、スマホにカレンからメッセージが届いた。

『放課後になったら陽ひ奈なちゃんと一緒に兄弟紹介所の事務室に来てくれないかな？　疑ぎ似じ兄妹きようだいとして現時点でお互いをどう思っているのか聞いておきたいので』

　あんなことがあったばかりなので陽奈と顔を合わせるのは気まずかったが、呼び出しを拒否するわけにはいかない。すぐさま『承知しました』と返信した。

　そして放課後。中央棟に向かって歩いていくと、建物の入口に陽奈が待ちかまえており、晴はる斗とを見つけて駆け寄ってきた。

「お兄ちゃん先輩。昨日は軽率な行動を取ってしまい、すみませんでした」

　陽奈はペコリと頭を下げた。

「でも、これだけはわかってください。あの下着、どうしてもお兄ちゃん先輩に見てもらいたかったんです。なので見てもらえて嬉うれしかったです」

「下着を見てもらえて嬉しいという感情が、俺には理解できそうにないんだが……」

「妹のことがわからないなんて、ダメなお兄ちゃんですね♪」

「これ俺が悪いの？」

「また可愛かわいい下着を買ったら、見てもらってもいいですか？」

「ダメに決まってるよね？　ていうか陽奈、本当に反省してる？」

「当たり前じゃないですか。お兄ちゃん先輩に怒られたのって初めてだったから、新鮮で興奮しました」

「怒られて興奮するってどういうこと？　あともしかして、また俺を怒らせようとしてる？」

「そんなわけないじゃないですか。でもわたしが悪いことをしそうになったら、また怒ってくださいね♪」

　陽奈はうれしそうに言い、いたずらっ子のような笑みを浮かべた。

　絶対に楽しんでる……。兄を翻弄することに喜びを見み出いだしているぞ……。

　役得な半面、今後も手を出さずにいられるだろうかという不安がある。なにこの幸せな拷問……。

　このまま２人で話していると陽奈のペースになってしまうので、早くカレンに会いにいくとしよう。

　陽奈と一緒に事務室に入っていくと、中ではカレンが１人で待ちかまえていた。ドアのすぐ近くにパイプ椅子が２つ並べられている。

「わざわざ呼び出してごめんね。そこに座って、ちょっと話を聞かせてください」

　カレンにうながされ、２人は並んで椅子に座った。焦げ茶色の長テーブルを挟んで、カレンと向かい合う形になる。

　カレンは膝の上に、黒いバインダーに取りつけた数枚の書類を置いている。面接みたいな雰囲気だ。

「あなたたちが疑ぎ似じ兄妹きようだいになって今日で３日目なわけだけど、調子はどうかな？」

「順調です！」

　陽ひ奈なが笑顔で即答した。

「わたしたちは最高の疑似兄妹です！　絆きずなが強すぎて、もう他の人が入れる隙間はありません！　なので疑ぎ似じ妹いもうとはわたし１人だけにしておいた方がいいかもしれません！」

「順調そうでなによりね。でも、そんな陽奈ちゃんに残念なお知らせがあるの」

「嫌です！」

「せめて内容を聞いてから拒否してくれないかしら？　──晴はる斗とくんの疑似妹を募集したところ、数人から応募があったの」

「嫌です！」

「なのでそろそろ、晴斗くんの第２の疑似妹を決めようと思います」

「嫌です！」

「陽奈ちゃん。これは決定事項なのよ」

　カレンは優しい微笑ほほえみを浮かべ、冷たくあしらった。

　陽奈はガクッと肩を落とす。

「うううう……ついにお兄ちゃん先輩がわたしだけのお兄ちゃんじゃなくなってしまうんですね……」

「俺には実妹もいるから、陽奈だけの兄だった時間は１秒もないんだけどな」

「ちなみに晴斗くん。陽奈ちゃんと疑似兄妹になって、この３日間はどうだった？」

「えーっと、そうですね──」

「最高でした！」

「陽奈ちゃん。いい子だから、ちょっと静かにしててね？」

「……疑似兄妹になった効果は正直まだよくわかりませんが、陽奈の模範にならなきゃいけないという意識があることで、人間的に少し成長できた気がしています」

　先日ブラジャーを見せられた時も、疑ぎ似じ兄あにとしての使命感がなければ、どうなっていたかわからないし……。

「はいはい！　わたしもお兄ちゃん先輩のおかげで、立派な人間になれました！」

「それはよかったわ。その調子で引き続き、試験運用をよろしくお願いね」

　カレンは少し投げやりに言った後、黒いバインダーにつけた書類を１枚めくった。

「それじゃあ今から晴斗くんに第２の疑似妹の希望を聞くから、陽奈ちゃんには退室してもらおうかな」

「わたしは今から石像になるので、かまわず面談をはじめてください」

　どういうこと？

「了解しました。それじゃあ晴はる斗とくんにいくつか質問していくね」

　なぜかカレンは納得したらしく、面談を開始する。

「最初の質問。疑ぎ似じ妹いもうとの成績に希望はあるかしら？　上位何パーセントじゃなきゃ嫌だ、みたいな」

「いえ、特にありません」

「本当に？　極端な話、引き算もできないようなおバカさんでもいいの？」

「中学生になって引き算ができないのはどうかと思いますけど、苦手なものは仕方ないです。もし必要なら俺が教えますし」

「なるほど。じゃあ次の質問。疑似妹の髪は長い方がいいかな？　短い方がいいかな？」

「どっちでもいいです」

「本当に？　ものすごく体毛が濃い子でもいいの？」

「今の質問では髪の長さを聞かれた気がしますが、体毛の濃さで妹を差別する気はありません」

「あら、殊勝な心がけね。では次の質問。希望する妹の身長体重はあるかな？」

「それも特にありません」

「ということは、身長が２メートルを超えててもいいの？」

「別にいいですよ」

　表情を変えずに肯定した。まぎれもない本心だった。

　それを見たカレンは、１つの結論を出す。

「ふむふむ。これまでの晴斗くんの返答によって選ばれた疑似妹は……体長２メートルを超えるメスゴリラだね」

「ゴ、ゴリラ……？　一体どういうことですか……？」

　想定外すぎることを言われ、思わず聞き返した。

「だって、妹は引き算をできなくてもいいし、体毛が濃くてもいいんでしょ？」

「たしかにそうですけど、違う種族を妹にするのはちょっと……」

「でもゴリラって、私たちと同じ哺乳類だよ？」

「だからなんなんですか？」

「ニシローランドゴリラの学名は、ゴリラ・ゴリラ・ゴリラらしいよ」

「唐突な豆知識。しかもけっこう有名なヤツ」

「いいじゃない。ゴリラを妹にして、引き算を教えてあげなよ」

「引き算を教えこんで動物園でショーでもやらせる気ですか？　ていうかカレンさん、なんでそんなにゴリラを推してくるんですか？　ゴリラに弱みを握られているとか？」

「ゴリラとのコネクションはないから、安心して。──ただ、今のところ全部の質問に希望なしと言われているから、候補者を絞れなくて困るなぁと思って、ちょっと嫌がらせをしてみた」

　カレンはそう言って、いたずらっ子のような笑みを浮かべた。

「嫌がらせでゴリラを紹介しようとしないでください」

「あはは、ごめんね。じゃあ気を取り直して次の質問」

　カレンは長い茶髪をかき上げた後、面談を再開する。

「疑ぎ似じ妹いもうとは可愛かわいい系がいい？　美人系がいい？」

「特に希望はないです」

「疑似妹の胸は大きい方がいい？」

「特に希望はないです」

「疑似妹に求める条件はある？」

「特に希望はないです」

「疑似妹の性格とか、こういう趣味や特技を持ってるといいなぁ、なんてことはある？」

「特に希望はないです」

　晴はる斗とがそう答えた瞬間、カレンは持っているペンをバインダーの上に置いた。

「あのね、晴斗くん。もうちょっと本心をさらけ出してくれないかな？　高校生なんだから、好きな異性のタイプとかあるでしょ？」

「好きな異性のタイプと、疑似妹に求める条件には関連性がないと思いますが」

「たしかにそうなんだけど、どうせならタイプの子が疑似妹になった方がいいと思わない？」

「思いません。どんな子が疑似妹になろうと、俺は兄として全力を尽くすのみです」

「うわー……真面目まじめ……」

「お兄ちゃん先輩は年下のことになると、融通が利かなくなるんです」

　横から陽ひ奈なが口を挟んだ。

「なのでたとえゴリラみたいな子が疑似妹になっても、お兄ちゃん先輩はまったく差別することなく接するはずです。というわけで、予定どおりゴリラを第２の疑似妹にしましょう！」

「ゴリラを疑似妹にできるわけないでしょ？　ここは動物園じゃないんだから」

　自分から言い出したくせに、カレンは全否定した。

「でも……そっか。晴斗くんはそういう人なんだね」

　思わず感嘆のため息を漏らした直後、不意にカレンの中にいたずら心が芽生えた。

「ちなみに晴斗くん。もしあなたに疑ぎ似じ姉あねができるとしたら、どんな人がいい？」

「身長は高めで、細身の方がいいです。髪は長くて、可愛かわいい系より美人系を希望します。あと包容力があって、他人のミスを責めない人だといいです。それでいいことをした時はちゃんと褒めてくれて──」

「急に注文が多い」

「お兄ちゃん先輩は死ねばいいと思います」

　カレンはドン引きし、自分のことを可愛い系だと思っている陽ひ奈なは頬ほおをふくらませた。

「晴はる斗とくんの優しさって、本当に年下に対してのみ発動するんだね。ちょっと気色悪いかも……」

「よく言われます……」

「でも、おかげで晴斗くんのことが少しはわかったよ」

　カレンはバインダーを長テーブルの上に置いた後、投げやりになって言う。

「よし決めた。晴斗くんに紹介する子は、今回応募してきた中で１番変な子にするね」

「──１番変な子、ですか？」

「そう。考えてみたらこれは試験運用なんだし、なるべく最悪の事態を想定しておきたいからね。晴斗くんの対応力を見せてもらうよ」

「わかりました。お兄ちゃんランクを上げるためにも、頑張ります」

「うんうん。晴斗くんはポジティブでいいね」

「あの、カレン先輩。わたしとしては、お兄ちゃん先輩には、今回応募してきた中で１番変な顔の人を紹介してほしいのですが……」

　とんでもないことを言い出した陽奈を見て、カレンはニヤニヤと笑った。

「残念ながら、今回応募してきた子たちはみんな顔が整ってるから、覚悟しておいてね。しかも、募集は今も続いているから」
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　唐突だが、中等部３年の星ほし上がみ舞まいは、クラスのみんなから『見た目は銀髪美少女、中身はオッサン』と言われている。

　なぜなら舞は、女の子にセクハラするのが大好きなのだ。

　たとえば朝、教室でクラスメイトの佐さ藤とう伊い織おりに突然「おはよう。伊織は今日も可愛いね。今どんなパンツはいてるの？」と声をかけたり、なんの脈絡もなくおっぱいやおしりに触ったりするのだ。

　舞は女の子の困った顔を見ることに最上の喜びを覚えるという、生粋の変態さんなのである。

　しかも自分が変態だということを自覚しており、それを公言しているので始末に負えない。

「──舞まいってさ、男子にはセクハラしないわけ？」

　いつものように伊い織おりにセクハラしていると、突然そんな質問をされた。

　舞はすぐさま「そもそも対象者がいない」と答えた。なにせこの学園に入学して以降、同年代の男子との関わりが一切ないのである。

「ていうか、いくらアタシが変態でも、異性にセクハラするのはマズくない？」

「いや、相手が同性でもダメだと思うけど。ていうか変態って時点でアウトだけど」

「なるほど」

「どうせなら男子にセクハラしなよ。舞は見た目は美少女だから、喜ばれるかもよ？」

「アタシ、セクハラして喜ばれるのＮＧなんだよね。興奮しないから」

「筋金入りだなお前」

「他人の困り顔をガソリンにして生きてるんで！」

「まぁ舞って、困りはするけど嫌がりはしないっていう絶妙なラインのセクハラをするもんね。相手によってセクハラのレベルを変えてるし」

「女の子は悲しませるものじゃない！　困らせるものだ！」

「困らせるものでもないと思うけど……。ちなみに、男子を困らせたいっていう願望はないの？」

「考えたことなかった。ちょっと待って、想像してみる。……意外とアリかも！」

　むしろ、周囲に異性がいない分、どんな反応をするか興味深いかもしれない。

「でもその男子とは、アタシがマウントを取れるような関係性がいいな……」

「舞ってセクハラされるのは苦手だもんね。みんなで温泉に入った時も、女湯なのにバスタオルで体を隠してたし」

「攻めるのは得意だけど、攻められるのは苦手なの」

「めんどくさいヤツだ」

　と、そこで伊織はあることを思い出した。

「そういえば、今年から高等部が共学になったじゃん？　ちょっと前に姉妹紹介所が兄妹きようだい紹介所っていう名前になって、疑ぎ似じ妹いもうとを募集してるっぽいよ。面白そうだし、舞、登録してみなよ。それで高等部の男子と知り合えたら、セクハラしてみて」

「ええっ？　なんでよ？」

「舞の変態っぷりが男子に対して発動するとどうなるのか気になる。それに男子を相手にしてる方が楽しいってなったら、わたしへのセクハラが減るかもしれないし」

「自分が楽をするために他人を生いけ贄にえにするのは良くないと思う」

「お前が言うな。毎朝スカートをめくられるこっちの身にもなれ」

「いつもお世話になってます」

「ほら、兄紹介所に登録するから、スマホ貸して」

「えっ、マジでやるの？」

「なに？　怖いの？」

「だって、知り合った男子が変人だったら困るし……」

「変態ＶＳ変人か……地獄絵図ね」

「なんか面白がってない？」

「だって、舞まいを上回るレベルの変態って滅多にいないから、心配するだけ時間の無駄だと思うし」

「ひどっ！　親友のことが心配じゃないの!?」

「舞には迷惑をかけられまくってるからなぁ……。ていうか、もし疑ぎ似じ兄あにになったのが常軌を逸した変人だったら、『友達が勝手に応募しちゃって～』って言って逃げればいいじゃん」

「たしかにそうだけど……。アタシ、年上の男性が相手でも、うまくセクハラできるかな……」

「舞ならできる。自分を信じろ」

　伊い織おりは力強く断言した後、受け取ったスマホで兄紹介所のサイトにアクセスし、舞の出席番号などを入力しはじめた。

「一応忠告しておくけど、疑ぎ似じ妹いもうとに選ばれた場合、相手は高校生なんだから、ちゃんと敬語で話しなさいよ？」

「アタシにだってそのくらいの常識はあるよ。年上にはちゃんと敬語でセクハラするから大丈夫」

「それは敬意を払っていると言えるのだろうか……」

「あー、なんか緊張してきた」

「いや、まだ登録すらしてないんだけど」

「どんなキャラで行こうかな～。やっぱり、常識がある変態がいいかな？」

「その設定には大いなる矛盾をはらんでいる気がする」

「あと、どういう方向性でセクハラすればいいかな……。男性の体に興味津々な女子中学生を演じてみるとか？」

「えっ、ちょっと待って。舞ってセクハラ前にプランを練るの？」

　伊織が驚いて顔を上げた。舞は得意げに答える。

「そりゃそうでしょ！　入念な下準備をすることによって初めて、納得がいくセクハラができるんだから！」

「プロの変態って怖い」

　ともあれこうして、舞は兄紹介所に登録したのだった。
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　翌週の月曜日の放課後。晴はる斗とと陽ひ奈なが中央棟の廊下を歩いていると、事務室から顔を出したカレンに呼び止められた。

「第２の疑ぎ似じ妹いもうとを誰にするか決まったよ。中等部３年の星ほし上がみ舞まいさんって子。これ、学生証に載ってる写真ね」

　カレンはそう言って、２人に舞の顔写真を見せた。そこにはお団子ヘアの銀髪美少女が笑顔で写っている。

　その写真が視界に入った瞬間、陽奈はガタガタと怯えはじめた。

「こ、こんなキレイな子が疑似妹になるんですか……!?」

「うん。性格を重視して選んだんだけど、偶然にも晴斗くんが好きな美人系になっちゃったね」

　カレンは楽しそうに軽口を叩たたいた。

　直後、陽奈はヘッドスライディングの要領でカレンの腰に飛びついた。

「カレンさん、一生に一度のお願いがあります。わたし、こんな美人さんがお兄ちゃん先輩と知り合いになることに、耐えられません。疑似妹を追加するの、やめてもらうことってできませんか……？」

　陽奈は涙目になって懇願したものの、当然聞き入れられるはずもなく、カレンは笑ってごまかした。

　そんな３人を、物陰から盗み見る人物がいた。ついさっき疑似妹になることが決まった、舞本人である。

　舞は勢いで疑似妹に応募してみたものの、いざ採用されてみて、晴斗に関してほとんどなにも知らないことに気がついたのだ。

　自分の身を守るため、晴斗が危険人物ではないか、密室で２人きりになっても大丈夫かを事前に確認しておきたい。

　なのでカレンから採用の連絡を受けた舞は、素行調査をしようと考え、中央棟にやって来たのである。

　物陰から観察していると、晴斗はカレンと別れ、陽奈を慰めながら２階の談話室に向かった。

　舞は別の階段を使ってすばやく２階のベランダに移動し、窓から室内の様子を探る。

　幸い、２人の会話は苦労せずに聞き取れそうだ。

「アイス～♪　アイス～♪」

　部屋についた陽奈は、晴斗に慰められたことで機嫌が直っており、楽しそうに自作の歌を歌っている。

　２人はここに来る前にいったん近所のコンビニへ行き、ソフトクリームを買ってきたのだ。晴はる斗とがイチゴ味、陽ひ奈ながメロン味である。

　陽奈はソファに腰かけた後、待ちきれないといった様子でソフトクリームの包装を解き、黄緑色のアイスに齧かじりつく。

「……あー、なるほど。こういう味ですか」

　陽奈は誰にともなくつぶやいた後、もう１口囓かじった。

「──メロン味のソフトクリーム、あんまりおいしくなかったか？」

　真横で見ていた晴斗がそう問いかけると、陽奈は驚いたように目を丸め、それから申し訳なさそうに頷うなずいた。１口食べたところで陽奈の表情が曇ったのを、晴斗は見逃さなかったのだ。

「お兄ちゃん先輩って、目ざといですよね。雰囲気が悪くならないように、ごまかしたつもりだったんですけど」

「俺の前では演技なんかしなくていいよ。あと、もしよかったら、俺が買ったイチゴ味と交換するか？」

「いや、でも、それは悪いですよ」

「気にするなよ。実はさっきコンビニのアイスコーナーを見渡した時、俺もメロン味が食べたいなって思ったんだ。でも新商品だったから、もし陽奈がダメだったら交換してあげようと思って、あえて２番目に食べたいイチゴ味を買ったんだよ」

　この解説を聞き、陽奈は驚きよう愕がくする。

「な、なんですかそれ。お兄ちゃん先輩はアイスを買う時でさえ、妹への気づかいを忘れないってことですか？　さすがにお兄ちゃん力が高すぎません？」

「当然だろ、俺は15年以上も兄をやってるんだぞ。というわけで、ほら、交換。俺はまだ口をつけてないし」

　有無を言わさずイチゴ味のソフトクリームを差し出すと、陽奈は幸せそうに微笑ほほえんだ。

　だが、受け取ろうとして伸ばしかけた手を、途中で止める。

「待ってください。交換する前に、お兄ちゃん先輩も２口囓ってください」

「えっ？　なんで？」

「だって、わたしだけ食べかけだと、不公平じゃないですか。等価交換をするために、お兄ちゃん先輩のアイスも減らすべきです」

「いや、俺はそういうの気にしないから」

「ダメです！　わたしの事情で交換してもらうわけですから、この条件は譲れません！　絶対に囓ってください！」

　陽奈は大声で言い放はなった。あまりの剣けん幕まくに、思わず圧倒される。

「わかったよ。でも、俺の食べかけと交換するのって、抵抗ないのか？」

「抵抗なんかあるわけないじゃないですか！」

　むしろ食べかけの方が嬉しいです、と続けそうになったが、あわてて自制した。さすがにその思考は変態っぽい。

「……逆にお兄ちゃん先輩は、わたしの食べかけを受け取ることに抵抗はないんですか……？」

「そんなもの、あるわけないだろ」

「そ、そうですか……」

　力強く返答された陽ひ奈なは、アイスを持ち上げて自分の顔を隠した。にやけていることを悟られないようにするためだ。

　一方、晴はる斗とは真っ赤なソフトクリームのてっぺんを２回、遠慮なく囓かじった。そしてふたたび陽奈に向けて差し出し、今度こそ交換する。

　陽奈は受け取ったイチゴ味のソフトクリームを両手で大事そうに持ち、緊張の面持ちでまっすぐ見すえる。

「……お、お兄ちゃん先輩との間接キス……!!　いただきます……!!」

　陽奈は今日という日が訪れたことを神様に感謝した後、晴斗が囓った部分にゆっくりと口をつけ、至福の表情になった。
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　２人はしばらく黙ってアイスを食べていたのだが、唐突に晴はる斗とが咳せき払ばらいをした。そして気まずそうに口を開く。

「……陽ひ奈な。この前も言ったけど、スカートが短すぎるぞ。もうちょっと長くしなさい」

「パンツが見えそうでドキドキしますか？」

「俺はパンツが見えてもなんとも思わないが、妹のスカートが短いと心配になるんだよ」

「そうですか。なんとも思わないなら、せっかくなので見せますね」

「な、なんで……!?」

「お兄ちゃん先輩が嫌な気持ちにならないなら、とりあえず見せておこうと思いまして」

「どういう理屈だよ。……ちょっ、本当にめくろうとしないで──!!」

　晴斗は思わず顔を背け、さらに両手で自分の目を覆う。

　ベランダにいる舞まいは、演技ではなく本当に照れている晴斗を見て可愛かわいいと思い、同時にこの人は信用できると確信した。さっきのアイスのやり取りからも、優しい人だということは十分に伝わってきたし。

　舞はそのままベランダで１時間以上、２人の観察を続けた。他人のプライベートなやり取りを覗のぞき見みするというシチュエーションは、正直かなり興奮した。

　観察中、陽奈はかなり際どい言動を何度もくり返したのだが、晴斗は激しく動揺するものの、一度も手を出さなかった。

「……男性の９割は性欲の塊だって聞いたことあるけど、この人なら大丈夫そう。それに、誘惑されるたびに困惑してるのがすごく可愛い……！」

　こうして舞は、晴斗の疑ぎ似じ妹いもうとになるのが楽しみになったのだった。
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　舞が２人目の疑似妹になることが決まった翌日の放課後。

　舞と初対面する晴斗は、緊張の面持ちで談話室の前にやってきた。

　カレンはこれから会う舞のことを「今回応募してきた中で１番変な子」と言っていたが、果たして手に負えるだろうか。

　もっとも、陽奈も相当に変な子なので、大丈夫だとは思うのだが……。

　深呼吸した後、ドアをノックし、中に入る。

　室内にはすでに舞の姿があり、すぐさまソファから立ち上がった。

「初めまして。中等部３年の星ほし上がみ舞です。よろしくお願いします」

　舞は緊張の面持ちで挨拶した後、礼儀正しく頭を下げた。長い銀髪が前に垂れ下がり、頭上にある可愛らしいお団子が揺れる。

　最低限の常識があることに胸をなで下ろした後、こちらも自己紹介する。

「高等部１年の[image: ]おう坂さか晴はる斗とです。こちらこそ、よろしくお願いします」

「ちなみに、アタシは[image: ]坂晴斗さんのことを、なんとお呼びすればいいでしょうか？」

「自由に呼んでくれていいよ。いきなり『お兄ちゃん』でもいいし、慣れるまでは苗みよう字じか名前でも」

「そうですか……。では尊敬の念をこめて、『お兄さま』ではどうでしょうか？」

「いやいや、俺はただ年上ってだけで、尊敬されるような人間じゃないよ。もっと軽い感じで呼んでくれ」

　反射的に辞退したが、舞まいは語気を強めて食い下がる。

「そんなことないです。今日からいろいろとご迷惑をおかけするので、感謝の気持ちを忘れないよう、この呼び方にしたいんです」

「迷惑をおかけする……？」

　なぜ断定する言い方なのか気になったが、深く考えないことにした。

「そこまで言うなら、呼び方はお兄さまでいいよ」

「ありがとうございます！　それではさっそくなんですけど、お兄さまのことをよく知るために、いろいろと質問させてもらってもいいでしょうか？」

「うん、もちろんだよ」

「アタシ、男性についてよくわかっていないので、気分を害されるかもしれないですけど……」

「そんなの気にしなくていいよ。なんでも答えるからさ」

「ありがとうございます。優しいお兄さまと巡り会えて、うれしいです」

　舞は神に感謝するように両手を胸の前で合わせた後、こう言い放はなった。




「それでは、男性の体の構造を詳しく知りたいので、全裸になってください」




「………………はいっ？」

「男性の体の構造を詳しく知りたいので、全裸になってください」

「…………」

　どうやら、耳が急におかしくなったわけではないようだ。

「えっと……それは質問ではないような気がするんだけど……」

「お兄さまのことをよく知るために、必要なことです」

「そ、そうかな？　なんか予想してた知識の深め方とは、だいぶジャンルが違ったんだけど……」

「でもお兄さま、ついさっき『なんでも答えるからさ』って言いましたよね？」

「たしかに言ったけど、まさか服を脱ぐよう要求されるとは思わなくて……」

「アタシ、男性の全裸に興味津々なんです」

「疑ぎ似じ兄あにとして最初のアドバイスをするけど、そういうことは他の人の前であまり言わない方がいいと思うよ」

「お兄さまはここで全裸になるのが嫌なんですか？」

「そうだね。１００人に聞いたら１００人が嫌だって答える気がしているよ」

「じゃあ折衷案として、上半身は服を着たままでいいです」

「何と何の折衷なの？」

　まったく話が通じていないようだ。

　もっとも、舞まいはちょっと変わった子だと聞いて覚悟してきたので、これぐらいのことではめげない。

「えっとさ、舞。逆の立場になって考えてみてほしいんだけど、きみは俺に『女性の体に興味津々だから、全裸になってほしい』って言われたら、素直に服を脱ぐ？」

「絶対に脱ぎません」

「だよね？」

「でも今アタシは脱がせる側なので、アタシの感情は関係ありません」

「もしかして舞って、他人の気持ちが考えられないタイプ？」

「ちなみに、お兄さまはアタシの裸を見たいんですか？」

「……別に見たくないよ？」

　疑似兄としての威厳を保つため、嘘うそをついた。

「本当ですか？　アタシの体はすごいって、クラスで評判なんですよ？」

「どんなクラスだよ」

　反射的にツッコミを入れたものの、思わず舞の首から下に視線を向けてしまう。少なくとも胸の発育具合は良好なようだ。

「今、アタシのおっぱいを見ましたよね？」

「み、見てない」

「嘘をつかないでください。本当は見たいんですよね？　大多数の男性は女性の裸を見て喜ぶじゃないですか」

「たしかにそれは世界の真理ではあるが、そういうのは時と場合によるんだよ」

「ではお兄さまは、どんな人の裸が見たいんですか？」

「ものすごい質問だな……」

　しばらく逡しゆん巡じゆんした後、兄として模範解答をする。

「少なくとも、妹の裸を見たいとは思わないよ」

「アタシとは血が繋つながってないのに？」

「血縁があるかどうかは関係ないよ。この部屋に入る前に兄としてのスイッチを入れてきたから、もう舞まいのことは妹としか見られない」

「そういうものなんですか……。でもたしかに、シチュエーションは大事ですよね。本人の意志と関係なく見えたパンチラと、痴女が自らの意志で見せてきたパンツでは、全然価値が違いますし」

「なんの話？」

「お兄さまの考えは理解できました。でもそれとは関係なく、アタシはお兄さまの裸が見たいです。というわけで全裸になってください」

「なんでそうなる……」

「そもそも、お兄さまは具体的に、全裸になることのどこに問題があると考えているんですか？」

「全裸になること自体が問題だと思っている場合は、なんと答えればいいのかな？」

　だんだん不安になってきた。もしや舞にとって、実験動物くらいにしか思われていないのだろうか……？

「舞、ちょっと考えてみてほしい。もし仮にこの部屋にカレンさんがやってきて、全裸になっている俺と、俺の体を観察している舞を見たら、どう思うかな？」

「仲がいい兄妹きようだいだと思います」

「どんな感受性だよ」

「ですが、仲のいい兄妹は一緒にお風呂に入ると聞きます。２人きりの時に全裸になっても、問題ないのでは？」

「たしかにそういう兄妹もいるかもしれないけど、ここは風呂場じゃないでしょ？」

「なるほど。つまりお兄さまは、この部屋で全裸になる正当な理由があれば、全裸になるわけですね？」

「……考えを進めていった結果そういう結論になったけど、本当にこれでいいのか……？　そもそも全裸になる正当な理由とは……？」

　舞と話しているうちに、全裸に対する感覚がマヒしてきた。

　一方の舞は、困り果てる晴はる斗とを見て、密ひそかにテンションが上がっている。それに、これだけメチャクチャなことを言われても激げき昂こうせず、ちゃんと話を聞いてくれるというのは、かなりポイントが高い。

　こうなったら、限界までこの方向に攻め込んでいきたいが……。

「──そうだ。お兄さま、聞いてください。アタシ今、いいことを思いつきました」

「待て舞。それは絶対にいいことじゃない」

「これから２人で、ジャンケンで負けると１枚服を脱ぐゲームをするというのはどうでしょうか？　聞くところによると、日本の伝統的な郷土芸能に、野球拳というものがあるそうです」

「やっぱりいいことじゃなかった……」

「アタシたちは兄妹きようだいなんですから、ゲームをするのは普通ですよね？」

「兄妹がゲームで遊ぶのは普通だけど、野球拳をする兄妹は普通じゃない気がするよ」

「それはお兄さまが何組かの兄妹にアンケートを採った結果ですか？」

「いや、そういうわけじゃないけど……」

「では、どこかの研究機関の論文ですか？」

「そんな研究をしている人はこの世に存在しないと思う」

「それなら、通常の兄妹が野球拳をしないということは証明できていないと思います。お兄さまが知らないだけで、日本人の兄妹の95パーセントは野球拳をしたことがあるかもしれないじゃないですか」

「なにその頭がおかしい世界」

「それに、もし仮に野球拳をしたことがある兄妹が皆無ならば、アタシたちが最初の兄妹になってやりましょうよ！」

「無駄にカッコイイ台詞せりふだな……」

　舞まいからの説得を受け、黙考する。

　カレンから予告された通り、だいぶクレイジーな女の子と疑ぎ似じ兄妹きようだいになってしまった。

　とはいえ、兄には妹のワガママを聞く義務がある。たとえそれが、どんなに理不尽な要求だろうとも……。

　──いや、ちょっと待てよ。

「危うく納得しかけたけど、もしこの話に乗ったら、俺はお兄ちゃん失格になるんじゃないか？　疑ぎ似じ妹いもうとを脱がせようとするわけだし」

「そんなことないと思いますよ？　疑似兄妹は恋愛と旅行とお泊まり禁止ですけど、野球拳禁止とは言われてませんし」

「さすがに野球拳をやることを予測してルールを作るのは無理だと思うが……」

　もっとも、舞の言うことには一理ある。

　それに、晴はる斗との目標は『お兄ちゃんランクＳになること』ではなく、『いい兄に成長し、その結果Ｓランクになって、夏なつ姫きに認めてもらうこと』だ。

　品行方正で杓しやく子し定じよう規ぎなことを言うだけが『いい兄』ではない。少なくとも舞にとっての『いい兄』の条件は、『バカなことに付き合ってくれる人』ではないかと感じる。

　であれば疑ぎ似じ兄あにとして取るべき行動は、常識を語り続けることではなく、野球拳に適度に付き合ってやることだろう。

　紹介所のルールは詳しく知らないが、もしそれが疑似兄妹としてダメなことだったら……後日舞と一緒に怒られるとしよう。

「わかったよ舞。そこまで言うなら、野球拳をやろう」

　その瞬間、舞まいの表情にパッと明かりが灯ともった。

「ありがとうございます！　それでは、さっそくはじめましょう！」

「……本当にこれでいいのか？　野球拳って、女の子がノリノリでやる遊びじゃない気がするんだけど……」

　しかし頭を悩ませている最中、舞が元気に呼びかけてきた。

「いきますよ！　ジャンケン、ポン！」

「えっ、あ──」

　反射的に晴はる斗とが出した手はグー。一方、舞はチョキだった。

「残念……アタシの負けですね。それではまず、上靴を脱がせてください」

「──えっ!?　俺が脱がせるの!?」

「他に誰がいるんですか」

「いや、普通は自分で脱ぐものなんじゃないか？」

「そんなの恥ずかしいから嫌です」

「恥ずかしがるポイントがおかしくない……？　普通は脱がされる方が恥ずかしいのでは……？」

　思わず困惑するが、これは舞の策略であった。

　他人の靴を脱がせるという行為はかなり屈辱的なので、命令されても普通は断る。だが今はゲームの最中であり、しかも晴斗は勝った側。罰ゲームを遂行する必要があるのだから、立場的に断れないのである。

　つまりこの野球拳、勝てば晴斗の服を脱がせられ、負ければ靴を脱がせるよう命じられるという、どっちに転んでも舞がおいしい内容になっているのだ……！

「あっ、そうだ。チマチマ脱ぐのは面倒なので、上靴と靴下は１回負けたら全部脱ぐということにしましょう」

「なんだその新ルール……」

「２人とも上靴と靴下をはいているんだから、どっちかが有利になったりはしないでしょ？」

「たしかにそうだけど、つまり俺は今から舞の靴下も脱がせなきゃいけないのか？」

「はい。そういうルールですから」

「……まぁ靴下ならいい……のか？」

　変な会話を続けたせいで、だいぶ倫理観がマヒしている。

　困惑しながらもソファに座る舞の前にひざまずき、両方の上靴を脱がせた後、靴下を脱がせ始めた。

　舞の肌はすべすべで、美少女の生足に触れているという状況に、名状しがたい背徳感を覚えてしまう。

　しかも目の前には舞まいの膝小僧がある。位置関係的にスカートの中が見えそうで、かなり際どい。絶対に見ないようにしなければ……！

　そんな動揺を敏感に感じ取った舞は、ニヤニヤ笑いで問いかけてくる。

「お兄さま、スカートの中が気になるんですか？」

「気になっているというか、目のやり場に困っているというか……」

「別に見てもいいんですよ？　ほらっ♪」

「こ、こら！　足を広げるな！」

「うふふ。お兄さま、顔が真っ赤ですよ？　アタシのパンツ、見えましたか？」

「見るわけないだろ。俺は靴下しか眼中にない」

「そういう言い方をすると、靴下が大好物の変態さんみたいに聞こえちゃいますね」

「どっちに転んでも変態扱いされるわけか……！」

「でもその様子だと、本当に覗のぞいていないんですね」

　舞は少し残念そうにつぶやいた。

「実はアタシ、今日はスカートの下にスパッツをはいてるんですよ」

「へ、へぇ……」

「というわけで、アタシのスカートの中を見てもいいんですよ？」

「それとこれとは別問題だ」

　力強く断言し、舞の下半身を見ないようにしながら立ち上がった。ようやく両方の靴下を脱がせ終わったのである。

「お兄さま、お疲れ様でした。アタシの上靴と靴下は、今からお兄さまのものです」

「違う、野球拳はそういうゲームじゃない」

　野球拳に詳しいわけではないが、たぶん衣服は脱ぐだけで、所有権が移ったりはしないはずだ。

「冗談ですよ。お兄さまって、本当にからかい甲が斐いがありますね♪」

　舞は笑顔で結構ヒドいことを言った後、真剣な表情になって構える。

「では、ゲームを続けましょう。ジャンケン、ポン！」

　２回目に晴はる斗とが出したのはグー、舞が出したのはパーだった。

「やった！　今度はお兄さまが脱ぐ番ですよ！」

「やれやれ、これで俺も裸足はだしか」

「お兄さまも脱がせてほしいですか？」

「自分で脱げるから大丈夫だ」

「まぁまぁ、遠慮なさらずに♪」

　言うが早いか舞は足元にひざまずき、有無を言わさず上靴と靴下を脱がせ始めた。

　出会って間まもない女の子を見下ろし、靴下を脱がされていると、形容しがたい気持ちが湧き上がってくる。

　なんというか、まるでこの子を征服したかのような……。

　必死にポーカーフェイスを保とうとするが、どうしてもにやけてしまう。

　一方、靴下を脱がせている舞まいも晴はる斗との顔色をチラチラうかがって楽しんでいるので、今の２人はまさにＷｉｎ－Ｗｉｎの関係であった。

　その後、双方が裸足はだしになって行ったジャンケンは晴斗が勝利し、舞がジャケットを脱ぐのを手伝わされた。さらに次のジャンケンでも晴斗が勝利。２連勝である。

「じゃあ次は……スパッツを脱ぎます」

「わかった」

　返事をした直後、晴斗が当然のようにひざまずいたので、舞は悲鳴を上げた。

「ちょっ!?　なにをしようとしているんですか!?　スパッツは自分で脱ぐに決まってますよね!?」

「えっ？　──あっ、そ、そうだよな！　すまん、なんかジャンケンで勝ったら脱がせるっていうのが習慣化されて、つい」

「まさかお兄さま、今アタシがなにも言わなかったら、スカートの中に手を入れるつもりだったんですか？」

「いや、さすがにその前に気づいたと思うけど……」

「お兄さまって、実はちょっと天然なんですか？」

　舞は微笑を浮かべた後、目の前でスパッツを脱ぎはじめる。下着じゃないのだから別に見ても大丈夫だとは思うが、目のやり場に困る……。

「さて、これでスカートの下は生パンになってしまいました」

「もうやめるか？」

「いえ……もう少し続けます」

　舞は心の中で『お兄さまの反応が可愛かわいすぎて楽しすぎるので』と、つけ加えた。

　晴斗はそこから２連敗し、ジャケットとワイシャツを失ってＴシャツ姿になった。ネクタイはジャケットとセットで１枚という考え方らしい。

「お兄さま、あと何枚ですか？」

「上が１枚、下が２枚だな」

「つまり３連勝で全裸……！」

「なんで全裸になるまでゲームが続くことになってるんだよ」

「大丈夫です。撮った写真はアタシが個人的に楽しむだけで、ネットに流出させたりしませんから」

「写真を撮ること前提なの!?」

「さぁ、盛り上がってまいりました！　ジャンケン、ポン！」

　晴はる斗とが出したのはグー、舞まいはチョキだった。

「くっ……ジャンケン、ポン！」

　舞は一刻も早く晴斗を脱がせたくて、ワイシャツを脱ぎながらグーを出した。対して、晴斗が出したのはチョキ。

　こうして舞はＴシャツ姿に、晴斗は上半身裸になった。

「……部屋の中で上半身裸になるのって、ものすごく恥ずかしいな……」

「ぐへへ」

「なんか今、変な笑い方をしなかったか？」

「気のせいです。お兄さまが恥ずかしがる姿を見て、思わず笑みがこぼれてしまっただけですよ」

「それは気のせいとは言わないのでは……」

「さてと。これでアタシは残り４枚、お兄さまは残り２枚ですね。圧倒的有利！」

「これ以上は取り返しがつかなくなりそうだし、もう終わりにしよう」

「出さなきゃ負けだよジャンケンポン！」

「卑ひ怯きような──」

　不戦敗を回避するため、反射的にパーを出した。

　一方、舞はグー。晴斗の勝利だ。

「ぐっ、ぐぐぐぐぐ……！」

「残念だったな。さぁ、野球拳は終わりにしよう。言っておくけど、今負けた分は脱がなくていいからな」

「でも、数の上ではまだアタシの方が有利なのに……！」

「なんでそんなに俺を裸にしたいんだよ……」

　理解不能すぎて困惑していると、突然舞がＴシャツの裾に両手をかけ、まくり上げようとした。

「っ!?　ちょっ、ちょっと待て!!　なんで脱ごうとしてるんだ!?」

「なんでって、ジャンケンで負けたからですけど」

「さすがに女の子が下着姿になるのはマズいだろ！」

　目を逸そらしつつ制止すると、舞は可愛かわいらしいおへそを露出させたところで、Ｔシャツを脱ぐ手を止めた。

「……わかりました。それではＴシャツではなく、下着を脱ぎます」

「──はいっ!?」

「お兄さま、恥ずかしいのでこっちを見ないでください」

「もちろん見ないようにしてるけど、下着を脱ぐってどういうこと!?　そもそもなんでまだ脱ごうとしてるの!?」

　混乱する晴はる斗とを尻目に、舞まいは両腕を自らのＴシャツの中に入れた。

　手早く背中のホックを外し、隙間から水色のブラジャーを取り出して、すばやくバッグの中に隠す。

「お兄さま、こっちを見ても大丈夫ですよ」

「だ、大丈夫って……」

「ほら、１枚脱いだけど、下着姿にはなっていないでしょう？」

「なにそのトンチ……!!」

「さぁ、ゲームを続けましょう」

「野球拳に対する異常なまでの執念……」

　現在の舞は、確認するまでもなく満まん身しん創そう痍いである。身につけている衣服はＴシャツとスカート、それからパンツの３枚のみである。

　そもそも、舞がＴシャツの下になにもつけていないという状況が、ものすごくヤバい。少しでも気を緩めたら、雄の本能に従って視線を落とし、Ｔシャツの出っ張りを探してしまいそうだ……。

　一方の舞は、羞恥心で顔を赤らめながらも、晴斗をもっと困らせたいという一心で、ゲーム続行を決断した。

「今度こそ……今度こそ勝ちます！　神よ！　アタシを祝福して！」

　いくらなんでも大げさすぎる。

「ジャンケン、ポン!!」

　あまりに舞が必死だったので、思わずジャンケンに応じてしまった。

　だが、晴斗が出したのはグーで、舞が出したのはチョキ。

　運命は残酷だった。

「そ……そんな……」

　膝から崩れ落ちる舞。まるで親の死でも知らされたようなリアクションである。

「舞、さすがに懲りただろ？　はい、これで野球拳は終了。言っておくけど、本当にもう脱がなくていいからな？」

「…………」

　温情あふれる言葉をもらった舞は、ゆっくりと立ち上がった。

　かと思うと急に前かがみになり、無言で両手をスカートの中に入れる。

「っ!?　い、一体なにを──」

　なにをしようとしているかは、火を見るより明らかだ。舞はスカートをはいたまま、パンツを脱ごうとしているのである。

　驚きよう愕がくのあまり動けずにいると、目の前でさらに信じられないことが起きる。前かがみになったことで、舞のＴシャツの胸元が大きく開いたのだ。
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　ほんの数秒ではあったが、舞まいの無防備なおっぱいの先端を目撃してしまった。




　……小さめのピンク……。

　あまりの衝撃で、これが夢か現実かわからなくなってきた……。

　一方、舞は水色のパンツを両足から引き抜き、ブラジャーと同じくバッグにしまった。

「……もし次もアタシが負けたら、上半身裸になってしまうわけですね……!!」

　Ｔシャツとスカートの２枚だけになった舞は、恥ずかしそうに服の上から自分の体を抱いた後、天を仰ぐ。

「……さすがにこれ以上は無理です……」

「舞が恥じらいという感情を持っていてよかった……」

　もっとも、羞恥心が発動するのがだいぶ遅かったと思うが……。

「とにかく、今度こそ野球拳は終わりでいいよな？」

「……そうですね。お兄さまはアタシの裸を見てもなんとも思わないんでしょうけど、これ以上脱ぐのは恥ずかしいです」

「…………」

　そういえば、そんな設定だったな。

　正直なところ、こんな美少女に目の前で服を脱がれて、興奮しないわけがない。しかも先ほど、チラッとではあったが、舞まいの裸の胸を見てしまったし……。

　とはいえ、これから疑ぎ似じ兄妹きようだいとしてやっていかねばならないので、優しい嘘うそをつくことにした。

「ああ。舞は疑ぎ似じ妹いもうとなんだし、裸を見てもなんとも思わないよ」
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　その後、晴はる斗とは手早く服を着て、一足先に談話室を出た。自分がいたのでは、舞が下着を身につけられないからな。

「──お兄ちゃん先輩っ!!」

　外に出てドアを閉めた直後、廊下で待ちかまえていた陽ひ奈なが、絶叫しながら飛びかかってきた。

「えっ？　陽奈？　こんなところでなにをしてるんだ？」

「お兄ちゃん先輩がぜんぜん返事をくれないから、どうなってるのか様子を見に来たんですよ!!」

「返事？　……あっ、そういえば今日、授業が終わった後マナーモードを解除するの忘れてたかも」

　すぐさまスマホを取り出してみると、陽奈から11件のメッセージが届いていた。

　面食らいつつ、内容を確認してみる。

『今日は舞先輩と初対面する日ですね。どんな感じの方か、10秒おきに実況をお願いします』

『さっき送ったメッセージが既読にならないので心配です。連絡だけでもください』

『まさかもう籠絡されたわけじゃないですよね!?　どんな状況か教えてください!!』

『いくら舞先輩が美人系だからって、疑似妹と男女の関係になるのは良くないと思います!!』

『なんでお兄ちゃん先輩は美人系がいいんですか!?　もっと可愛かわいい系の魅力を知る努力をすべきだと思います!!』

『今、美人系になるにはいくらくらい整形費用がかかるか調べているところです』

『お兄ちゃん先輩……わたしが悪かったです……お願いだからわたしを捨てないでください……』

『もうあの優しかったお兄ちゃん先輩は、この世に存在しないんですか……？』

『わかりました。お兄ちゃん先輩を殺してわたしも死にます』

『なるべく苦しくない方法がいいですよね？』

『準備ができました。今から会いに行きますね』

　放課後になってから30分ほどの間に、陽ひ奈ながとんでもない結論に達していた。

　スマホの画面からおそるおそる視線を上げると、陽奈はバッグからロープを取り出しているところだった。

「わたし、ロープをこんな悲しい用途で使用することになるとは、思ってもみませんでした……」

「ヤバいヤツじゃねーか」

　舞まいと遭遇させると面倒なことになりそうなので、すぐさまロープを取り上げ、陽奈を連れて階段を上る。

　人ひと気けのない４階の廊下に移動した後、メッセージが未読だったのは本当に気づかなかったからで、舞と男女の関係になどなっていないことを説明した。──もちろん、２人で野球拳をしたことは伏せた上で。

　この弁明を聞いた陽奈は、諸もろ手てを挙げて喜んだ。

「よかったです!!　じゃあお兄ちゃん先輩は童貞のままなんですね!?」

「たしかにそうなんだが、当然のように童貞という単語を発するな」

「あまりになんの反応もなかったから、わたし、てっきり……」

　本気で安あん堵どしたらしく、陽奈は目に涙を浮かべた。

「たった30分反応がないくらいで、そこまでのことを想定するなよ。陽奈は俺を信用してないのか？」

　ちょっと傷ついた口調で問うと、陽奈は慌てて弁解する。

「そ、そんなわけないじゃないですか。わたしはお兄ちゃん先輩のことを信じていましたよ」

「目が泳いでるぞ」

「ロープを持ってきたのだって、単なる雰囲気作りです！」

「ロープを使ってどんな雰囲気を作りたかったんだよ」

「それはほら、お兄ちゃん先輩の手とわたしの手を繋つないで、運命の赤い糸ごっこをしようと思って！　ロープで繋がれた２人は、腕を切断しないかぎり、もう二度と離れることができないんですよ的な！」

「どっちに転んでも頭がおかしいじゃねーか」

「お気に召しませんか？　じゃあ、こういうのはどうですか？」

　陽奈は自分の首にロープを巻きつけ、反対側の先端を手渡してきた。

　さらにその場にひざまずき、こっちを見上げる。

「今からわたしはお兄ちゃん先輩のイヌになります！　ワンワン！　お散歩に連れていってくださいだワン！」

　無理がありすぎる言い訳だったが、イヌ語を使って話す陽ひ奈なは想像以上に可愛かわいらしく、思わず頬ほおがゆるんでしまう。

　それを見た陽奈は、これならいけそうだと判断し、畳みかける。

「わたしは賢いイヌなので、芸をしますワン！」

「じゃあお手」

「ワン♪」

「ジャンプ」

「ワン！」

「おまわり」

「ワンワン！」

　陽奈は晴はる斗との命令に忠実に従い、右手を出したり、その場で飛び跳ねたり、１回転したりする。

　なにこれ楽しい。

「ご主人様、せっかくだからもっと過激な命令をしてほしいワン♪」

「たとえばどんな？」

「ブラジャーとか、パンツとかだワン！」

「ハウス」

「くぅーん……」

　家に帰れと命じたのだが、陽奈はいじけたような表情になり、その場にとどまる。陽奈はイヌになっても変態だった。もっとも、まずイヌになるという発想をした時点でどうかと思うが……。

　ともあれ晴斗は、イヌになった陽奈と接して、可愛い系の魅力を思い知らされたのだった。
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　その日の夕方。晴斗が自室でくつろいでいると、制服姿の夏なつ姫きがやって来て「２人目の疑ぎ似じ妹いもうとはどうだったわけ？」と質問された。

「どうだったと聞かれても、かなり個性的だったとしか答えようがないかな……」

「具体的にどう個性的だったの？」

「…………」

「リアクションに困るってことは、その子とも言いづらいことがあったんだね？」

　夏姫はお見通しのようなので、観念してすべてを話すことを決めた。

　なんかここ最近、夏姫に尋問されるのが恒例行事になってきたな……。

「えっとな、今日はその舞まいって子と、２人で野球拳をしたんだよ」

「なんでお兄ちゃんは警察に捕まってないの？」

「向こうが勝手にやりはじめたんだよ。むしろ俺は止めようとした」

「ふーん……」

　夏なつ姫きは疑わしそうな視線を向けてきたが、事実なのだから仕方ない。

「で、どっちが勝ったの？」

「向こうが薄着になったところで、俺が無理やり終わらせた」

「薄着って、具体的には？」

「Ｔシャツとスカートは身につけた状態だったよ」

「なんだ。大して脱いでないじゃん」

　夏姫は拍子抜けしたようだ。

　まさかその時の舞がノーブラ＆ノーパンだったとは思うまい。

「でも、途中で野球拳を終わらせるって、お兄ちゃんは意志が強いんだね」

「そりゃそうだろ。俺は当然のことをしたまでだ」

　そんな強がりを言ってみたものの、性欲に負けずに済んだのは、兄としての責任感があったおかげだ。陽ひ奈なにブラジャーを見せられた時もそうだったが、疑ぎ似じ兄妹きようだいという関係じゃなかった場合、最後まで我慢できたかは怪しいところである。

　あと、夏姫のために立派な兄になるという目標があるのも、かなり大きい。

　一方夏姫は、晴はる斗とが他の女子からの誘惑を撥はねのけているのは、自分への恋心があるおかげでだろうと勝手に解釈した。

「……お兄ちゃんのこと、信じてるからね」

　夏姫は晴斗の目をまっすぐに見すえ、小声でつぶやいた。

　その後リビングに移動した晴斗と夏姫は、母親からおつかいを頼まれ、２人で一緒に出かけることになった。スーパーで卵が安いので２パックほしいのだが、お１人様１パックかぎりなのである。

「……ねぇお兄ちゃん。こうして２人でスーパーで買い物してると、周囲の人に夫婦に見られたりするかな？」

　スーパーに入ってすぐ、夏姫がカートを押しながら楽しそうに質問してきたが、晴斗はあっけらかんと答える。

「いや、年齢的に、普通におつかい中の兄妹きようだいだと思われるんじゃないか？」

「むぅ……」

　夏姫は面白くなさそうに唇をとがらせた。

「にしても、こうやって夏姫と買い物にくるのも久しぶりだよな。なにかお菓子を買ってやろうか？」

「いらない。いつまでも子ども扱いしないで」

「そ、そうか……」

　冷たくあしらわれ、言いようのない寂しさを覚えた。

　夏なつ姫きは幼稚園の頃、スーパーに入ると同時に必ずお菓子コーナーにダッシュしていくので、晴はる斗とは毎回それを追いかけなければならなかったのだ。

　晴斗にとって夏姫はいつまでも子どもなのだが、当然夏姫も自分と同じスピードで成長している。もうお菓子を買ってあげたくらいじゃ、機嫌を良くしてくれないのか……。

「どうせお金を出してくれるなら、お菓子じゃなくて、入口にある機械がいい。お金を入れてレバーを回すと、カプセルに入ったオモチャがランダムに出てくるヤツ」

「ああ、カプセルトイか」

　ついさっき「子ども扱いしないで」と言った人間がカプセルトイをほしがるのはどうなんだと思ったが、口には出さないでおいた。

　その後、母親から頼まれたものを購入し、マイバッグに詰め終えた晴斗は、夏姫と一緒にカプセルトイコーナーへと移動した。

「あっ！　このネコのぬいぐるみ可愛かわいい！」

　夏姫が指さしたのは、デフォルメされたネコのぬいぐるみのカプセルトイだった。１回３００円で、全５種類。

　スコティッシュフォールド、ベンガル、メインクーン、アメリカンショートヘアという人気のネコが並んでいる中に、なぜかブルドッグがまぎれ込んでいる。このカプセルトイを作った会社の人は、ブルドッグがイヌだということを知らないのだろうか……？

「夏姫はどれがほしいんだ？」

「スコティッシュフォールドかアメリカンショートヘアがいいけど、最悪ブルドッグじゃなければどれでもいい」

「だよなー。じゃあほら、３００円」

「せっかくだから、お兄ちゃんが回してよ。ブルドッグが出た時に文句を言いたいから」

「どういうことだよ……」

　釈然としないものの、拒否権はないようだ。晴斗は嫌な予感がしながらも３００円を投入し、レバーを回す。

　そして見事にブルドッグを引き当てた。

「うーわ。お兄ちゃんクジ運悪っ。可愛い妹のカプセルトイを代わりに回して、普通20パーセントを引くかね？」

「そこまで言う……？　俺は自分の金を使って妹の命令で回しただけなんだが……。でもいらないなら、このブルドッグは俺が持ち帰るよ」

　言い終えると同時に、ブルドッグのぬいぐるみをマイバッグに放ほうり込んだ。

「ちょっ！　ダメ！　その子はあたしのなんだから！」

　夏なつ姫きは悲鳴を上げ、マイバッグを奪い取ろうとする。しかし中には卵も入っているので、乱暴に扱われないよう、咄とつ嗟さに死守した。

「返して！　あたしにカプセルトイ買ってくれるって言ったじゃん！」

「でもブルドッグは嫌なんだろ？　もう３００円やるから、今度は夏姫が自分で回せよ」

「ヤダ！　あたしはお兄ちゃんが運悪く引き当てたブルドッグがいいの！」

「どういうことだよ。いいから３００円を受け取って、今度は自力でネコのぬいぐるみを引き当てろって」

「そのブルドッグじゃなきゃヤダ！　あたしのブルドッグがお兄ちゃんに誘拐されるー！　おまわりさーん！」

「おいこら、大きめの声量でおまわりさんを呼ぶな。お店の人が反応するだろうが」

　などと動揺した隙に、夏姫はマイバッグの中に右手を突っ込み、ブルドッグを奪い取った。

「おー、よしよし。怖かったねブル。これからはあたしがお兄ちゃんの魔の手から守ってあげるからね」

　夏姫はブルドッグのぬいぐるみを両手で大事そうに持ち、目を輝かせて呼びかけた後、嬉うれしそうに頬ほおずりするのだった。
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　晴はる斗とと舞まいが初対面した翌日。

　登校した舞が伊い織おりに後ろから抱きついて胸を揉もみはじめた直後、「疑ぎ似じ兄あにはどうだったわけ？」と質問された。

「最高のお兄さまだったよ！　なにを言っても絶対に怒らないし、困り顔が可愛かわいくてゾクゾクした！」

「ふーん……それでもわたしにセクハラし続けるわけね……」

「だって、伊織には伊織の良さがあるんだもん♪」

「ぜんぜん嬉うれしくない」

「それに、お兄さまとはまだ、背後から胸を揉むような関係にはなれてないし」

「えっ？　いずれはなるつもりなの？」

「そりゃそうでしょ！　お兄さまは揉まれ慣れてないと思うし！」

「たしかに。むしろ一度も揉まれずに一生を終える可能性すらある」

「ぐへへ。お兄さまの初めてはアタシがもらっちゃおうかな～♪」

「それは初めてっていう表現で合ってるのかな……？」

「はぁ……早くお兄さまの胸を揉みたいなぁ……」

「恋する少女みたいな顔で変なことをつぶやかないでよ」

「よし決めた！　今日の放課後の目標は、お兄さまの胸を揉むことにする！　自分の欲望を我慢するのは良くないもんね！」

「舞が女の子で本当によかったよ。性別が逆だったら、通報しなきゃいけないところだからね」

　伊織はジト目で舞を見ながら、肩をすくめた。

「でも、疑似兄と上う手まくいってるみたいでよかったよ」

「伊織、心配してくれてたの？」

「そりゃあ一応、発案者だし。舞が上級生にセクハラしまくってトラウマを植えつけたら大変だとは思ってたよ」

「あ、心配ってそっち？」

「他になにがあるのよ」

「いやほら、アタシがお兄さまから変なことをされるとか」

「たぶん舞は多少変なことをされても、それを糧に生きていけるよ。むしろ新しい性癖に目覚めるかも」

「さすがにアタシ、そこまでクレイジーじゃないんだけど……」

「とにかく、舞まいが過度なセクハラをしてないならよかったわ。ちなみに、昨日は疑ぎ似じ兄あにとどんなことをしたの？」

「野球拳」

「過度なセクハラをしてるじゃん!!」

「え～、普通だよ～。どっちも全裸にはなってないし」

「あ、そうなんだ？」

「うん。アタシがノーブラノーパンになったところでやめた」

「舞って頭のネジが外れてるの!?」

「限界露出っていう新しい性癖に目覚めた」

「十分クレイジーじゃん……」

「うへへ、今日も放課後にお兄さまと会うことになってるんだよね～♪　次はどうやって困らせようかな～♪」

　舞はその日の授業中ずっと、晴はる斗ととどんなことをするかを妄想して過ごした。

　そして導き出された結論が、放課後の談話室にて発表されることになる。
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「お兄さま！　今日はアタシとおままごとをしましょう！」

「……えっ？　なんで？」

　放課後に談話室で対面してすぐ、舞から突飛すぎる提案をされ、目を丸くした。

「兄妹きようだいって普通、おままごとをして遊ぶじゃないですか？　だからです！」

「いや、おままごとは小学校低学年くらいで卒業するんじゃないか？　俺も最後にやったの、妹が幼稚園くらいの時だったと思うし」

「でも、お兄さまは妹さんと知り合って間まもない頃、おままごとをして親睦を深めたんですよね？」

「その言い方は色々と語弊がある気がする。妹は物心がついた時には横にいたから知り合ったって感じじゃないし、親睦を深めるって目的があったわけではない」

「でも、おままごとをして仲良くなったんですよね？」

「まぁ結果としてはそうかもしれないけど……」

「つまり、おままごとを拒否するってことは、アタシとは仲良くなりたくないっていう意思表示になりますよ？」

「なにその被害妄想」

「というわけで、やりましょう！」

「……仕方ないな。絶対にやりたくないわけじゃないし、付き合うよ」

「やったー！」

　舞まいは諸もろ手てを挙げて喜んだ。頭上にある銀色のお団子が楽しげに揺れる。

「それじゃ、アタシは大酒飲みで亭主関白で浮気性な夫を演じますね！」

「なんでわざわざダメ人間を演じる必要が？」

「アタシは純粋で従順な女の子なので、自分とは真逆の人間を演じてみたいんです！」

「舞には今すぐ『純粋』と『従順』の意味を辞書で調べることをオススメしたい」

「お兄さまはアタシの妻を演じてください！　よろしくお願いします！　アタシが酔っ払って家に帰ってくるところから演技スタートですよ！」

「ちょっ、まだ心の準備ができてないんだが──」

　しかしこの制止は無視され、舞はいったん廊下に出た後、すぐにまた談話室に入ってきた。

「ただいまー！　亭主さまのお帰りだぞー！」

　舞は酔っ払った演技をしながら、大股で歩み寄ってきた。仕方がないので裏声で返事をする。

「お帰りなさい、あなた」

「おう、オレの妻。今日もいい体してやがるじゃねぇか。ちょっと触らせてくれよ」

　言うが早いか舞はすばやく後ろに回り込み、背後から胸を揉もんできた。

「ちょっ!?　いきなりなにをするの!?」

「ぐへへ、自分の妻の胸を揉むのに理由なんかいらねぇだろ」

「ちょ……やめ……!!」

「ぐへへへへ。ほらほら、どんな顔で胸を揉まれてるのか、見せてくれよ」

「変態！　変態がいるわ！」

「どの家も夫婦ってのはこんなもんだよ！　お前の両親も子作りの時はこうやって交わったのさ！」

「嫌なことを想像させないで！」

　甲高い悲鳴を上げて身をよじるが、舞は逃がさないよう両手に力を込めた上、体を密着させてきた。

　必然的に、背中にやわらかい感触が伝わってくる。

「──っ!?　ちょっと待て舞！　いったんストップ！」

「素に戻っちゃダメだよお兄さま～♪　おままごとは始まったばかりなんだから～♪」

「そうじゃなくて……俺の背中に胸が当たってるから!!」

「──えっ!?」

　指摘を受けた舞は、いつの間まにか自分が胸を押しつけていたことに気づき、すぐさま飛とび退のいた。胸を揉むことに夢中で、ぜんぜん気づかなかったのだ。

　舞まいは両手で胸を押さえ、頬ほおを赤らめながらジト目を向けてくる。

「……変態。エッチ。スケベ」

「それはこっちのセリフなんだが……よくわからないまま胸を揉もまれたし……」

「お兄さまに文句を言う権利はありません。アタシが胸を揉むのはいいけど、お兄さまがアタシの胸に触るのはダメじゃないですか」

「メチャクチャすぎる理屈だし、そもそもそっちが勝手に密着してきたんだろ」

「それに関しては不覚でした。胸を揉むのに夢中で、我を忘れてしまいました」

「俺の胸を揉んでなにが楽しいんだよ……」

「胸を揉まれている時のお兄さま、最高に可愛かわいいんです♪」

　舞は恍こう惚こつの表情で答えた後、補足説明を開始する。

「言い忘れていましたが、アタシ、実は変態なんです」

「いや、それは言われるまでもなく察してたけど」

「他人の困り顔を見るのが大好きなんです♪　ちなみにクラスでは、友達の胸を揉んだり、スカートをめくったりしています」

「ただの迷惑なヤツじゃねーか」

　できることなら舞と同じクラスになりたい。

「もちろん、クラスが女子だけだからできることなんですけどね。アタシは良識ある変態なので！」

「その２つの単語の組み合わせを初めて聞いたんだが……。良識とは……」

「具体的には、その人が困りはするけど嫌がりはしないギリギリのラインのセクハラをする変態なんです」

「えっ？　俺は胸を揉まれることを嫌がらないって判断されたの？」

「嫌だったんですか？」

「……まぁ、許容範囲ではあったかな」

「なるほど！　では今後もちょくちょく揉むことにしますね！」

「しまった！　嫌がっておけばよかった！」

「……ところでお兄さま。これからアタシたちが関わっていく上で、大事な質問があるのですが……」

　舞は急にしおらしくなったかと思うと、モジモジしながらこんな質問をぶつけてくる。




「おちんちんに触らせてもらうことって可能でしょうか？」




「ダメに決まってるだろ!!」

「やっぱり？　お兄さまがどんな反応をするのか、すごく興味があるんですが……」

「できることなら今すぐここから逃げ出したい」

　だが舞まいは妹なので、兄として目を背けるわけにはいかない……!!

「わかりました。それではおちんちんは諦めますので、どこまでなら触っても問題ないか、今から確認させてもらってもいいでしょうか？」

「なにその恐ろしい提案？　俺としては全部触っちゃダメってことでいいんだけど」

「ですがお兄さまは先ほど、胸を揉もまれたことについて『許容範囲ではあった』と言いましたよね？」

「１分前の俺のアホ……!!」

「というわけで、今からお兄さまの頭部から順番に触っていきますので、限界だと思ったら制止してください」

　そう宣言した舞は、返答を待たず、頭頂部を目がけて両手を伸ばしてきた。

　そのまま有無を言わさず、額、眉毛、鼻の順に優しく触れていく。そして唇の周囲に触れた後で耳を経由し、首の辺りまで下りてきた。

「うはっ……こそばゆい……!!」

　思わず顔をゆがめて変な声を出すと、舞はニヤニヤと笑う。

「お兄さまって、くすぐったがりなんですか？」

「そうみたいだな……俺も今知った……」

「ほれほれ、ここがいいのか～？」

「セクハラ親父おやじみたいな声を出すな」

　思わず両手を払いのけたが、舞はめげない。

「では次は胸に触りますね」

「胸はさっき触っただろ。１日１回までにしてくれ」

「なんですかその独自のルール」

「俺だって作りたくて作ったわけじゃないよ」

「わかりました。では胸は諦めて、お腹なかに触ります。こちょこちょ～」

　しかし、特にくすぐったくなかった。

「あれっ？　お腹は大丈夫なんですか？」

「そうみたいだな」

「なんだ、つまらない。じゃあもうちょっと下に──」

「下腹部に触れたら警察を呼ぶ」

「……わかりましたよ。じゃあふとももにしておきます」

　舞の手が腹からふとももにワープしたが、ここもくすぐったくはない。

　膝から下も同様で、舞はつまらなそうに口をとがらせる。

「今回の検証により、お兄さまが可愛かわいい反応をするのは首と胸を触った時だけだということがわかりました」

「俺が悪いわけではないが、微妙な結果になってしまって、なんかごめん」

「いえいえ、大丈夫です。では気を取り直して、次は後ろ側を触らせてください。具体的にはおしりを──」

「いや、しりはアウトだろ」

「えー！　そんなことないですよ！」

「それを決めるのは舞まいじゃなく俺なのでは？」

「試さずに想像で決めつけるのは良くないと思います！　実際に触られてみたら大したことなかったってなるかもしれませんよ!?」

「どんな状況だよ。とにかくダメだ」

「そう言われると余計に触りたくなるのが変態の性なんです！」

「厄介すぎる人間性だな」

「というわけで、ちょっとくらいなら触ってもいいですよね！　アタシは可愛かわいい妹なんですから！」

　舞が勝手なことを言いながら気合いのこもった張り手をくり出してきたので、反射的に両手首を掴つかんだ。

　舞は必死に逃れようとするが、力では勝てない。

「ぐぬぬぬぬ……」

「舞、諦めろ。俺のしりに触ることは不可能だ」

「嫌です……絶対に諦められません……!!」

「さっきは『良識ある変態』だって自己紹介してなかったか？」

「女の子に対してはそうなんですけど、お兄さまを前にすると、なぜか冷静ではいられなくなってしまうんです……!!」

「なにその迷惑な性質」

「喜んでください！　お兄さまだけが特別なんですよ？」

「ここまで嬉うれしくない特別扱いがこの世に存在するとは思わなかった」

「ていうか卑ひ怯きようですよお兄さま！　両手を封じられたら、年齢的にも性別的にもアタシは不利じゃないですか！　これじゃあ力ずくで触れない！」

「兄妹きようだいっていうのはそういうものだ。妹が兄に勝ちたければ、戦略を考えないといけないんだよ」

「つまり、問題に直面した時の対応力が問われるわけですか……」

「ああ。妹は力では勝てない相手に何度も挑み続けることで、不屈の精神が養われるわけだな」

　なぜかセクハラされかけている状況で、舞の成長を促しはじめた。

「ちなみに、この状況を打破する戦略は思いつきそうか？」

「そうですね……。今のアタシが自由に動かせるのは頭と両足のみ。となれば頭突きかキックで対抗するしかないでしょうが、身長差があるので、アタシの頭突きはお兄さまの頭部に届きそうにありません。かといってお兄さまを蹴るのは抵抗があります。なんとか拘束を解く方法はないものか──」

　舞まいは真剣に作戦を考えながら、何なに気げなく右足を持ち上げた。

　すると舞の膝が偶然、正面に立つ晴はる斗との股間をかすめた。

「おあっ──」

　その瞬間、未知の感覚が全身を貫いた。

　思わず両手を離し、舞から距離を取る。

「？　お兄さま、急にどうしたんですか？」

「い、いや、なんでもない」

「それにしては反応がおかしいです。もしやアタシ、なにか粗相をしましたか？」

「粗相というか……。ちなみに舞、今自分の膝がどこに当たったかわかっているか？」

「すみません、見てなかったからわかりません。お腹なかですか？」

「そうか、わからなかったならいいよ」

　うやむやにしようとしたが、舞は考えを進める。

「いえ、ちょっと待ってください。お兄さまの身長から考えて、アタシの膝がお腹に当たるというのは不自然です。となると計算によって導き出される箇所は──」

　そこまで言ったところで、舞は青い瞳を大きく見開いた。

「まさか!?　おちんちんですか!?」

「恥ずかしいからあんまり大きい声を出さないで」

「やっぱりそうなんですね!?　思い返してみると、膝に伝わってきた感触は、お腹にしては妙にやわらかかったですが……」

「感触を思い出すな」

「申し訳ありません……痛かったですか？」

「いや、ちょっとかすっただけだから、痛くはなかったんだけど……」

「じゃあなんで悲鳴を上げたんですか？　……まさか、気持ちよかったとか？」

「そ、それは断じて違う！」

「あはは、そうですよね。妹におちんちんを蹴られて快楽を得るなんて、アタシと同レベルの変態さんですもんね」

「…………」

　恥ずかしさのあまり、なにも言えなかった。

　まさか自分が、舞と同レベルだなんて……。

　一方、晴はる斗との悩ましげな表情を見て、舞まいは呼吸が荒くなる。

「はぅぅ……！　今のお兄さま、とっても可愛かわいいです……！　見てると胸がキュンキュンします……！」

「勝手にキュンキュンしないでくれないかな……」

「こんな表情を見せられちゃったら、アタシ、もう我慢できません……！」

　舞は桃色の吐息を漏らした後、こんな願い出をしてくる。




「これからも時々、お兄さまのおちんちんを蹴っていいでしょうか？」




「そんなの許可するわけないよね!?」

「でも、１回蹴られるのも２回蹴られるのも同じじゃないですか？」

「俺の理解を超えた概念を提唱しないで」

「ちゃんと加減しますから！」

「そういう問題じゃない。とにかくもう二度と蹴るんじゃないぞ」

「そうですか……残念です……」

　舞は小声でつぶやいた後、ポッと頬ほおを赤らめる。

「ですがアタシ、今の騒動でお兄さまを少し近くに感じられました」

「俺は逆にどんどん舞がわからなくなっていくよ」

「それはおかしいですね。実の妹さんにおちんちんを蹴られて、親密度が高まったことはないんですか？」

「あるわけないだろ」

　そんな方法で絆きずなを深める兄妹きようだいは嫌だ。





　　　　♂　♀　♀　♀






　晴斗が本気で恐怖を覚えたところで本日の活動は終了となり、家路についた。

　だが帰宅して間まもなく、今日も夏なつ姫きが部屋に乗り込んできた。休息の時が訪れるのは、まだ先のようだ。

「それじゃあ、話を聞かせてもらいましょうか」

　夏姫はベッドに腰かけて足を組み、尋問を開始する。

「前回野球拳をした疑ぎ似じ妹いもうとと、今日はどんなことをしたわけ？」

「おままごとをした」

「おままごと!?　高１と中３が!?」

　今日も想定外の返答をされたため、夏姫は驚きの声を上げた。

「な、なんでそんなことになったわけ？」

「よくわからないけど、疑ぎ似じ兄妹きようだいとして親睦を深めるためじゃないかな？　夏なつ姫きも小さい頃によく俺とおままごとをしただろ？」

　自分の推測を話した途端、夏姫は口をとがらせた。

　……おままごとは２人の大事な思い出なのに、他の女とやるなんて、絶対に許せない。今すぐお兄ちゃんのおままごとに関する記憶を上書きしなきゃ……!!

「それじゃあお兄ちゃん、あたしたちも久しぶりにおままごとをしよっか」

「えっ、なんで？」

「あたしは品行方正な新妻で、お兄ちゃんは浮気性のダメ夫の役ね」

「配役が理不尽すぎる」

「はい、スタート。それじゃあ今から、旦那さまの浮気に対する制裁をしていくね♪」

　夏姫は邪悪な笑みを浮かべて立ち上がり、漆黒の髪を揺らしながら、ゆっくりとこちらに歩み寄ってくるのだった。
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　舞まいと疑ぎ似じ兄妹きようだいになって２日目の夜。晴はる斗とはふと、これまでまったく試験運用の報告書を提出していないことに気がついた。

　カレンが催促してこないので、甘え続けてしまったのである。

　しかし、報告書を出さなければお兄ちゃんポイントが加算されず、ランクを上げることができない。

　もっとも、陽ひ奈なや舞と行ったことをそのまま報告したら、大変なことになるのは目に見えている。下へ手たしたら、ポイントがマイナスになるかもしれない……。

　とはいえこのままではマズいので、陽奈と舞にスマホで助けを求めることにした。

　２人はとても協力的で、連絡してから10分ほどで、活動報告書の原案を送ってきてくれた。

　しかし、陽奈は宝くじに当たったという嘘うそを書いていたり、出しゆつ産さん欲よくという聞いたことのない欲望を発揮していた。舞の原案も同レベルで、途中からセクハラ計画書という謎の展開になっている。

　問題が多すぎて、全ボツにするしかない。

　その後、晴斗は１晩かけ、当たり障りのない報告書を３部、完成させた。

　翌日の放課後、提出のために事務室に向かう。

　室内に入ると、中にはカレン１人だけがいて、書類をチェックしているようだった。カレンは一挙手一投足が優雅で、書類に目を通す仕草にすら気品がある。

　……うーん。それにしても、やっぱり誰かに似ている気がする……。学園長ではない誰かに……。

　無言で首をかしげていると、カレンが書類から顔を上げた。

「こんにちは。舞ちゃんと疑似兄妹になって今日で３日目だけど、どんな感じかな？」

「そうですね……。かなり個性的ではありますけど、なんとかやれています」

「よかったわ。仲良くしてあげてね。……それで、ちょっとは常識というものを教えてあげて」

「割と難問ですが、頑張ります。舞がこのまま大人になったら大変なので、俺がなんとかしないと……」

「うんうん。『情けは人のためならず』って言うしね。実は舞ちゃんにも晴斗くんの感想を聞いてみたんだけど、好評だったよ」

「──えっ？」

　カレンが何なに気げなく発した言葉に、晴斗は引っかかりを覚えた。

「うん？　舞まいちゃんに好印象だったのが、そんなに意外だった？」

「いえ、そこじゃなくて……」

「そこじゃなくて？」

「…………」

　反問された晴はる斗とは、しばらく黙考した後、こう切り出す。

「すみませんカレンさん。もう一度、『情けは人のためならず』って言ってみてもらえませんか？」

　あまりに突拍子もない願い出をされ、カレンは困惑する。

「別にいいけど、なんの意味があるの？」

「なぜかはわからないんですけど、今、なにか違和感を覚えたんです。なのでもう一度言ってもらえたら、違和感の正体がわかるかもしれないんです」

「なにその変な理由……。『情けは人のためならず』って言えばいいの？」

　──その瞬間、晴斗の全身に稲妻が走った。

　そして目の前にいるカレンの顔をまじまじ見て、とんでもない事実に気がついた。




「もしかしてカレンさんって、１年くらい前に俺と会ったことありませんか？」




　しかしカレンには心当たりがないようで、茶色い瞳をパチクリさせる。

「１年前？　なんのこと？」

「カレンさん、俺が電車に置き忘れたスマホを手渡すために、一緒に駅に降りてくれましたよね？　それで俺に『情けは人のためならず』って言いましたよね？」

「あっ──!!」

　その瞬間、カレンはわかりやすく動揺した。

　しかしすぐにポーカーフェイスになる。

「そ、そんなの知らないな～。人違いじゃないのかな～」

「いえ、間違いないです。髪の色が変わってるから、まったくわかりませんでした。ていうか１年前とは雰囲気もぜんぜん違いますよね？　あの時は違う学校の制服を着ていましたし──」

　そんな感想をつぶやいた刹那、カレンの茶色い瞳が一気に鋭くなる。

「……そっか。気づいてしまったんだね。私の秘密を知られてしまったからには、もう晴斗くんを生かしておくわけにはいかないよ」

　カレンは冷たく宣言し、おもむろに立ち上がった。

「ちょ、ちょっと待ってください。いったいなにを……!?」

「私が休日にギャルのコスプレをしていることは、誰にも知られてはならないの。だからごめんね、晴はる斗とくん」

「い、いやいや、ギャルのコスプレくらい別にいいじゃないですか。そもそもギャルのコスプレってなんなのかよくわかりませんけど……」

「私は学園長の娘として、品行方正で謹きん厳げん実じつ直ちよくなイメージを崩すわけにはいかないのよ。なのにまさか、過去にギャルの姿であなたと遭遇していて、しかも正体を見抜かれてしまうとはね」

「誰にもしゃべりませんから、命だけは助けてください」

「信用できないわ」

　カレンは冷酷に言って、どんどん距離を縮めてくる。

　やがて、壁際に追いつめられてしまった。

　カレンは両手で晴斗のネクタイを掴つかむ。

　これでもう、いつでも首を絞めることができるわけだ。

「自分で言うのもなんだけど、私はこの学園でかなり人気があるのよ。私の思いどおりに動かせる人間はたくさんいる。だからこの場を切り抜けたとしても、意味はないよ」

「……ゴクリ」

　思わず生唾を飲む。少し前に夏なつ姫きからされた「姉あね崎ざきさんには同性の熱烈なファンが多いから、気をつけてね。変なことをしたら、後ろから刺されるかも」という忠告が、頭の中でよみがえったのだ。

「たとえ抵抗しても、無駄に苦しむだけよ。いさぎよく私に命を差し出しなさい」

「ま、待ってください。そんなにイメージが大事なんですか？」

「当たり前じゃない。……まぁ、私が感じている重圧は、晴斗くんにはわからないだろうけどね」

　カレンはそう言って悲しげに笑った。美しい笑顔だった。

「さて、晴斗くん。最後になにか言い残すことはあるかな？」

「……冥土の土産に教えてください。なんで隠れてギャルのコスプレなんかしているんですか？　趣味がコスプレでも、なにも問題ないじゃないですか」

「別にいいけど、大した理由じゃないわよ？」

　カレンは自嘲した後、至近距離で説明をはじめる。

「さっきも言ったけど、私は学園長の娘としてのイメージを崩すわけにはいかないという重圧を抱えているの。

　私は中等部に入学した直後から、精力的に学園改革を進めた。理不尽に耐えている者たちの声に耳を傾け、時代に沿わない学則を撤回させ、強者のために存在している制度を破壊した。

　改革を進める過程で、たくさんの人の汚い部分を見た。けれど私は負けなかった。すべては正義のため、この学園をよくするためだと信じていたから。

　頑張った結果、みんなが私を賛美してくれた。最初は気持ちよかった。でも徐々に周囲の期待が、プレッシャーとして私にのしかかるようになった。

　しかも、私の行動は支持者だけでなくアンチも生んだ。『あの子は学園長の娘だから』なんて陰口を叩かれるようになったの。

　もちろんこの指摘を否定することはできないわ。私が成し遂げた功績はすべて、親の七光りのおかげで実現したものだから。

　私の精神は、徐々に荒すさんでいった。けれど私には学園長の娘としての立場と、改革者としての責任がある。誰かに弱った姿を見せることはできず、学園内では常に気を張って、優等生の演技をしなきゃいけない。

　そんなある日、ネットでコスプレに関するニュースを読んだの。そこには、コスプレをしている間は理想の自分になれて楽しいと書いてあったわ。

　それで私は、ためしに自分の部屋で、ギャルのコスプレをしてみることにした。周囲の目を気にせず自分を貫く彼女たちは、私の理想の姿だったから。

　半信半疑だったけど、実際に派手な格好をしてみたら、本当に肩の荷が下りた。だからそれ以来、私はちょくちょくギャルのコスプレをするようになったの。

　そのうち気が大きくなって、コスプレしたまま外出するようになった。もっとも、知り合いにバレたら困るから、なるべく目立たないように行動していたんだけどね」

「そんな時に、俺が電車にスマホを忘れてしまったわけですね」

「まさかあの中学生が晴はる斗とくんで、１年後に私の前に現れるなんてね。ものすごい偶然だよ」

「……あの時、カレンさんから言われた『情けは人のためならず』という言葉のおかげで、俺は立ち直ることができました。あなたにだったら殺されても文句はありません」

「そっか……残念だよ。晴斗くんみたいな好青年を、口封じのために殺さなきゃいけないなんて」

「仕方ないですよ。俺はカレンさんと、信用してもらえるような関係を築けなかったんですから」

「そうだね。本当に残念だよ……」

　カレンは悲しそうな表情になり、晴斗のネクタイを握る手に力を込めた。

　直後、こんな提案をしてくる。




「ただし、もし晴斗くんが私のお兄ちゃんになるというなら、話は別だよ」




「──えっ？　俺がカレンさんのお兄ちゃんに？」

「そう。晴はる斗とくんは年下に対しては尋常じゃなく親切になる。だから私を妹だと認識した上で秘密を守ると誓うのであれば、口約束であっても信用できると考えているのだけど、どうかしら？」

「で、でも、カレンさんは年上ですし……」

「話は変わるけど、私、毎年成人式のニュースを観るたびに思うことがあるの」

「──はいっ？　急になんの話ですか？」

「ああいう時に騒いで問題を起こす人間は、精神的に未熟で、大人になりきれていないんじゃないかな？　人間の精神の成長速度が一定ではないことを示すいい例だよ」

「……なんでこのタイミングでそんな話を？」

「私が言いたいのは、私は晴斗くんより１年早く生まれたけど、精神的には晴斗くんより幼い可能性は否定できないということよ」

「な、なるほど……。肉体的にはお姉さんだけど、精神的には妹ということですか」

「そうそう。だから私は今日から晴斗くんの疑ぎ似じ妹いもうとになる。どうかな？」

「いけそうな気がしてきました」

「いけそうなの!?」

　自分で言い出したくせに、カレンは思わずツッコミを入れた。

　こうしてカレンは、今日から晴斗の疑似妹になったのだった。
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「結婚相談所で１番いい異性と知り合う方法を知ってる？　結婚相談所で働くことだそうよ。スタッフになればお給料をもらいつつ、たくさんの異性の最新情報を手に入れられるからね」

　カレンは晴斗のネクタイから手を離した後、いたずらっ子のように笑った。

「陽ひ奈なちゃんと舞まいちゃんからの報告を聞いて、私も晴斗くんの疑似妹になりたいなーって思ってたんだよね。というわけで、私は今から職権乱用して、晴斗くんと疑ぎ似じ兄妹きようだいになります」

「さっきは勢いでＯＫしましたけど、本当に大丈夫なんですか？」

「紹介所は学園非公式の組織だし、最高責任者は私なんだから、問題ないでしょ。誰かに文句を言われたら、今回は特例で、私自ら試験運用に参加するって理屈でごまかすことにするわ」

「そうですか……。ちなみに一応確認しておきたいんですけど、さっき俺を殺そうとしたのって、冗談だったんですよね？」

「冗談には見えなかった？」

「もし本当に首を絞められたら、顎にアッパーをぶち込む準備をしていました」

「ヒドッ。女の子にアッパーって」

「殺そうとしてくる人に、性別は関係ないでしょ」

「たしかに。もちろんさっきのは全部冗談だから、安心して。ああいうサスペンス映画みたいなノリ、１回やってみたかったんだよね」

「わかります。俺も思わず乗っちゃいましたし」

「ただし、私の思いどおりに動かせる人間は本当に存在するから、コスプレの件は口外しない方が身のためだよ」

　カレンはそんな軽口を叩たたいたが、あまりに心外なので、はっきり言っておこう。

「口外なんて、するわけないじゃないですか。今日からカレンさんが妹になるというなら、なおさらです。俺は今後なにをされようと、一生カレンさんの味方です。カレンさんの表に出せない不満や不安を、兄である俺にぶつけてください」

　力強く宣言すると、カレンは一瞬だけ驚いた後、笑顔になる。

「頼もしいね。優しさだけでなく、妹を正そうとする強さもある。さすが陽ひ奈なちゃんと舞まいちゃんが認めたお兄ちゃんだ」

「当然です。お兄ちゃんランクＳ、目指してますから」

「そうだったね。それじゃあ、今から私は疑ぎ似じ妹いもうとになったわけだし、お互いの呼び方を変えようか」

「今までどおりじゃダメなんですか？」

「ダメに決まってるでしょ。まず、私のことは『カレン』って呼び捨てにして。敬語も禁止」

「……妹の頼みなら、仕方ないな。わかったよ、カレン」

　呼び捨てにされたカレンは、感動したように身を震わせた。

　学園長の娘ということでカレンは周囲の人間から常に気をつかわれており、呼び捨てにされる機会がほとんどないのだ。ましてや年下の男子から呼び捨てにされたのは生まれて初めてだ。

「うん、素直でよろしい。ちなみに私は今後、晴はる斗とくんのことを『晴斗おにーちゃん』って呼ぶようにするね」

「好きにしてくれ」

「嬉うれしいなぁ。私、ずっとお兄ちゃんがほしかったんだよね。しかも晴斗おにーちゃんは私の本性を知ってるわけだから、気をつかわなくていいし」

「ああ。俺の前では優等生の仮面をつけなくていいぞ」

「晴斗おにーちゃんは言うことがいちいちカッコイイなぁ……。今後は年下だってことは忘れて、晴斗おにーちゃんに全力で甘えちゃおっかな～」

　楽しそうに今後の計画を立てていたカレンは、そこであることに気づいた。

「……ちなみにさ、私が晴はる斗とおにーちゃんと１年前に会っていたって知って、気づいたことがあるんだけど……」

　カレンは少し言いづらそうにした後、思い切ってこう口にする。




「晴斗おにーちゃんがこの前言っていた好きな年上のタイプって、私のことだよね？」




　この指摘を受け、先日の自分の発言を思い返す。

　──身長は高めで、細身。髪が長い。可愛かわいい系より美人系。包容力があって、他人のミスを責めない。いいことをした時はちゃんと褒めてくれる。

　恥ずかしくて死にそうだった。

　言われてみれば、理想の年上として思い浮かべたのは、ギャルのコスプレをしたカレンだったのだ。

「ち、違いますよ！　アレは疑ぎ似じ姉あねのタイプを答えたのであって、好きな女性のタイプじゃありません！」

「あはは。動揺するあまり敬語になってるよ、晴斗おにーちゃん？」

「……動揺なんかしてない」

「うふふ。それじゃあそういうことにしておこうかな」

　カレンは勝ち誇ったような表情で笑った。

　──と、ちょうど話がまとまったところで、廊下からこちらに駆け寄ってくる足音が聞こえてきた。

「お待たせしましたお兄ちゃん先輩！　帰りのホームルームが長引いてて、ようやく解放されたんです！」

　事務室のドアが開くと当時に、陽ひ奈なが元気よく部屋に飛び込んできた。

「さぁ、今日こそはわたしと楽しく遊びましょう！」

「ごめん陽奈ちゃん。晴斗おにーちゃんは今日、私と過ごすことにしてもいいかな？」

「なにを言い出すんですか!?」

　笑顔で入ってきた陽奈は急すぎる展開に衝撃を受け、悲鳴を上げた。

「わたしの待ちに待ったチャンスタイムを奪わないでください!!　ていうか、晴斗おにーちゃんってなんですか!?　お兄ちゃん先輩とカレン先輩の間に血のつながりはないですよね!?　しかもカレン先輩って年上ですよね!?」

「実はね陽奈ちゃん。たった今、私も晴斗おにーちゃんの疑ぎ似じ妹いもうとになったんだよ」

「意味がわからないんですけど!?　年上なのに妹になるって、どういうことですか!?　なにがどうなってそんなことに!?」

　説明を求められた晴はる斗ととカレンは、困ったように顔を見合わせる。もちろん、恩人のギャルの正体がカレンであったことを教えるわけにはいかない。

　疑ぎ似じ妹いもうとである陽ひ奈なに嘘うそをつくのは心苦しいが、ここは適当にごまかすしかない。

「俺もよくわからないけど、急にカレンが、自分も試験運用に参加するって言い出したんだよ」

「カレン!?　いつの間まに呼び捨てする関係になったんですか!?」

　嘘の言い訳をしたところ、陽奈は別のところに引っかかった。

「あーいや、これは疑ぎ似じ兄妹きようだいになったんだから呼び捨てにしてくれって言われただけで……」

「付き合うことになったわけじゃないんですよね!?」

「そんなわけないだろ。どんな急展開だよ」

「それならいいですけど……前に言ってたお兄ちゃん先輩の好きな女性のタイプって、カレンさんそのものなんですよね……」

　陽奈はそう言って、恨みを込めた金色の目でこっちを見た。

「な、なに言ってるんだよ。アレは希望する疑ぎ似じ姉あねのタイプを答えたのであって、好きな女性のタイプじゃないよ」

「ふーん……」

　陽奈はぜんぜん納得していないらしく、ジト目をやめない。

「というわけで、陽奈ちゃん。今日は晴斗おにーちゃんを私に譲ってくれないかな？」

「無理です!!　断固拒否します!!」

「そっか、わかった。それじゃあ、どっちが今から晴斗おにーちゃんと遊ぶのかを、ジャンケンで決めましょう」

「嫌です!!　わたしが負けるかもしれないじゃないですか!!」

「……なにこの子、すごいワガママ……」

　思わず絶句するカレン。

　しかし直後、妙案を思いついた。

「よーし、わかった。そこまで言うなら私、晴斗おにーちゃんの疑似妹になるのは諦めるわ」

「えっ？　やめるのか？」

　驚きのあまり、晴斗は反射的に聞き返した。

　一方、陽奈は目を輝かせて同意する。

「ナイス判断です！　わたしもそれがいいと思います！」

「そのかわり、私は今から、お兄ちゃんを誘惑することにするね」

「──えっ!?」

「疑ぎ似じ兄妹きようだいにならないなら、私は晴はる斗とくんと恋愛できるんだもんね。さっき陽ひ奈なちゃんが言ってたように、晴斗くんの好きな女性のタイプって、私そのものだし」

　カレンはそう言いながら、晴斗の右腕に抱きついてきた。二の腕がやわらかい幸せに包まれる。

「私、年下の男の子と付き合うのが夢だったんだよね。晴斗くんは優しいから、私の言うことをなんでも聞いてくれそうだし」

「お、おい、カレン──」

「ちょっとお兄ちゃん先輩！　鼻の下を伸ばさないでください！」

「の、伸ばしてないよ？」

「ごまかさないでください！　カレン先輩に抱きつかれて嬉うれしいっていう感情が、顔に出まくっていますよ！」

　陽奈は文句を言いながら晴斗の左腕に巻きつき、胸を押しつけてきた。

　陽奈の胸は小さいながらもやわらかく、必死に自己主張している。しかしカレンの胸に比べてしまうと、攻撃力が低い──。

「お兄ちゃん先輩！　わたしが抱きつく前と表情が変わってないです！　もっと嬉しそうにしてください！」

「ご、ごめん」

「陽奈ちゃん、これは男として当然の反応よ。私とあなたでは、持っている武器の性能が違うんだから」

「うぐっ……」

「これでわかったでしょ？　私が本気を出せば、晴斗くんを籠絡するのは簡単なの。というわけで陽奈ちゃん、私が晴斗くんを口説いてもいい？」

「ぐぬぬぬぬ……」

　挑発された陽奈はしばらく唸うなっていたが、カレンは恋のライバルとして強敵すぎる。

　結局、大人しく白旗を揚げることにした。

「……わかりました。わたしは大人しく帰るので、カレンさんは予定通り疑ぎ似じ妹いもうとになって、今日はお兄ちゃん先輩と遊んでください」

「そっか、ありがとう」

　カレンは納得し、すぐさま晴斗から体を離した。実はカレンは男性経験がまったくなく、抱きつくのは結構恥ずかしかったのだ。

　一方、晴斗の鼻の下が元の長さに戻ったのを見届けた陽奈は、不満そうにしながらも撤退していった。

「……それじゃ、今から私の家に行こっか」

　事務室に静けさが戻った直後、カレンがあっけらかんとそんな提案をしてきた。

「へっ？　なんでカレンの家に？」

「それは内緒」

「談話室じゃダメなのか？」

「うん。……談話室じゃできないことを、しようと思ってるから」

　カレンはそう言って、恥ずかしそうに目を伏せた。

　さらに、小声でつけ加える。

「大丈夫。私のパパとママ、いつも帰りが遅いから」
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　こうして訳がわからぬまま、カレンの家に連行されることになった。

　カレンの家は優ゆう愛あい学園から徒歩２分ほどの場所にある、かなりの豪邸だった。敷地内にある駐車場には、ピカピカに磨き上げられた高級車が何台も並んでいる。

　３歩先を進むカレンは立派な門をくぐり、広い庭を通って、嘘うそみたいに大きな家に入っていく。

　晴はる斗とはそのまま、１階の最奥にある20畳ほどの部屋に通された。リビングかと思いきや、ここはカレンの自室らしい。しかもこの他に寝室と衣装部屋があるそうだ。

　カレンは驚きよう愕がくし続けている晴斗にオレンジジュースを出した後、部屋を出ていこうとする。

「ちょっと準備があるから、10分くらい待ってて。ヒマだったら本棚にある本を適当に読んでていいよ」

　具体的になんの準備なのかは教えてもらえず、ドキドキしながらカレンが戻ってくるのを待つことになった。

　気を紛らわすために視線を移した本棚には『戦争と平和』や『モンテ・クリスト伯』や『風と共に去りぬ』など、難しそうな海外の小説が並んでいる。どれも分厚いものばかりで、ヒマつぶしで読むような代物ではない。

　……にしても、ここがカレンの部屋なのか……。

　正座したまま、首だけを動かして周囲を見回す。考えてみると、親族以外の異性の部屋に入ったのは、これが初めてかもしれない。

　緊張のあまり一度も足を崩すことなく待機していると、10分ほど経たったところで、カレンの足音がこちらに近づいてきた。

　ドアが開いた瞬間、目を見張った。そこには髪をピンクに染め、別の学校の制服に着替えたカレンが立っていたのだ。

　よく見ると髪と服装だけでなく、目の色もピンクに変わっている。カラーコンタクトを入れているようだ。

「カレン……!?　その格好、どうしたんだ……!?」

「えへへ。晴はる斗とおにーちゃんって、こういう格好が好きでしょ？　だからサービスしてあげようと思って」

　カレンは軽口を叩たたいたつもりだったが、そのギャルのコスプレは、思いっきり心に突き刺さった。

　約１年前の、カレンと出会った時の感動がよみがえったのである。

　思わず目を奪われていると、サービス精神旺盛なカレンは、その場で得意げに１回転した。ミニスカートがふわりと持ち上がり、危うく下着が見えるところだった。

「どう？　可愛かわいい？」

「見違えたよ……これがコスプレってヤツか……。ちなみに、その制服はどこの学校のなんだ？」

「架空の学校の制服だよ。コスプレショップで買ったの」

「なるほど……。あと、どうやって髪の色を変えたんだ？」

「ヘアカラースプレーだよ。シャンプーすれば色が落ちるヤツだから、親が帰ってくる前に落とせるの」

「今の科学技術ってすごいんだな」

[image: ]

「簡単に落とせるヘアカラースプレーは、かなり前からあったみたいだけどね」

　カレンは説明しながら歩み寄ってきて、真横に座った。女の子特有のいい匂いが漂ってくる。

「せっかくだからギャルっぽい口調で会話してみようと思うんだけど、ギャルってどういう感じでやればいいのかな？」

「いや、俺に聞かれても……。勝手なイメージだけど、とりあえず、ふてぶてしいことを言えばいいんじゃないか？　あとは、『無理』とか『マジ』とか『最悪』とかって単語を使えばそれっぽくなるかも」

「なるほど……」

　カレンはしばらく考えこんだ後、ポーズを決めて口を開く。

「あー、デフレほんと無理。マジ最悪。早く終わってくんねーかな」

「まさかの経済への不満……」

「待機児童もマジ無理。出生率を上げたいなら早くなんとかしろって感じ」

「社会問題について語るギャル……」

「あーあ、庭から石油出ないかなー」

「急にどうした」

「どう？　ギャルっぽかった？」

　カレンが目を輝かせて聞いてきたので、一瞬言葉につまった。

「そ、そうだな。初めてにしては上う手まかったと思うぞ。練習すればもっとギャルっぽくなれるんじゃないか？」

　ギャルって練習してなるものなのかは、よくわからないが。

「にしても、事務室で突然はじめたサスペンスっぽいノリもそうだけど、カレンって意外と子どもっぽいんだな」

「だから私は精神的に年下だって言ったでしょ」

「うん。なんか今、心の底から理解した」

「わかってもらえてよかった。それじゃ、そろそろ出かけよっか」

「──えっ？　どこに？」

「私、晴はる斗とおにーちゃんに連れてってほしいところがあるの」

「コスプレしたまま外に出て大丈夫なのか？」

「大丈夫だよ。これまで何度もこの格好で外出してるけど、晴斗おにーちゃん以外に正体がバレたことないもん。制服も変わってるし、今の私と学校にいる私は、似ても似つかないでしょ？」

「たしかにそうだけど、制服姿の俺が横にいたらマズいんじゃないか？　カレンのことを連想する人がいるかもしれないし」

「あー……言われてみれば……。それじゃあ、晴はる斗とおにーちゃんも変装しよっか。私の服、貸してあげるよ」

「えっ？　えっ？」

「晴斗おにーちゃんって割と細身だし、ゆったりしてるのならギリギリ入ると思うんだよね。というわけで、お着替えしよっ♪」





　　　　♂　♀　♀　♀　♀






　約15分後。晴斗の着替えが終わった。

　ちょっとサイズがキツかったが、なんとかカレンの私服を着ることができた。借りた服はどれもユニセックスらしく、違和感はほとんどない。さらに帽子と伊だ達てメガネも借りたので、変装はバッチリである。

「よーし、それじゃあレッツゴー！」

　カレンは晴斗の右手を引っつかみ、元気よく走り出した。

「なんかカレン、キャラ変わってない？」

「ふっふっふ。女は化粧が変わると性格も変わる生き物なんだよ」

「そ、そうだったのか……。ちなみに、今からどこに行くんだ？」

「ゲーセンだよ。正確にはショッピングモールの２階にあるゲームコーナーだけど」

「ゲームコーナー……？」

「うん。ああいうところに行くのって、昔から憧れてたんだよね。でも１人だと怖いし、晴斗おにーちゃん以外に一緒に行ってくれる人がいないから……」

「なるほど。そういうことなら付き合うぞ。でもゲーセンならともかく、ゲームコーナーは１人で行っても大丈夫そうだけどな」

「じゃあ晴斗おにーちゃんは、ランジェリーショップに１人で入れる？　別に１人で行っても問題ないし、昔から憧れてるでしょ？」

「俺が１人で入るのは問題だし、憧れてるって決めつけるな」

「晴斗おにーちゃんが憧れてるかどうかは別として、男性が１人で入っても問題ないと思うよ？　恋人へのプレゼントとして下着を買う人、いると思うし」

「そ、そうなのか？」

「うん。というわけでゲームコーナーに行く前に、晴斗おにーちゃんをランジェリーショップに単独特攻させるね」

「さっきの発言を全力で謝るから、許してくれ」

　こんな会話をしながら歩を進めていた晴斗たちは、近所にあるショッピングモールに到着した。さっそくエスカレーターで２階に上がる。

「わー！　すごーい！」

　ゲームコーナーに到着したカレンは、目を輝かせた。

「アレが有名なクレーンゲームだね！　可愛かわいいぬいぐるみがいっぱいある！　あっ！　あっちにはメダルゲームもあるよ！　それとポップコーンを作る機械も！」

　初めて足を踏み入れたゲームコーナーにカレンは興奮しっぱなしで、目につくゲーム機すべてにいちいち大きなリアクションを取っていった。

　やがて敷地内を１周したところで、晴はる斗との腕を掴つかんでブンブン振り回す。

「なにからやる!?　ねぇねぇ、なにからやる!?」

「カレンの好きなものでいいよ」

「じゃあねー、まずはレースゲーム！」

　ターゲットを決めたカレンは筐きよう体たいのところまで晴斗を引っ張っていき、待ちきれないといった様子でハンドルを掴んだ。

　晴斗も隣の筐体に腰を下ろし、１００円玉を入れる。

「──あれっ？　晴斗おにーちゃん、この車、シートベルトないよ？」

「そりゃあ、ゲームだからな」

「シートベルトしないと法律違反じゃないの？」

　カレンは本気で不安に思っているらしく、細い眉根を寄せた。

「これはゲームだから、道路交通法を無視しても問題ないんだ。そもそも俺たち、免許を持ってないのに車を運転しようとしてるだろ？」

「あっ、たしかに」

「ちなみに、どっちがアクセルでどっちがブレーキかはわかってるか？」

「そのくらい知ってるよー。ところで、これから私たちが走る道路の法定速度は何キロなのかな？」

「カレンはまず、レースという概念について知った方がいいのかもしれない」

　晴斗はレースゲームについて、根本的な説明をすることになった。

　その後、車を選んでレースをスタートしたものの、カレンの運転技術は見るも無惨なものだった。カーブがあってもまったくハンドルを動かさず壁に突撃していき、クラッシュの連続。そのうち逆走をはじめ、結局コースを１周もできずにゲームオーバーになったのだ。

「……このゲーム作った人、マジでセンスないと思う」

　カレンは口をとがらせ、筐体を睨にらみながら文句を言った。

「ゲームを作った人のせいにするな。カレンはレースゲームやるの初めてだったんだろ？　最初から上う手まくできる人なんかいないって。俺も初めてやった時はまともに走れなかったし」

「……そういうものなの？」

「ああ。それからさっきの『マジでセンスないと思う』ってセリフ、ギャルっぽくてよかったと思うぞ」

「本当？　ゲームコーナーに来たおかげで、私もギャルに近づけたのかな♪」

　カレンは機嫌を直したらしく、意気揚々と次のゲームに向かって歩き出した。

　……だが、カレンが下へ手たなのはレースゲームだけではなかった。その後もいろいろなゲームに挑戦したのだが、結果は散々だったのだ。

　ガンシューティングでは、なにもない空間を撃ちまくった挙げ句、すぐゾンビに捕食された。

　ギターを演奏するゲームでは、リズムがズレすぎて演奏を強制終了させられた。

　エアホッケーでは何度も空振りしまくった上に自殺点を重ねて、晴はる斗とにコールド負けした。

　カレンは信じられないくらい運動神経が悪かったのだ。

「……もしかして私、ゲームの才能ないのかな……？」

　バスケのフリースローをするゲームに挑戦し、１分間シュートし続けたものの１本も入らなかったのを見て、カレンは晴斗に問いかけた。

　ちなみに現在の晴斗は、フリースローをやっていたカレン以上に疲ひ労ろう困こん憊ぱいしている。カレンがボールを明後日の方向に飛ばすたびに拾いにいくことになり、ずっと走り回っていたのだ。

　しかし晴斗は、それでもカレンをフォローする。

「得点なんか気にするな。ゲームっていうのは結局、楽しんだ者の勝ちなんだよ」

「そうなの？」

「ああ。カレン、初めてのゲームコーナーはどうだった？　楽しめたか？」

　感想を聞くと、カレンは大きくうなずいた。

「うん。ぜんぜんうまくできなかったけど、実生活ではできないことをいっぱい体験できて、新鮮だったよ」

「たしかに、銃でゾンビを撃つことはゲームじゃなきゃできない体験だよな」

　そう言って笑うと、カレンも釣られて笑顔になった。

「……晴斗おにーちゃん、ありがとう。いっぱい迷惑かけたのに、私のことをフォローしてくれて」

「なに言ってるんだよ。別に迷惑なんかかけられてないよ」

「でも、エアホッケーはまともな勝負にならなかったし、フリースローの時は何度もボールを拾いにいってもらったし」

「そんなの迷惑のうちに入らないから、気にするな。むしろカレンの意外な一面を見られて、得したとさえ思っている」

「そっか、それならよかった。でも私、全部のスポーツが苦手なわけじゃないんだよ？　ここにあるゲームがたまたま不得意なのばっかりだったってだけで」

「そうか。じゃあそのうち、別のゲームセンターにも行ってみようか」

「あっ、信じてないでしょ？　言い訳するみたいだけど、私、バスケのドリブルは上う手まいんだよ？　ただシュートは力加減がわからなくて、絶望的に入らないだけなの」

「それってバスケをやる上では致命的なのでは……」

「バスケの神髄はドリブルであって、シュートはどうでもいいんだよ！」

　カレンはバスケットボール関係者が聞いたら卒倒しそうなことを言い出した。

「──そうだ！　このまま私が運動音痴みたいに思われるのは釈然としないから、私の華麗なドリブルを見せてあげる！」

　こうしてカレンは急きゆう遽きよ、同じ階にあるスポーツ用品店に向かうことを決めた。

　晴はる斗とは右腕をホールドされ、苦笑いしながら連行されていく。

　カレンに引っ張られていったスポーツ用品店は、かなりの売り場面積があった。トレッキング用品やサッカー用品を横目に進んでいくと、店の一番奥にバスケットボール用品が置いてあるのを発見した。

　商品の種類は豊富で、シューズやボールが所狭しと並んでおり、自立式のゴールまで売られている。しかも自由にシュートしていいらしい。

「ほら！　晴斗おにーちゃん！　見て！」

　カレンはお試し用のバスケットボールを手に取り、さっそくドリブルをはじめた。規則正しくボールをバウンドさせる姿は、意外と様になっている。

「なるほど。ドリブルは得意だと豪語するだけのことはあるな」

「ふふーん、そうでしょ♪」

　調子に乗ったカレンは、ゴールの真下までドリブルで進んでいき、自信満々にシュートを放はなった。

　しかしボールはリングにぶつかり、勢いよく跳ね返ってきた。

「──痛っ！」

　ボールを両手で受け止めたカレンは、その場にへたり込んでしまった。

　あわてて駆け寄ると、カレンが涙目で見上げてくる。

「痛い……人差し指を突き指した……」

「マジかよ。右手？　左手？」

「両方」

「両方だと……!?」

　想定外の事態に驚きよう愕がくしたものの、ひとまずボールを受け取り、棚に戻した。今日はもう帰ることにしよう。

　しかし、ショッピングモールを出てしばらく歩いたあたりで、カレンがボソッとこんなことをつぶやいた。

「ヤバい……指がどんどん痛くなってきた……これ骨折してないよね……？」

「大丈夫？　念のため、病院に行った方がいいんじゃないか？」

　スマホで近所の整形外科について調べてみる。受付時間は18時までのようだ。

「あと30分くらいしかない。受診するなら、急いだ方がよさそうだぞ」

　しかし、カレンは首を横に振る。

「今から病院に行ったら、家に帰る頃にはパパかママが帰ってきてるかもしれない。この姿を見せるわけにはいかないから、病院に行く前にシャンプーと洗顔をして、ギャルメイクを落とさないと」

「そんなこと言ってる場合か？」

「私にとっては指が折れることより、コスプレがバレる方が重大事件なの。もうケガしたって事実は変わらないんだから、絶対先にシャワー浴びる」

　カレンは有無を言わさぬ口調で主張した。説得は諦めた方が良さそうだ。

「わかったよ。でも早くしないと病院が閉まっちゃうから、家に着いたら急いでメイクを落としてくれ」

「うん……。それで、晴はる斗とおにーちゃんにお願いがあるんだけど──」

　カレンは逡しゆん巡じゆんした後、おずおずと切り出す。




「家に着いたら、私と一緒にお風呂に入ってくれないかな？」




「──はいっ？」

「両方の人差し指が使えない状態でシャンプーと洗顔をするのって、すごく大変でしょ？　それに、親指や中指を使うと、振動が伝わって痛むの。だから、手伝ってほしい」

「き、気持ちはわかるけど、俺とカレンが一緒にお風呂に入るのって、疑ぎ似じ兄妹きようだいとしてマズいんじゃないのか？」

「大丈夫。恋愛と旅行と宿泊は禁止だけど、お風呂についての規則はないからセーフ。それに今は緊急事態で、晴斗おにーちゃんは介助目的で一緒に入るわけだし」

「それはそうだけど……」

「お願い。早くしないと病院が閉まっちゃうから」

「家族にやってもらうわけにはいかないのか？」

「パパもママも、私がこんな格好してるところを見たら卒倒しちゃうよ。私、晴斗おにーちゃんしか頼れる人がいないの」

「マジかよ……。なんでギャルメイクなんかしてしまったのか……」

「それは私が１番後悔しているよ……」

　カレンが恥ずかしそうにつぶやいた数分後、家に到着した。無言のカレンに先導されて、脱衣所に直行する。

　脱衣所に２人きりという状況は、かなり気まずかった。

　しかも直後に、カレンから信じがたい要求をされる。




「晴はる斗とおにーちゃん、ワイシャツを脱がせて」




「ええっ!?　自分で脱げないの!?」

「指をちょっと曲げるだけで激痛が走るの。ボタンを外すのなんて無理」

「よくその状態で親にコスプレを隠そうと思えるな……」

　謎の感心をしつつ、覚悟を決める。兄として、妹のお願いを断るわけにはいかないからな……！

　目をつぶった後、カレンのワイシャツのボタンに向かって両手を伸ばしていく。

　直後、カレンの豊満な胸に両手が不時着し、指先にやわらかい感触が伝わってきた。

　しかし、今は感動している場合ではない。

　カレンの体になるべく触らないようにしつつ、目をつぶった状態でボタンを外すのは、かなり難易度が高いミッションだった。心を静め、指先の感触だけを頼りにボタンを外していく。

「……晴斗おにーちゃん、別に見てもいいよ。私、晴斗おにーちゃんのこと、信用してるから」

「そ、そうか……」

　抵抗はあったものの、タイムリミットが迫っている関係で、思い切って目を開けた。

　そこには、ワイシャツが半脱ぎになり、ブラジャーを露出したカレンの姿があった。

　カレンが身につけているのは、黒の大人っぽい下着だった。

「あはは……。こんなことになるなら、もっと大人しい下着にしとけばよかった」

　カレンは顔を耳まで真っ赤にし、弱々しく冗談を言った。

　一方、晴斗は一切の感情を殺し、すばやくワイシャツのボタンを外した。

　それから恐る恐る確認する。

「まさか、この先も俺にやれとは言わないよな？」

「……私は晴斗おにーちゃんのことを信用してるけど？」

「さすがにそこまで信頼されるのは困る……!!　そもそも俺、コレの外し方を知らないし……」

　照れくさくて明言できなかったが、『コレ』とはブラジャーのことである。

「だから、指が痛むのは重々わかっているが、なんとか頑張ってくれ」

「わ、わかった」

　カレンがうなずいたので、すぐさま脱衣所から脱出する。

　今見たものを、なるべく早く忘れなくては……！

　しばらく悶々とした後、晴はる斗とは自分が変装中なことを思い出し、制服に着替えることにした。診察を終えた後、この家に戻ってくるとはかぎらないからな。

「……晴斗おにーちゃん。準備できたよ」

　ちょうど着替えを終えたところで名前を呼ばれ、ふたたび脱衣所に入ってみると、そこにはバスタオル１枚だけを身にまとった、あられもない姿のカレンがいた。

「じゃあ……シャンプーと洗顔、お願いします」

「お、おう……」

　カレンは緊張の面持ちで浴室に入っていき、バスチェアーに腰かけた。晴斗もすぐ後に続き、シャワーヘッドを手に取ってお湯の温度をたしかめてから、カレンの髪を濡ぬらしていく。

　先にシャンプーで髪の色を落とすことになったので、目を閉じたカレンの髪に、泡立てたシャンプーをなじませていく。カレンの髪はかなり長いので、洗い残しがないようにするのは至難の業だ。

　なるべく迅速かつ丁寧に、カレンの髪を洗っていく。

　すると髪の色が大体元に戻ったところで、カレンがポツリとつぶやいた。

「……晴斗おにーちゃん。ごめん」

「気にするな。もう少しで髪は洗い終わるから」

「そうじゃなくて、指が洒落しやれにならないくらい痛くなってきた……。泣きそう……」

　そう告げる声は、ひどく弱々しい。相当に切羽詰まっているようだ。

「……カレン、もうちょっとの辛抱だぞ。病院に行ったらすぐに治るから、心配するな」

「ごめんね……私のせいでこんな迷惑をかけて……」

「今回のことは誰も悪くないだろ。それより、ここを出た後はどう行動すべきかを、あらかじめシミュレーションしておこう。

　まず俺はタクシーを呼んで、それからカレンの髪を乾かす。最悪、生乾きで出かけることになるかもしれないけど、いいよな？」

「大丈夫。私は晴斗おにーちゃんが電話してる間に着替えて、保険証を取ってくるね」

「ああ、頼む」

「……にしても、この状況で今後の行動を冷静にシミュレーションできるなんて、晴斗おにーちゃんはすごいね。立場が逆だったら、私はオドオドしてるだけだったかも」

「当たり前だろ、俺はお兄ちゃんなんだから。──よし、シャンプーは完了した。次は顔を洗ってメイクを落とすぞ」

「よろしくお願いします……」

　晴はる斗とはカレンの前方に回り込み、クレンジングオイルを優しく顔全体に塗っていく。必然的にカレンの唇にも触れることになって、かなりドキドキした。

　その後シャワーを勢いよく出して、シャンプーとオイルを一気に流す。

「──よし、これでいいだろう」

　本来はこの後さらにリンスと洗顔をしなければならないわけだが、時間短縮のために省略しよう。

　そんなことを考えながら何なに気げなく視線を落としたところ、とんでもないものが目に飛び込んできた。




　バスチェアーに座るカレンの１番大事な部分が、丸出しになっていたのだ。




　カレンのバスタオルは、おへその下辺りからはだけてしまっていた。シャワー中にお湯を吸って重くなり、ずれてしまったのである。

　晴斗は慣れない作業に集中していたし、カレンはシャンプーが始まってからずっと目をつぶっていたので、どちらも気づかなかったのだ。

　もちろんすぐに目を逸そらしたのだが、カレンの女の子の秘密を、バッチリ目撃してしまった。

　直後にカレンが目を開け、シャワーヘッドを持ったままそっぽを向いている晴斗を見て、首をかしげる。

「？　晴斗おにーちゃん、どうかしたの？」

「…………」

　あまりのことに、どう返答していいのかわからない。正直に言うべきか、ごまかすべきか……。

　だが直後、カレンは自分の体に視線を落とし──すべてを察した。

「──きゃあああ!!」

　カレンは大音量の悲鳴を上げ、すぐさま秘所を両手で隠した。

　両手に激痛が走ったが、今はそれどころではない。

「みみみ、見た!?」

「……ごめん」

　申し訳なさそうに謝ってきた晴斗を見て、カレンは全身がゆでだこのように真っ赤になった。

[image: ]

　カレンは恥ずかしすぎて、その後のことをよく覚えていない。気がついたら病院でレントゲンを撮り、先生から骨には異常がないと説明されていた。そういえばタクシーに乗って病院に来たなーと、ぼんやり思い出せる感じだった。

「……きっと、ずっと横にいてくれた晴はる斗とおにーちゃんが、私のかわりに全部やってくれたんだろうな」

　その日の夜。カレンはベッドの中で今日あったことを思い出しながら、ポツリとつぶやいた。

「……晴斗おにーちゃんは年下なのに、本物のお兄ちゃんみたいだったな。陽ひ奈なちゃんには冗談で誘惑するなんて言ったけど、恋人にするなら晴斗おにーちゃんみたいに頼りになる人がいいよね。年下なのに頼もしいっていうのにギャップがあって──って、なにを考えてるのよ私!!」

　カレンはベッドの中で大きく顔を振り、妄想を振り払った。

　しかし、その後もなかなか寝つくことができず、どうしても昼間のことを思い出してしまう。

「うぅぅ……明日はどんな顔をして晴斗おにーちゃんに会えばいいんだろう……」

　晴斗のことを考えると胸が熱くなるのは、たくさん優しくしてもらったからか、それとも大事な部分を見られてしまったからなのかは、見当もつかなかった。
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　一方、カレンを家まで送り届けた晴はる斗とは、20時近くになってようやく自宅に帰ることができた。

　頭の中は当然、先ほど目撃したカレンのあられもない姿で満たされている。疑ぎ似じ妹いもうととはいえ、あんな姿を見せられたら……。

　ひとまず、着替えのために２階に上がる。

　すると階段を上っている最中に、自室の電気がついていることに気がついた。今け朝さ部屋を出る時には消えていたはずなのに、一体なぜ──。

　晴斗が２階の廊下で異変に気づいた時、室内では夏なつ姫きが晴斗のベッドにうつぶせになり、「くんかくんか♪　うへへ、お兄ちゃんの匂い♪」と、枕をかいでご満悦になっていた。

　しかし晴斗がドアノブを捻ひねった瞬間、夏姫はすぐさま起き上がり、ベッドに腰かけた。

　そしてドアが開いた直後、何事もなかったかのように晴斗に詰問する。

「お兄ちゃんおかえり。それじゃあさっそく、こんなに帰りが遅くなった理由を教えてもらおうかな」

　部屋に入ると同時に尋問が始まった。ベテラン刑事並みの手際の良さだ。

「疑似妹が突き指したから、病院に付き添ってたんだよ。レントゲンを撮ったりしてたから、遅くなった」

「あっ、そうなんだ……」

　予想外の返答をされ、夏姫が少し気まずそうになった。

「ちなみに疑似妹って、どっちの？」

「あーいや、実は今日からカレンが疑似妹になったんだ」

「──ええっ!?」

　夏姫は青い瞳を丸めて絶叫した。

「カレンって、姉あね崎ざきさんのこと!?」

「うん」

「姉崎さんを呼び捨てにするって、まさかお兄ちゃん、このまま疑似妹を増やしていって、最終的にうちの学校を牛耳る気!?」

「どんな野望だよ」

　牛耳るまでの道のりが独特すぎる。

「ていうか、姉崎さんって年上でしょ？　なんで疑似妹になったの？」

「あー……」

　夏姫には真実を伝えるべきか悩んだが、カレンからは口止めされているので、陽ひ奈なにしたのと同じ返答をすることにしよう。

「カレンが急に、自分も試験運用に参加するって言い出したんだよ」

「お兄ちゃんが２人の疑ぎ似じ妹いもうとと変なことばっかりしてるから？」

「それは関係ない。そもそもカレンは、談話室でなにが起きているか知らないはずだし」

「ふーん……。ちなみに姉あね崎ざきさんって、お兄ちゃんと２人きりの時はどんな感じなの？」

「明るくて話しやすいよ。冗談で首を絞めようとしてきたりするし」

「なにそれ、どういう状況……？」

　──あっ、しまった。首を絞められた原因はギャルのコスプレに繋つながるから、話しちゃダメなんだった。

　とはいえ、一緒にゲームセンターに行ったことも話していいのかわからないし、お風呂で髪を洗ってあげたことは絶対に話せない。話せないことが多いな……。

　その後、夏なつ姫きが女子寮に戻ると言い出したが、外はすっかり暗くなっており、１人で歩かせるのは危険だ。

　結局帰ってきたばかりの晴はる斗とは、学園のすぐ近くにある女子寮まで往復することになったのだった。
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　翌日の昼休み。スマホに霧きり島しま結ゆ月づきという高等部２年の女子生徒から連絡がきて、紹介所の事務室に呼び出された。

「ご足労いただき、ありがとうございます。本日から兄妹きようだい紹介所の試験運用の責任者になった霧島結月です。初めまして」

　事務室で待ちかまえていた結月は、晴はる斗とが部屋に入るなり、堅苦しい口調でそう告げた。メガネをかけた大人っぽい雰囲気の女性だった。

「初めまして、[image: ]おう坂さか晴斗と申します。試験運用の責任者って、カレンさんじゃなかったんですか？」

「昨日まではそうだったのですが、姉あね崎ざきがアナタの疑ぎ似じ妹いもうとになったことで、解任となりました」

「解任……」

「ちなみにこれは姉崎自身が言い出したことです。疑ぎ似じ兄あにとなったアナタに肩入れし、試験運用のデータが正確に取れなくなるかもしれないので、ワタシに仕事を引き継いでほしいと。もちろん、この紹介所の最高責任者は姉崎のままなのですが」

「そういうことだったんですか。わかりました。それで、本日はどのようなご用件でしょうか？」

　そう質問すると、結月は中指でメガネをクイッと押し上げた。

「アナタにとって、いい話と悪い話があります。どちらから聞きたいですか？」

「いきなりそんなことを言われても困りますが……じゃあ、悪い話からで」

「かしこまりました。──試験運用ということで[image: ]坂さんは次々に疑似妹を追加していますが、本来お兄ちゃんランクＥの時点では、疑似妹にできるのは１人までなんです」

「えっ、そうなんですか？」

「はい。試験運用のデータを効率的に取ることを優先し、姉崎は疑似妹を複数にしたのだと思います。けれどワタシが責任者になったからには、見過ごすことができません。というわけで、疑似妹を２人、リストラしてください」

「急にそんなことを言われても……」

「規則ですので」

　結月は冷たく言い放はなった。

「そもそも、妹をリストラっていう概念が、よくわからないんですが……」

「３人の疑似妹のうち、２人との関係を終了するということです。どの２人をリストラするかは、[image: ]坂さんにお任せします」

「そ、そんなの無理に決まってるじゃないですか」

　晴はる斗との脳裏に、陽ひ奈なと舞まいとカレンの顔が浮かんだ。

　この中に失ってもいい妹なんて、１人もいない。

「３人とも、俺にとってかけがえのない妹なんです」

「では平等になるよう、３人ともリストラしますか？」

「もっとダメですよ！　このまま３人と疑ぎ似じ兄妹きようだいであり続ける方法は、なにかないんですか!?」

「──実は、１つだけあります。というか、それがいい話の方に関係しているんですよ」

　結ゆ月づきはそう言って、１枚の書類を見せてきた。そこには『お兄ちゃん試験（ランクＤ）申請用紙』と書いてある。

「[image: ]おう坂さかさんのお兄ちゃんポイントがたまり、お兄ちゃん試験を受けられるようになりました。お兄ちゃんランクＤになれば、疑ぎ似じ妹いもうとを複数持つことが許されます」

「お兄ちゃん試験……。俺がこれに合格してランクアップしたら、疑似妹をリストラしないで済むんですか？」

「そういうことです。早急に規則違反が解消されるのであれば、こちらとしても文句はありません」

　結月は淡々と語り、再度メガネを中指で押し上げた後、問いかけてくる。

「[image: ]坂さん、お兄ちゃん試験を受けますか？」

「もちろんです！」

　即答し、すぐさま申請用紙に必要事項を記入しはじめる。

　こうして最初のお兄ちゃん試験が、２日後の日曜日の午前９時から行われることになったのだった。
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　結月と別れて事務室を出た後、この状況を疑似妹たちにも知らせておいた方がいいだろうと判断し、放課後に中央棟に来てもらえるよう、３人にメッセージを送った。すぐに返信がきたのだが、３人とも問題ないそうだ。

　放課後。談話室に行くとすでに３人の疑似妹が揃そろっていたのだが、陽奈は不満そうに頬ほおをふくらませていた。

「今日こそお兄ちゃん先輩と２人きりになれると思ってたのに……!!」

　そんな苦情を言われたが、今はそれどころではない。次の日曜日に行われるお兄ちゃん試験に合格できなかった場合、疑似妹を２人リストラしなければならないことを手早く説明した。

「……結ゆ月づきは規則に厳しい性格なんだけど、まさか責任者になった途端にそんなことを言ってくるなんて、思ってもみなかったわ」

　部屋の隅で腕組みしているカレンが、申し訳なさそうにつぶやいた。

　ちなみにカレンが部屋の隅にいる理由は、昨日のお風呂での出来事を未いまだに引きずっており、晴はる斗とと顔を合わせるのが恥ずかしいからである。

　今のカレンにとって、お兄ちゃん試験も疑ぎ似じ妹いもうとのリストラも、割とどうでもいい話だった。

　とはいえ動揺を悟られたくないので、現在は全力でポーカーフェイスを作っている。

　一方、晴斗の真横に座ってこの話を聞いた陽ひ奈なは、誰にも聞こえない声量で、こんなことをつぶやく。

「疑似妹を２人リストラするっていうのは、そこまで悪い話じゃない気がする。残る１人に選ばれれば、お兄ちゃん先輩を独占できるわけだし。

　──いや、ちょっと待てよ？　お兄ちゃん先輩は美人系が好きで、舞まい先輩もカレン先輩も美人系……。もしやリストラの最有力候補って、わたし……？

　で、でも、疑似妹じゃなくなったら、恋愛禁止っていう縛りはなくなるんだよね。そこはメリットと考えていいはず。

　ただ、リストラされた時点でお兄ちゃん先輩の１番じゃないわけだから、恋人になれる可能性はかなり低い。しかも告白してフラれたら、お兄ちゃん先輩と会える機会は完全に消滅しちゃうわけだし……」

　長々と考えた末、晴斗がお兄ちゃんランクＤになった方がメリットが大きいという結論に達した。

「お兄ちゃん先輩！　２日後の試験、頑張ってね！　わたしに手伝えることがあったら、協力するから！」

「ありがとう、陽奈」

　晴斗は笑顔でお礼を言った後、カレンの方に向き直る。

「ところでカレン。お兄ちゃん試験の内容がどういうものかって、聞いてもいいのか？」

「問題ないと思うわ。最初のお兄ちゃん試験では、筆記試験と実技試験を行うはずよ。もっとも、具体的にどんな問題が出るかは、私も知らないけど」

「姉妹紹介所のお姉ちゃん試験の時は、どんな問題が出されたんだ？」

「うーんと……。筆記試験の問題は他の人が作ったからよく覚えてないけど、実技試験は大して難しい内容じゃなかったよ。疑似妹と普段やっていることを実際にやってみせてください、とか」

「俺は普段、疑似妹とはただ喋しやべってるだけなんだが……」

「じゃあ試験官と喋ってみせればいいんじゃない？　お姉ちゃん試験の時は、疑似妹に食べさせる料理を作ったり、疲れている疑ぎ似じ妹いもうとをマッサージしてあげる人がいたかな」

「となると俺も、試験日までになにか特技がほしいな……」

　さすがに喋しやべるだけでは、試験官もリアクションに困る気がする。

　これまでは陽ひ奈なに保健体育を教えたとか、舞まいと野球拳をしたとか、ロクな実績がないし……。

　するとそこで、晴はる斗との正面に座っている舞が立ち上がった。

「お兄さまの長所は、とにかく優しいところです！　なので優しさをアピールしましょう！」

「どうやってだ？」

「たとえば、試験官にいくら理不尽なことを言われてもぜんぜん怒らないところを見せるとか！　アタシ、お兄さまが怒ってるところって見たことないですし」

「うーん……。たしかに俺は滅めつ多たなことでは怒らないけど、それをアピールするには自分から『俺に理不尽なことを言ってください』ってお願いする必要があるんじゃないか？」

「あー、それだとドＭと区別がつかなくなりそうですね」

「でも、晴斗おにーちゃんの温和さをアピールするっていうのは、いい案だと思うわ」

　カレンが腕組みしながらアドバイスしてきた。

「小学校時代のイメージを引きずってて『男子は乱暴な生き物だ』って思い込んでる子、紹介所にも結構いるから」

「なるほど」

「それじゃあ今から予行演習として、みんなでお兄さまに理不尽なことを言いまくってみますか？」

　舞はワクワクが止まらないといった様子で提案してきた。

「どんな理不尽なことを言われても、お兄さまは耐えなきゃいけないという訓練です！」

「圧迫面接みたいなことか。いいだろう、ドンと来い」

　晴斗が身構えると、舞は目を輝かせ、こんな要求をしてきた。




「では、馬になってください」




「……はいっ？」

「家庭でやる遊びの１つに、お馬さんごっこというものがあるじゃないですか？　ぜひお兄さまに、アタシの馬になってほしいんです」

「お兄ちゃん先輩を四よつん這ばいにさせて、その上にまたがるんですか!?」

　解説を聞いた陽奈は、信じられないものを見るような目を舞に向けた。

「なんて素晴らしいことを思いつくんですか!!　わたしも騎手になりたいです!!」

　陽ひ奈なはそう言って、感嘆のため息を漏らした。出会ってはいけない２人が出会ってしまった感がある……。

　とはいえ、今は理不尽に耐える訓練の最中である。晴はる斗とは言われるがまま、その場で四よつん這ばいになった。

　直後、晴斗の胴体に舞まいがまたがる。

　腰を下ろした瞬間、舞のおしりの感触が背中に伝わってきた。常識ではあり得ない体勢にさせられていることと相まって、なんだか変な気分になってくる……。

　一方、舞は恍こう惚こつの笑みを浮かべている。

「まるでアタシが女王様になって、お兄さまを奴隷にしたかのような気分になりますね……クセになりそうです」

「お願いだからクセにはならないでくれ」

「それじゃあパレードを始めましょう！　このまま中央棟を１周するんです！」

「勝手にパレードの予定を入れないでくれない？」

「晴斗おにーちゃん、絶対に部屋から出ないでね？　その姿を先生や風紀委員に見られたら、停学になる危険があるから」

「だそうだぞ舞」

「仕方ないですね……。それじゃあ室内１周で手を打ってあげましょう」

「なんで俺が許してもらったみたいな言い方なの？」

　首をかしげた後、これが理不尽に耐える訓練であることを思い出し、両手両足を使って前進しはじめる。

　しかし、１歩進むごとに舞のおしりのやわらかい感触が伝わってきて、煩悩がふくらんでいく。

　……馬になれ……思考まで馬になりきるんだ……!!

「ところでお兄さま。お馬さんっておしりを叩たたいたらスピードアップするんですよね？」

　必死に煩悩と格闘している最中、舞はふてぶてしい笑みを浮かべたかと思うと、唐突にしりをなでてきた。

　想像を絶するレベルの理不尽である。

「こらっ、しりを触るな！」

「でも～、今のアタシは騎手なんで～、お馬さんのおしりを叩かないといけないんですよね～」

「いや、叩いてないよね？　なでてるよね？」

「ぐへへ。お兄さまのおしり、触り心地ごこちが最高です♪」

「舞、やめなさい。陽奈とカレンが変な目で見てるから」

「恥ずかしいんですか？」

「恥ずかしいに決まってるだろ……!!」

　みんなの前で馬になり、しりをなでられながら歩かされるという状況で羞恥心を覚えない人間は、感情が死んでいる気がする。

「はぁはぁ……みんなの前で慌てるお兄さま、とっても可愛かわいいです……！」

　舞まいは呼吸を荒げながら、執しつ拗ように手を動かし続ける。

　さすがに我慢の限界に達した晴はる斗とは、右手で自分のしりを押さえようとする。

　だがそこでバランスを崩し、晴斗馬はそのまま真横に転倒。舞は落馬してしまった。

「舞!?　大丈夫か!?」

　床に放ほうり出された舞を心配して振り返ったのだが、満足げに笑っているので、問題ないようだ。

「──お兄ちゃん先輩っ!!　次はわたしをお姫さま抱っこしてください!!」

　舞の乗馬体験が強制終了となった直後、２人のイチャイチャを見せつけられてボルテージが上がっている陽ひ奈なが、そんな提案をしてきた。

「それとカレン先輩！　わたしがお姫さま抱っこされているところを、これで撮影してください！」

　陽奈は自分のスマホを手渡した後、晴斗に向かって笑顔で両腕を広げた。どうやら、拒否権はないようである。

　気恥ずかしさはあるものの、お馬さんごっこよりはだいぶマシだ。大人しく自分の運命を受け入れ、両手を陽奈の脇腹とふとももの辺りに持っていく。

　──が、肌に触れる直前で、陽奈が突然飛とび退のいた。

「すみませんお兄ちゃん先輩、お姫さま抱っこをする時の注意点を言い忘れていました。わたしは現在、両手両足に10キロずつ、計40キロの重りをつけているんです。なのでもしわたしの体が重いと感じた場合、それは重りのせいです」

「なにその設定？　その重りは陽奈が本気を出す時に外すの？」

「勢いに任せてお姫さま抱っこをせがんでみたものの、お兄ちゃん先輩に持ち上げられたら体重を知られてしまうという事実に気づいて恥ずかしくなったんです」

「恥ずかしがる基準がよくわからん……」

「あと、お腹なかに触った時に余分なお肉がついてるとか考えないでくださいね！」

「こうして見るかぎり、余分な肉なんかないだろ。そもそも陽奈はこれまで、もっと恥ずかしがるべきことを俺にしていた気がするんだが」

　具体的には、自分からブラジャーを見せてきたこととか……。

　気を取り直し、今度こそ陽奈をお姫さま抱っこする。

　晴斗の両腕が背中とふとももに触れると、陽奈は恥ずかしがりながらも全体重を預けてきた。陽奈の体は、想像していたよりもずっと軽い。

　生まれて初めてお姫さま抱っこをしたのだが、かなり照れる行為だった。ずっと体を密着させているし、ちょっと手がズレたらおしりに触ってしまいそうだし……。

　その後、無事に記念撮影を終え、ほくほく顔の陽ひ奈なを下ろした。

「ありがとうございます。いい思い出になりました」

「なんか趣旨が変わってない？」

　目的は晴はる斗とが理不尽に耐えられるかを試すことであって、陽奈を喜ばせることではない気がするのだが……。

「それじゃあ次は、私が要求する番ってことでいいかな？」

　満を持して名乗りを上げたカレンは、２歩前進して晴斗に近づいた後、バッグから握り拳大の物体を取り出した。白を基調とした、パソコンのマウスみたいな形状の装置だ。

「私からの理不尽な要求は、晴斗おにーちゃんに嘘うそ発見器を使わせることです」

「嘘発見器？　なんでそんなものがカレンのバッグに？」

「ちょっと前に私のクラスで流は行やって、偶然入ってたんだよね。この機械を右手で持って、これから私がする全部の質問にボタンを押しながら『いいえ』って答えてほしいの。手汗の量で、嘘をついているかどうかを機械が判断してくれるんだって。回答者が言っていることが本当なら『正直者！』、嘘をついているなら『大嘘つき！』って音声が流れる仕組みなんだよ」

　解説を終えたカレンが、嘘発見器を手渡してきた。当然、拒否権はないらしい。なかなかの理不尽である。

「どんな質問をするかを陽奈ちゃんと舞まいちゃんに知られるのは恥ずかしいから、晴斗おにーちゃんのスマホに送るね」

　言うが早いか、カレンはスマホを操作し、メッセージを送ってきた。




『晴斗おにーちゃんは私をエッチな目で見ていますか？』




　思わず机に突っ伏した。

　反射的に昨日のお風呂での出来事を思い出してしまい、手のひらどころか全身から汗が噴き出す。

　そうか、それで返答が「いいえ」に固定されているわけか。今なにを言っても機械には大嘘つきだと判断されるだろうから、回答者がわざと逆の返答をしないように……。

「それじゃあ晴斗おにーちゃん、質問の答えをどうぞ！」

「……いいえ」

「大嘘つき！」

　間髪を入れず、機械に怒られた。それだけ手汗がすごかったのだろう。

「…………」

　カレンは無言で照れた後、さっきかいた汗が乾く前に次の質問を送ってきた。




『私にまたギャルのコスプレをしてほしいですか？』




「いいえ」

「大嘘うそつき！」

　今、カレンに生粋のギャル好きだと思われた気がする。

「ふふっ。もう、晴はる斗とおにーちゃんったら♪」

　カレンは嬉うれしそうに身をよじった。コスプレを褒められるのは嬉しいらしい。

「むぅ……カレン先輩ばっかりズルいです……！　お兄ちゃん先輩、わたしの質問にも答えてください！」

　陽ひ奈なは頬ほおをふくらませた後、スマホに質問を送りつけてきた。




『お兄ちゃん先輩はわたしのことが好きですか？』




　この上なくストレートな内容だった。

「お兄ちゃん先輩、答えてください！」

「……いいえ」

「大嘘つき！」

「嘘つきということは……お兄ちゃん先輩はわたしのことを……！」

　陽奈は感動のあまり、金色の瞳を潤ませた。

「あっ、でもこの聞き方だと、妹として好きなのか異性として好きなのかが判断できませんね……」

　今の質問の問題点に自力で気づいた陽奈は、すぐさま次の質問を送ってくる。




『わたしの体にどんなことをしたいですか？』




「お兄ちゃん先輩！　お答えを！」

「いいえ」

「大嘘つき！」

「そんなことを言われても……」

　そもそも「はい」か「いいえ」で答えるタイプの質問じゃなかっただろ……。

「次アタシ！　アタシもお兄さまの嘘を発見したいです！」

　舞まいは挙手した後、待ちきれないといった様子でメッセージを送ってきた。




『お兄さまはアタシの裸を見たいですか？』




「さぁ、お兄さま！　答えてください！」

「……いいえ」

「大嘘うそつき！」

「……へぇ～」

　舞は勝ち誇った表情になり、値踏みするような視線を向けてくる。

「真面目まじめそうな顔をして、そんなエッチなことを考えてたんですね……。それじゃあ次の質問です♪」




『お兄さまはアタシに体を触られるのが好きですか？』




「いいえ」

「大嘘つき！」

「……そうだったんですか……」

　舞は細い眉根を寄せ、ガックリと肩を落とした。

「喜ばれているとなると、今後の対応を考えなきゃいけないですね……」

　生粋の変態である舞が見たいのは晴はる斗との困っている顔であって、喜んでいる顔ではないのだ。

　──と、舞はそこでなにかに違和感を覚えたようで、追加の質問を送ってきた。




『お兄さまは今、この部屋で全裸になって踊りたいですか？』




　頭が悪すぎる問いかけだった。

「確認のための質問です。お兄さま、答えてください」

「いいえ」

「大嘘つき！」

「いや、嘘じゃないけど……」

　そんな奇行をしたいわけがないだろ。

「なるほど、そういうことですか……」

　舞は納得したらしく、小さくうなずいた後、カレンの方に向き直る。

「カレンさん。この嘘発見器って、結果があんまり正確じゃなかったりしますか？」

「そうね。あくまでオモチャだし、精度は良くないと思うわよ」

「えっ!?　そうなんですか!?」

　次にする質問をウキウキしながら考えていた陽ひ奈なが、悲鳴に近い声を出した。

　カレンは淡々と答える。

「だって、手汗の量で嘘うそかどうか判断するって書いてあるけど、嘘をつかなくても部屋が暑かったら汗をかくでしょ？　それに、最初の質問でかいた汗が、次の質問までに乾かないかもしれないし」

「言われてみれば……。じゃあ、お兄ちゃん先輩がわたしの質問に嘘をついたかどうかっていうのは……」

「こんなオモチャじゃ、確証は得られないってことね」

「そんな……。さっきのはぬか喜び……」

「カレンさんは精度が良くないってわかっていたけど、そのことを隠してお兄さまに嘘発見器を使わせたんですか？」

「そういうこと。動揺する晴はる斗とおにーちゃんを見られて楽しかったわ」

　カレンは茶色い髪を揺らし、いたずらっ子のような笑みを浮かべた。

　一方、舞まいは胸をなで下ろす。

「なんにせよ、お兄さまがアタシのセクハラを望んでいるわけじゃなくて良かったです」

　安あん堵どされても困るのだが……。

　もっとも、この嘘発見器はけっこう正確だった気がする。もちろん、わざわざそのことを３人に教えたりはしないが……。

「ていうかこの理不尽に耐える訓練って、俺がオモチャにされるだけになってないか？」

　ふと疑問に思ったことを口にすると、３人の疑ぎ似じ妹いもうとは意外そうに顔を見合わせた。

「お兄ちゃん先輩、今ごろ気がついたんですか？」





　　　　♂　♀　♀　♀　♀






　試験対策と称して効果があるのか怪しい訓練を行った２日後。疑似妹たちのリストラがかかったお兄ちゃん試験当日を迎えた。

　今日は日曜日なので授業はなく、試験は午前９時から行われる。開始時間に遅刻しないよう、晴斗は少し早めに家を出た。

　だが学校に向かっている途中で、スマホに着信があった。画面を見ると、夏なつ姫きの名前が表示されている。

『もしもし、お兄ちゃん。今って忙しい？』

「学校に向かってる途中なんだけど、どうかしたのか？」

『実はね、バッグにつけてたブルのヒモが切れて、どこかに落としちゃったの』

　夏なつ姫きは電話の向こうで悲しそうな声を出した。

　晴はる斗とが運悪く引き当てたブルドッグのぬいぐるみを、夏姫はバッグにつけてずっと大事にしていたのだ。

『それで、昨日歩いた道を今から探してみようと思うんだけど、お兄ちゃんも一緒にきてくれないかなと思って』

「あー……すまない。一緒に探してあげたいんだが、今日は９時から大事な用事があるんだ。１時間くらいで終わるんだけど、その後でもいいか？」

　質問した瞬間、電話ごしに夏姫の落胆を感じた。

『……わかった。じゃあお兄ちゃんの用事が終わるまで、あたし１人で探しておく。意外と簡単に見つかるかもしれないし』

「ごめんな。用事が終わったらすぐに連絡するからさ」

　そう言って電話を切った晴斗は、試験会場である談話室に向かって走り出した。

　８時50分に談話室に到着すると、すでに試験官である結ゆ月づきが待ちかまえていた。しかも部屋の奥にはなぜか、陽ひ奈なと舞まいとカレンの姿もある。

「すみません、結月さん。ちょっと急用ができてしまったので、早めに試験を開始してもらうことはできませんか？」

「ダメです。開始時刻は９時ちょうどなので、変更はできません」

　結月は腕時計を睨にらみつけながら、無慈悲な口調で言い放はなった。カレンが言っていたように、結月は規則に厳しいようだ。

　説得は無理そうなので、筆記用具を準備し、大人しく時間が経たつのを待つ。

　やがて、試験開始時刻を迎えた。

「９時になりましたので、[image: ]おう坂さかさんのお兄ちゃん試験を開始します。

　まず最初に、今回の試験について簡単に説明させていただきます。本日はこれから、筆記試験と実技試験を行います。どちらも試験時間は30分です。

　先に筆記試験を行います。まずは試験問題をご確認ください」

　結月は事務的な口調で説明しながら、３枚のテスト用紙を手渡してきた。すぐさま１枚目の内容を確認する。




『天あま海み陽奈に関する問題。

　問１　晴斗と陽奈が初めて話したのは何月何日の午後何時頃？

　問２　陽奈の誕生日はいつ？』




「ご覧のとおり、今回の問題はすべて、[image: ]坂さんの３人の疑ぎ似じ妹いもうとのプロフィールに関係した内容です。[image: ]おう坂さかさんは問題の答えをすべて知っているはずなので、ちゃんと覚えていれば全問正解できるという仕組みです。

　この試験の目的は、[image: ]坂さんがすべての疑ぎ似じ妹いもうとに対して分け隔てなく愛情を持っているか調べることです。言うまでもなく、点数が低ければ、その疑似妹への興味が薄かったと判断します。

　ちなみに、問題を作ったのは[image: ]坂さんの疑似妹たち自身です」

「えっ？　そうなんですか？」

　思わず顔を上げると、陽ひ奈ながガッツポーズしてみせた。

「お兄ちゃん先輩なら、わたしに関係したことはすべて覚えてるはずだよね！」

「もしアタシに関する問題を間違えたら、お兄さまにはお仕置きが待ってますよ♪」

「晴はる斗とおにーちゃんなら、満点を取ってくれるに決まってるわ。試験時間は５分もあれば十分じゃない？」

　なにその絶対的な信頼……。

　晴斗は困惑しつつ、あらためて問題文に目を落とす。




『問１　晴斗と陽奈が初めて話したのは何月何日の午後何時頃？』




　……困ったことに、１問目からしてさっぱりわからない。

　しばらく問題文と睨めっこしていると、陽奈がこっちに歩み寄ってきて、間近で悲しげな声を出した。

「ヒドいですお兄ちゃん先輩……。わたしと初めて話した日のこと、覚えてないんですか……？」

「いや、あの、俺は試験中なんだけど……？」

「今はそれどころじゃないでしょ！　早く思い出してください！」

「そんなことを言われても……。去年の夏だってことはわかってるんだけど、何日だったかまでは……」

　──いや、ちょっと待てよ？　そういえばあの日、駅に向かって歩きながら、季節に関係した話をした記憶が……。

　目を閉じて脳細胞をフル回転させ、どんな会話をしたかを必死に思い出す。

「──そうか、七夕だ」

　あの日は７月７日だったので、「なにか短冊に願い事を書いた？」という話題を振った記憶がある。

　そして会話した時間は、塾が終わった直後なので、午後７時で間違いない。

「──よし、次の問題！」




『問２　陽ひ奈なの誕生日はいつ？』




「……陽奈に誕生日なんてあったっけ？」

「あるに決まってるでしょ!!」

　陽奈は全力で叫んだ後、絶望的な表情になる。

「ま、まさかお兄ちゃん先輩、わたしの誕生日がわからないんですか……!?」

「そんなわけないだろ。９月１日の乙女座だ」

　この問題は楽勝だった。去年の誕生日を塾で祝ったし、忘れるわけがない。

「よし、次だ」




『問３　陽奈のどこが好き？』




「あっ、それはチャンス問題です。どんなことを書いても正解になりますよ♪」

「テストにチャンス問題があっていいのか……？」

　首をかしげた後、陽奈のいいところについて思案する。陽奈のいいところ……。

　それからたっぷり１分ほど悩んだ後、なにも書かずにテスト用紙を脇にどけた。

　続いて舞まいに関する問題に取りかかる。

「──って、ちょっと待ってください!!　なんでなにも書かないんですか!?」

「難問だったから後回しにしようと思って」

「どういうことですか!?　わたしの好きなところなら、なにを書いても正解なんですよ!?　まさか、１つも思いつかないとか……!?」

「いや、褒めるべき点が多すぎて、１つに絞れないんだ」

「ズギューン!!」

　陽奈は謎の悲鳴を上げ、仰向けに倒れこんだ。

「陽奈、大丈夫か？」

「お兄ちゃん先輩、不意打ちはやめてください。萌え死ぬかと思ったじゃないですか」

「萌え死ぬ……？」

「でも、そういうことなら仕方ないですね。他の問題を記入し終えた後で、たっぷり時間をかけて取り組んでください。なんなら１００個だろうと２００個だろうと、わたしの好きなところを思いつくかぎり書いてくれていいんですよ♪」

「了解。さすがに１００個は思いつかないけどな」

「ダメです。思いついてください」

　笑顔の陽奈から無茶を言われたが、返事は保留。舞に関する問題に視線を移す。




『問１　舞まいが服を脱ぐ順番は？』




「ぐはっ!!」

　問題を読んだ瞬間にダメージを受けた。

　舞に目を向けると、ニヤニヤ笑いを浮かべている。晴はる斗との反応を楽しんでいるのだ。

　一方、真横にいる陽ひ奈なも問題を確認し、目を見開いた。

「なんでお兄ちゃん先輩が、舞先輩の服を脱ぐ順番を知っているんですか……!?　まさか、一緒にお風呂に入ったとか……!?」

「いやいや、そんなわけないだろ」

　動揺しつつ、どう言い訳すれば切り抜けられるかを必死に考える。舞と野球拳をして服を脱ぐのを手伝ったなんて、言えるわけがないからな。

「……知り合って間まもない頃、ちょっとした雑談の中で、舞はどういう順番で服を脱ぐのかって話になったんだよ」

「どんな雑談ですか」

「残念ながら、前後の会話内容は覚えていないな」

　適当にごまかした後、舞が服を脱いだ順番を思い出して記入していく。おそらく正解は『上靴→靴下→ジャケット→スパッツ→ワイシャツ→ブラジャー→パンツ→Ｔシャツ→スカート』の順だろう。

　最後の２枚は脱いでいないわけだが、舞は「もし次もアタシが負けたら、上半身裸になってしまう」と言っていた記憶があるので、スカートを最後まで残すと判断した。

「……あの、お兄ちゃん先輩。Ｔシャツとスカートより先に下着を脱ぐって、一体どういうことですか？」

　晴斗の回答を見た陽奈が不思議そうに質問してきたが、さすがに言い訳が思いつかないので、無視して次の問題に進む。




『問２　お兄さまの体で、最も敏感な場所はどこ？』




「……これって舞先輩に関する問題なんですか？　ただのアンケートなのでは？」

　一緒に文章を読んだ陽奈が首をかしげたが、晴斗にもこの問題が採用された意味がよくわからず、返答できない。

　ただ、たぶんこの問題の答えは、舞の膝が当たったあの場所だろうな……。

　舞が考案した問題はその他も変なものばかりだったが、無心になってペンを走らせ、なんとかすべての空欄を埋め終えた。すぐさま３枚目のテスト用紙に移行する。




『問１　カレンの部屋の本棚にある本を３冊答えよ』




「カレンの部屋の本棚……。海外の難しそうな小説が並んでいたことは覚えているんだが──」

「ちょっ、ちょっと待ってください!!　お兄ちゃん先輩はカレン先輩の部屋に入ったことがあるんですか!?」

　横で一緒にテスト用紙を見ている陽ひ奈なが悲鳴を上げた。

「まだ知り合って２週間くらいしか経たっていない女性の部屋に足を踏み入れるなんて、不潔です!!　なにが目的だったんですか!!」

「べ、別に変なことはしてないよ。ちょっと寄っただけだ」

「本当ですか？　それならいいですけど……」

「アタシが聞いた話によると、男性が女性の部屋に入る時、あわよくばという気持ちを持っているみたいですよね？」

「待て舞まい。火に油を注ぐな」

　舞の発言を受け、陽奈がジト目でこっちを見てくる。しかし今は試験中なので、弁明するのは後回しにしよう。

　カレンの部屋での記憶を必死に蘇よみがえらせ、解答欄に『戦争と平和』『モンテ・クリスト伯』『風と共に去りぬ』と記入した。




『問２　カレンが疑ぎ似じ妹いもうとになった日に身につけていたブラジャーの色は？』




「……なんでお兄ちゃん先輩が、カレン先輩の下着の色を知ってるんですか……!?」

　陽奈が呪じゆ詛そでも唱えるような口調で問いかけてきた。全身から負のオーラが発せられており、目を合わせたら呪い殺されそうである。

「部屋に入ったことがある上、ブラジャーを見たことがあるって、もうそういうことだとしか考えられないですよね……!?　お兄ちゃん先輩、わたしの知らないところで大人になってしまったんですか……!?」

「違う、濡ぬれ衣ぎぬだ。大人になどなっていない。ブラジャーを見てしまったのには、やむを得ない事情があったんだ」

「ブラジャーを見なきゃいけない事情ってなんですか!!」

「それは──」

　晴はる斗とがカレンのブラジャーを見たのは、シャンプーをして髪の色を落とす際、かわりに服を脱がせた時である。しかし、そもそもカレンが髪を染めたことをバラすわけにはいかないわけで……。

　カレンの方を見ると、口パクで「コスプレのことは秘密だよ」と告げられた。だったらなぜこんな問題を出してしまったのか……!!

　とはいえ、疑ぎ似じ妹いもうととの約束を破るわけにはいかない。

「陽ひ奈な、今は試験に集中させてくれ」

「なんでですか！　ちゃんと説明責任を果たしてください！」

「俺にそんな責任はない」

　晴はる斗とは説明を放棄し、解答欄に『黒』と書き込んだ後、陽奈に関する問題が載っているテスト用紙を手に取った。そして『問３　陽奈のどこが好き？』という問題に『どんな時でも俺のことを信じてくれるところ』と記入する。

「や、やだなぁお兄ちゃん先輩。もちろんわたしはお兄ちゃん先輩のことを全面的に信用してますよ？　そうですよね、日常生活でやむを得ずブラジャーを見てしまうことって結構ありますもんね」

　晴斗の解答を見た陽奈は動揺し、強引な理屈で自分を納得させた。

　陽奈は今日もチョロかった。

「ていうか俺たち、さすがにさっきから騒ぎすぎなのでは……？　もはや普通に会話しちゃってるし……」

　今さらすぎる疑問を口にしつつ周囲を見回すと、結ゆ月づきが苦虫をかみつぶしたような顔をしていた。

「あなたたちは信じられないくらい、やかましいです。しかし残念ながら、筆記試験中に騒いではいけないという規則はありません。そんな規則がなくても、これまで騒ぐ人はいなかったので……」

「ですよね……」

「今回の反省を踏まえて、『筆記試験中は騒がないように』という規則を作ります」

「うちの陽奈のために、すみません……」

　恐縮した後、カレンに関する問題が載っているテスト用紙に意識を戻し、ふたたびペンを走らせる。

　やがて、すべての解答欄を埋めることに成功した。見直してみたが、１００点を取れた自信がある。

　よし、次は実技だ。

　──しかし、テスト用紙を結月に提出した直後、晴斗のスマホが振動し、メッセージの着信を知らせた。マナーモードにするのを忘れていたのだ。

　ポケットから取り出して画面を見ると、メッセージを送ってきた相手は夏なつ姫きで、スマホの画面にこう表示されていた。

『お兄ちゃん、ごめんなさい。事故に遭いました』





　　　　♂　♀　♀　♀　♀






　夏なつ姫きからのメッセージを見た瞬間、冷静さを失った。

　心臓が止まりそうになりながらメッセージを開いてみると、詳しい内容が書いてあった。なんでも、ぬいぐるみを探しながら歩いていたところ、走っている車と接触してしまったらしい。

　ケガ自体は大したことないのだが、心細いので今すぐ病院に来てほしいそうだ。

「……俺が１人で探しに行かせたせいだ……!!」

　激しく後悔し、ソファから立ち上がって病院に向かおうとする。

　だが、みんなに事情を説明したところ、結ゆ月づきは首を横に振った。

「妹さんのケガが大したことないのなら、実技試験を終えてから向かうべきです。ここで試験を投げ出しては、関係者全員に迷惑がかかります」

「そ、それは申し訳ないと思っていますが……」

「常に冷静な判断ができないようでは、お兄ちゃん失格です。試験終了前にこの部屋から出た場合、ワタシの権限で[image: ]おう坂さかさんをお兄ちゃんランクＺにします」

「──っ!!」

　たしかに、結月が言うことも一理ある。紹介所の関係者は今日のために準備を重ね、わざわざ休日に登校してくれたのだ。また後日集まってもらうというのは忍びない。

　それに、晴はる斗とが病院に行ったところで、夏姫のケガを治療できるわけではない。大したケガでないのなら、実技試験を受けてから向かっても十分だろう。

　しかも、このメッセージを送ってきた夏姫は、こちらの状況を知らないのだ。晴斗が病院に駆けつけたとしても、そのせいで疑ぎ似じ兄あにをクビになったと知ったら、夏姫は責任を感じてしまうのではないだろうか。

　前に２人で交わした『お兄ちゃんランクＳになったらまた一緒に暮らそう』という約束も、反ほ故ごすることになってしまうのだし……。




　だがそれでも、今すぐ駆け出したかった。




　理屈など関係ない。心細いと感じている妹のもとに一刻も早く向かわねばならないというのは、兄としての本能だ。

「知っているとは思いますが、中等部と高等部の生徒は接触禁止です。[image: ]坂さんがお兄ちゃんランクＺになった場合、もう天あま海みさんと星ほし上がみさんとは、学園内では会えないと考えてください」

　結ゆ月づきは冷たい口調で最後通告をした。

　だが直後、晴はる斗とは陽ひ奈なと舞まいとカレンに向かって頭を下げる。

「みんな、ごめん。でも俺、どうしても行かなきゃいけないんだ……!!」

　すると陽奈たちは、真剣な表情で返事する。

「お兄ちゃん先輩！　早く妹さんのところへ行ってください！」

「お兄さまの妹じゃなくなるのは残念だけど、行くべきです！」

「後のフォローは私がやっておくから、気にしないで！」

「……３人とも、ありがとう……！」

　背中を押された晴斗は、ドアに向かって走り出した。

　しかし、眼前に結月が立ち塞がる。

「[image: ]おう坂さかさん、ちょっと待ってください。ちゃんと話を──」

「晴斗おにーちゃん！　ここは私が食い止めるから、病院に行って！」

　言うが早いか、カレンは結月に飛びつき、力ずくでドアから引き離した。

　結月は抵抗するが、陽奈と舞も加勢し、３人がかりで動きを封じる。

「みんな、ありがとう……」

　晴斗はお礼を言い、談話室を飛び出した。そのまま中央棟を出て、病院を目指して全力疾走する。

　──だが、学園の敷地を出ようとしたところで、校門付近に夏なつ姫きが立っているのを発見した。

「えっ!?　なんで夏姫がここにいるんだ!?」

　思わず頓狂な声を出して立ち止まると、夏姫は申し訳なさそうに説明をはじめる。

「実は、あたしが事故に遭ったっていうのは、結月さんに頼まれてついた嘘うそなの。今のは『試験中に実妹が事故に遭ったらどう対処するか』を見るための実技試験だったんだって」

「……そ、そうだったのか」

　すべてを理解した晴斗は、思わずその場にへたり込んだ。

「お兄ちゃん、心配させちゃってごめんね」

「夏姫は頼まれただけなんだろ？　気にしなくていいよ。夏姫が事故に遭ったっていうのが嘘で、本当によかった」

　なるべく優しい口調でそう言ってやると、夏姫は笑顔になり、晴斗のすぐ横に腰を下ろした。

「さっき結月さんから連絡がきたんだけど、お兄ちゃん、すぐに試験を放ほうり出して病院に駆けつけようとしてくれたんだってね。ありがとう」

「そんなの当たり前だろ。俺は夏姫の兄なんだからさ」

「でも、試験を放棄したらお兄ちゃんランクＺになっちゃうって言われたんでしょ？　悩まなかったの？」

「……正直、ちょっとだけ悩んだ。でも、夏なつ姫きから『今すぐ来てほしい』ってメッセージを受け取った時点で、心は決まっていた。

　そもそも、俺がお兄ちゃんランクＳを目指しているのは、夏姫に認められるためなんだ。それなのに夏姫のところに駆けつけなかったら、ランクＳになったところで、なんの意味もないよ」

　晴はる斗とが力強く言い切ったことで、間近で聞いていた夏姫は実兄に惚ほれ直したのだった。

[image: ]

[image: ]





[image: ]

　お兄ちゃん試験の翌日。晴はる斗とは放課後に結ゆ月づきから呼び出された。直接会って試験の結果を伝えたいそうだ。

　昨日の実技試験で晴斗は、結月の制止を振り切って部屋を飛び出してしまった。夏なつ姫きから事情を聞いた後、もっと冷静に対処すべきだったのではないかと反省したが、覆水盆に返らずだ。

　果たして、お兄ちゃん試験の結果はどう判断されるのか──。

　控えめにノックしてから事務室に入ると、結月が１人で待ちかまえていた。

「昨日のお兄ちゃん試験の結果をお伝えします。まずは筆記ですが、採点の結果、満点でした。

　続いて実技についてですが、今回の試験では、[image: ]おう坂さかさんのお兄ちゃんとしての対応力を見る予定だったんです。人は追いつめられると本性が出ますからね。どのような対応をするかによって、実妹と疑ぎ似じ妹いもうとをどう思っているか知ることができると考えたんです。

　でもアナタは、交渉する時間すら惜しいという感じで、一目散に病院へ向かってしまいました。正直、あの時は焦りました。

　けれど後になって、他のことが目に入らなくなるくらい実妹を大切に思っているのだと気づきました。それに、３人の疑ぎ似じ妹いもうとはアナタの気持ちを尊重し、病院に向かうのをアシストしました。３人とも、本当は疑ぎ似じ兄妹きようだいであり続けたいと考えているのに、です。

　[image: ]おう坂さかさんの実妹との絆きずな、そして疑似妹たちとの絆は、ワタシたちの想像を超えており、試験で測れるようなものではなかった。実技試験の結果をそのように判断し、[image: ]おう坂さかさんのお兄ちゃんランクＤへの昇格を認めることにしました」

　そう告げられた瞬間、ホッと胸をなで下ろした。これで疑似妹をリストラせずに済むわけである。

「今後についてはまた後日お知らせしますので、引き続き試験運用へのご協力をよろしくお願いします」

「はい。こちらこそ、よろしくお願いします。ありがとうございました」

　結ゆ月づきに向かって深々と頭を下げた後、事務室を出た。

　すぐさま２階の談話室へ向かい、疑似妹たちに結果を伝えると、３人とも喜びを爆発させた。

「晴はる斗とおにーちゃん、ランクアップおめでとう。晴斗おにーちゃんなら大丈夫だって、私は信じていたよ」

「そうなのか？　俺はあんまり自信なかったんだが……」

「わたし、もうお兄ちゃん先輩と会えなくなるかもって夜も眠れないくらい不安だったので、本当によかったです！」

「陽ひ奈なは大げさだな。でも、俺も嬉しいよ」

「さすがお兄さまですね！　お馬さんになる特訓をした甲か斐いがありました！」

「いや、あの訓練はまったく関係ないと思うけど」

「細かいことはいいじゃないですか！　それより、今からみんなで祝賀パーティをやりませんか？」

　舞まいの提案は満場一致で可決され、さっそく全員でコンビニに行ってジュースとお菓子を買ってきた。

「それじゃあ、お兄ちゃん先輩のランクアップを祝って、乾杯！」

　４人は透明のグラスに注いだオレンジジュースを掲げ、陽奈の音頭で乾杯した。

　陽奈は透き通るように白い喉を鳴らし、オレンジジュースを一気に飲み干す。

「ぷはー！　お兄ちゃん先輩、お疲れ様でした！」

「ああ、みんなもありがとう。今回ランクアップできたのは、３人があそこで俺の背中を押してくれたおかげでもあるらしいんだ」

「つまりアタシたちは、お兄さまの疑似妹としてふさわしいと認められたわけですか！　嬉しいです！」

　舞まいは諸もろ手てを挙げて喜んだ後、晴はる斗との左耳に唇を寄せ、小声で問いかける。

「疑ぎ似じ兄妹きようだいとしての絆きずなが認められたわけですし、今後はもっと過激なセクハラをしてもいいですか？」

「ダメに決まってるだろ。ていうかこれまでも十分に過激だっただろ」

「そうですか……残念です。でも、お兄さまがランクＺにならなくて本当によかったですよ。学園内で会えなくなったら、校門で待ち伏せて野外でセクハラするしかないですもんね」

「ガチでヤバい発想をしないでほしい」

　それは一歩間違ったら犯罪になると思う。

　いや、一歩間違わなくても犯罪か？

「むぅ……。舞先輩、お兄ちゃん先輩と内緒話をしないでほしいです……」

　２人が至近距離で会話しているのを見て、陽ひ奈なは頬ほおをふくらませた。直後に晴斗の右腕を掴つかみ、自分の方に引き寄せる。

「お兄ちゃん先輩、わたしともお話してほしいです」

「別に俺は舞と楽しい会話をしていたわけじゃないんだが……」

「ちなみにお兄ちゃん先輩は、もしわたしが事故に遭って、心細いから病院に来てほしいって言ったら、すぐに駆けつけてくれますか？」

「当然だろ。なにを置いても会いに行くよ」

「本当ですか!?　じゃあわたし、毎日事故に遭ってもいいですか!?」

「絶対にやめろ」

「ねぇねぇお兄さま。アタシが呼んでもすぐに会いに来てくれますか？」

　舞はふてぶてしい笑みを浮かべながら、陽奈と同じ質問をしてきた。

　嫌な予感がしたが、当然のように肯定する。

「もちろんじゃないか。俺は妹を差別したりしないよ」

「ありがとうございます！　じゃあ今度、『今すぐ中等部の女子トイレに来てほしい』って連絡しますね！」

「どういう状況なのか詳しく」

「女子トイレで事故に遭って動けなくなったんです！」

「そうか。緊急事態なら仕方ないな」

「仕方なくないでしょ。そういう時は中等部の友達や先生を呼びなさい」

　カレンはあきれ顔で忠告した。晴斗は本気で駆けつけそうだから怖い。

　そもそもトイレでどんな事故に遭うというのか。

「その点、私は本当の緊急時にしか呼ばないから、なるべく早く駆けつけてね？」

「カレンも俺を呼び出す気なのかよ」

　思わず苦笑いしたが、妹に頼りにされるのは嬉うれしいことである。

「お兄さまはみんなに呼ばれて大忙しですね。いっそのこと、この４人で一緒に住んじゃえばいいんじゃないですか？　アタシたちは兄妹きようだいなんですし！」

「うーん、同居はまだ無理じゃないかな。さすがにＤランクでは時期尚早だと思うわ」

「──へっ？」

　カレンの返答を聞き、舞まいは青い瞳を丸めた。

「冗談で言ったんですけど、お兄さまのランクが上がっていったら、どこかのタイミングで一緒に住むかもしれないんですか？」

「うん。一応、疑似姉妹は一緒に住んでいるケースもあるからね。もちろん同性だからっていうこともあるし、疑ぎ似じ兄妹きようだいの同居を試すかどうかは、結ゆ月づきたち次第だけど」

「マジですか！　実現するように圧力をかけましょう！」

「舞ちゃんは晴はる斗とおにーちゃんと一緒に暮らしたいの？」

「はい！　偶然を装ってお兄さまのお風呂を覗のぞきたいです！」

「舞は本当に実行しそうで怖いな……。万一俺たちが同居することになったら、脱衣所のドアにカギがかかる物件にしよう」

「じゃあアタシはピッキングを習得しておきます！」

「偶然を装うっていう前提はどこへ行った」

　舞が言うとまったく冗談に聞こえない。妹が犯罪者予備軍だ……。

　などと晴斗がげんなりしている横で、陽ひ奈なはなにやら小声でつぶやいている

「お兄ちゃん先輩と同どう棲せい……超絶楽しみだけど、できれば２人きりがいい……!!　２人きりが無理なら、３ＬＤＫの部屋に４人で住んで、わたしとお兄ちゃん先輩が相部屋になるとか……？　それで夜に電気を消した直後、お兄ちゃん先輩がわたしのベッドにもぐり込んできたりして……!!」

　妄想が捗はかどっているようなので、下へ手たに刺激しないでおこう。

　一方舞は、こんな疑問を口にする。

「同居はまだ無理だとしても、お兄ちゃんランクがアップすると、色々な特典があるんですよね？　ひょっとして、ランクＤになったことで、アタシたちはお兄さまと旅行できたりするんでしょうか？」

「いや、旅行もまだ早いだろ。ランクＤの段階で許可されることはないんじゃないか？」

　中高生の男女が一緒に旅行するというのは大事件だ。ランクが１つ上がったくらいで認められるとは考えづらい。

　しかし、そこでカレンが口を挟む。

「そうとも限らないんじゃないかしら？　今回の試験に合格したことで、紹介所は晴斗おにーちゃんのことをある程度は信用したと思うの。

　結ゆ月づきの判断にもよるけど、試験運用としてのデータを採るため、遅かれ早かれ旅行には行かせるはずよ。だとしたら４人の予定を合わせやすいよう、もうすぐ始まるゴールデンウィークに行かせるって話になってもおかしくないわ」

「本当ですか!?　わたし、旅行先は温泉がいいです!!」

　カレンの予想を聞いた陽ひ奈なは、自分の欲望を大声で叫んだ。

「世の中には家族風呂というシステムがありますよね!?　わたしたちは疑似とはいえ兄妹きようだいなわけですし、混浴してみちゃったりしませんか!?」

「こここ、混浴っ!?　アタシ、その家族風呂っていうのに、とっても興味があります!!」

　陽奈の提案を聞いた舞まいは、青色の瞳を輝かせた。

　当然舞の目的は、混浴中に晴はる斗とを辱めることである。

「家族風呂か……。試験運用のデータを採ることを考えると、悪くないかもしれないわね」

　２人に続いて、カレンまでもが肯定的なことを言い出した。

　カレンは先日お風呂で恥ずかしい部分を見られているので、今度はこっちが見てやろうという下心を持っているのだ。

　一方、唯一の男である晴斗は戦々恐々としている。

　もちろん１人の男として、陽奈たちと一緒にお風呂に入りたくないわけがない。だが、このメンバーで混浴をしてしまったら、さすがに理性が崩壊する危険がある。疑ぎ似じ妹いもうとたちには絶対に手を出すわけにはいかないのに……!!

　兄妹紹介所の試験運用は、まだまだ始まったばかりである。





ネタバレがないので本編を未読でも安心して読めるあとがき




　いらっしゃいませこんにちは！　妹キャラが大好きな本文担当の岩いわ波なみ零りようです！　おかげさまで２年ぶりに新作を出すことができました！

　現在、原稿を書き終えた流れでこのあとがきを書いているのですが、ラノベを書くのは超楽しいです！　執筆期間は「明日あしたも明後日あさつてもラノベが書けるんだ!!」と変にテンションが上がってしまい、夜なかなか寝つくことができません！　特に今回は初めて三人称で書いたので、とっても楽しかったです！

　ちなみに、ラノベを出していない間なにをしていたかというと、ずっと本作のプロットを練っていました。

　過去の資料を見返してみたところ、『妹紹介所』という概念を思いついて最初の企画書を作ったのが２０１７年11月で、企画会議を通過したのが２０１８年12月でした。どうすればこの物語がもっと面白くなるかを編集さんと議論し続けた結果、完成までに１年以上かかってしまったわけです。

　けれど、こだわったおかげで満足のいくクオリティに仕上げることができたと思っています！

　また、３年ほど前からゲームのシナリオを書くお仕事もするようになりました。自分の書いたシナリオにグラフィックがついて声優さんが演じてスマホやＰＳ４やＳｗｉｔｃｈで遊べるというのは最高すぎてヤバいです。あまりに楽しすぎて仕事を引き受けまくった結果、ここ１年くらいは常になにかの締め切りに追われているのですが……。

　でも、年中シナリオを書いているのだから、当然作家としてのスキルは高まっているはず！　そんな自己暗示をかけつつ、全力で本作を書きました！　楽しんでいただければ幸いです！

　最後に謝辞です。この本の出版にあたって、担当編集さんを始め、たくさんの方にお世話になりました。心よりお礼を申し上げます。

　特に日向ひゆうがあずり様には、美しすぎるイラストでキャラクターに命を吹きこんでいただき、いくら感謝してもしきれません。日向様の描くヒロインたちはどれも完璧で、本文担当としてもっと頑張らねばならないと戦慄しております。２巻を出すことができたらヒロインを全力で脱がせようと心に決めていますので、今後ともよろしくお願いいたします！

　そしてなにより、ここまで読んでくださったすべての読者様に、最大限の感謝を申し上げます。皆様に夏なつ姫きや陽ひ奈なや舞まいやカレンのことを愛してもらえたら、これ以上の喜びはありません。

　それでは、またどこかでお目にかかれることを願っております！


２０１９年４月　岩波零







電子書籍特典　書き下ろし短編

『１巻の表紙になった写真を撮った日の話』





「お兄ちゃん先輩！　わたし、宣材写真っていうのを撮ってみたいです！」

　ある日の放課後。兄妹紹介所の談話室で疑似妹の陽奈と２人きりで過ごしていると、突然そんな主張をされた。

「宣材写真？　なんだそれ？」

「正式名称は宣伝材料用写真です！　要するに、わたしの可愛さをアピールするための写真ですね！」

「誰に可愛さをアピールするつもりなんだよ？」

「もちろんお兄ちゃん先輩です！」

「あっ、そう……」

「どんな宣材写真ならお兄ちゃん先輩の心を鷲づかみにできるか知りたいです！　というわけでお兄ちゃん先輩、さっそくスマホのカメラを起動させてください！」

「えっ？　俺が撮るの？　自分が心を鷲づかみにされそうな写真を？」

「当たり前じゃないですか！　自分自身のことなんですよ!?」

「なんで俺が悪いみたいな言い方をされているの？」

「う～ん、写真の構図はどうしましょうかね～」

「俺の苦情は聞こえてないみたいだな……」

「そうだ！　２つのソファを向かい合わせにくっつけてベッドにした後、わたしがそこに横になるのはどうでしょうか!?　その後お兄ちゃん先輩が、わたしの上に覆いかぶさってくるんです！」

「密着したら写真が撮れないだろうが」

「間違いました。ソファに横になったわたしを上から見下ろして写真を撮る、が正解です」

「やれやれ、仕方ないな……」

　兄として、妹の頼みを断るわけにはいかない。

　力を合わせて家具を移動させた後、陽奈は楽しそうにソファの上に寝転がった。

「お兄ちゃん先輩！　こっちは準備ＯＫです！」

「…………」

　晴斗は無言でソファの上に移動し、仰向けになった陽奈を見下ろしながらスマホを構えた。

「お兄ちゃん先輩、今のわたし、どうでしょうか？」

「この状況を撮影したら、いかがわしい写真になる予感がしている」

「わたしの狙い通りですね！」

「いや、ダメだろ」

　さすがにこの構図はセクシーすぎる。

「可愛さをアピールする写真を撮りたいなら、寝転がらない方がいいんじゃないか？　もっとこう、年下感というか、妹感を全開にする感じにしようぜ」

「つまり、ランドセルを背負えばいいんですか？」

「絶対にやめろ」

「うーん……。お兄ちゃん先輩的には、現状だとわたしに可愛さが足りないわけですよね？　であれば制服をはだけて……」

「ちょっ!?　なぜそこでワイシャツのボタンを外しはじめる!?」

「可愛さを上昇させるためです！　今日わたしが着けてるブラジャー、すっごく可愛いんですよ♪」

「俺は今すぐこの部屋を出るから、続きは１人でやってくれ」

「わ、わかりました！　へそチラで止めておきますから、行かないでください！」

　陽奈は悲鳴を上げ、晴斗を呼び止めた。

　仕方なく持ち場に戻ると、おへそを出した陽奈が、笑顔で両手を広げる。

「それじゃあお兄ちゃん先輩、写真撮影をはじめましょう！」

　楽しげな陽奈に促され、晴斗は目の前の光景を撮影した。

「よし、撮れたぞ」

　だが、陽奈は不満そうに頬をふくらませる。

「写真を撮る時のテンションが低すぎます！　そんなことじゃプロのカメラマンにはなれませんよ！」

「別に目指してないんだけど……。そもそも俺がテンションを上げても、写真のクオリティは変わらないだろ」

「そんなことありません！　プロのカメラマンは『可愛いよ！』とか『最高だね！』などとモデルを全力で褒めて、いい表情を引き出すものなんです！　そして段々『もう１枚脱いじゃおうか』とか『裸は人間の一番自然な姿なんだよ』などと言葉たくみにモデルの服を脱がせていって、最終的にヌード写真を撮る職業なんですよ！」

「カメラマンに対する偏見がすごい」

　晴斗は呆れつつ、今撮ったばかりのちょっとエッチな写真を眺める。

「…………」

　正直、今の陽奈の姿には、心を鷲づかみにされている。もしこの写真が表紙に使われた書籍を見つけたら、即座に購入を決めるだろうっていうくらい可愛い。

「どうですかお兄ちゃん先輩？　わたしの可愛さは写真から伝わってきますか？」

　陽奈がソファに寝転がったまま質問してきた。

「ああ、いい感じに撮れたと思うぞ」

「よかったです！　それじゃあ今すぐスマホの壁紙に設定してください！」

「なんでだよ」

「なんでって、わたしたちの絆を強めるためですよ！」

「どういう理屈？　こんな姿の陽奈を壁紙にしたら、誰かにスマホの画面を見られた時に、俺たちの関係を疑われるかもしれないだろうが」

「願ったり叶ったりです！」

「……なんというか、陽奈とは一度、疑似兄妹は恋愛禁止っていうことについて、ちゃんと話し合わないとダメかもな……」

　そう言いつつも、今撮ったちょっとエッチな写真を消そうとはしない晴斗だった。


















妹紹介所でお兄ちゃんになってください！




ただし実妹が全力で嫉妬します




【電子特典付き】








岩波零
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